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　　　　符ノ一　５ＹＥＡＲＳ　ＡＧＯ　雨の旋律　～狂想曲～









『アクション！』

　クレーンに乗ったカメラが回され、監かん督とくの声とともにカチンコの音が響ひびいた。




　爆ばく音おんとともに火柱が上がり、鋭するどい羽音を響かせて雑ぞう木き林ばやしから鳥が飛び立つ。鈍にぶい音を立てて、いくつもの手しゆ裏り剣けんが木の幹に突き刺さり、藪やぶを抜けて黒くろ装しよう束ぞくの忍者が飛び出した。少しデザインを変えた黒装束の忍者が、先に飛び出した忍者を追う。両者とも装束はところどころ裂けて鎖くさり帷かた子びらが覗のぞき、血が滲にじんでいる。駆けるたび、ぱたぱたと血が落ちる。忍者の戦いはどちらかが、あるいは両者ともに、命を落とすまで、終わらない。いつまでも逃げ続けることはできない。追い打ちをかけるように、雨が降りだした。

「やあっ！」

　反転して追おつ手てと対たい峙じした忍者は、十数回の組み手のあと、手しゆ刀とうを繰くり出した。

　手刀を受けた忍者の胸部から、爆発するように赤い液体が噴ふん出しゆつする。

　抜け忍狩りの刺し客かく……、かつて友と呼んだ男は、凄そう絶ぜつな最期を遂とげた。




　銀に霞かすむ雨の紗しや幕まくに、噴出する赤が鮮あざやかに広がる―――。

　スタントを見守っていた人々が、ごくりと息を呑のんだ。

　真昼の曇どん天てんは、陰いん鬱うつなこのシーンの演出として望ましいものだったが、しかし雨は水を撒まいて演出したのではない、予定外のものだった。死し闘とうの果て―――という、映画という作り物であるから見物することを許されたその光景は、絶妙な自然の演出の効果も相まって、圧倒的な迫力で誰だれもの目を釘付けにした。




　徐々に強くなる雨のなか、胸から赤い液体を噴ふき出しながら、刺客はゆっくりと膝ひざを折り、静かに倒れた。

　完全に地に伏したのを見届けて、監督は満足そうに口の端を上げる。

「カットーっ！」




　終わりを告げる声に、スタッフたちは静かに息を吐いた。

　激はげしさを増す雨に打たれながら、二人ふたりの忍者はそれぞれの姿勢を崩さない。

「お疲れさま！　ＯＫです！」

　ビニール傘とタオルを持って、助じよ監かん督とくとアシスタントが名演技を披ひ露ろうしたスタントマンのもとに走る。さすが、格かく闘とう技ぎの道場の練習生だ。今回の映画の主演である若手アイドルと背格好や年とし頃ごろは似たようなものだが、動きが全然違う。どちらが勝つかという打ち合わせは事前になされていたものの、監督はその他ほかの細かい指定をしていない。彼らの組み手はまさに真剣勝負であり、両者ともいっさい手加減しているようには見えなかった。

「小こ諸もろクン、さっきのアレ、なかなかいい具合に弾はじけてたねぇ！」

　綺き麗れいに血ち飛沫しぶきが上がっていい絵が撮とれたと、ほくほく顔で映像を確かく認にんする監督に、衣服に血ち糊のりを仕こんだスタッフは、大粒の雨に濡ぬれたまま呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「……あれは、あの血糊は、僕の仕かけじゃありません…………」




　傘をさしかけに走った助監督は、起き上がる気配けはいのない少年の様よう子すに、眉まゆを顰ひそめる。

「宝ほう生しようくん？」

　降りしきる雨のなか、泥水や血糊で濡れた地面にいつまでも寝ね転ころんでいたいと思う者はいない。不ふ審しんに思って身を屈かがめて覗のぞきこんだアシスタントの青年は、撥はね飛ばされるように尻しり餅もちをついた。

「し、死んでるッ！」




　赤い霧きりをなすほども激しく噴ふん出しゆつしたのは、本物の血。

　破裂した心しん臓ぞうから溢あふれ出た、生命の雫しずく。




「兄貴っ！」

「幹みき久ひささん！」

　離はなれた場所で見学していた少年と少女が、アシスタントの青年の悲鳴に、仰ぎよう天てんして駆け寄る。助監督は腰を抜かしたアシスタントの青年を、乱らん暴ぼうに横に退どける。

「誰だれか！　警けい察さつに電話を！　早く！」

「動かすなよっ！　誰も触るんじゃない！」

　名場面の感動の余よ韻いんに浸っていた撮さつ影えい所じよは、俄にわかに騒そう然ぜんとなった。

　大勢が見守るなかで、一人ひとりの少年が命を落としたのだ。




「いやあぁぁ！」

「兄貴ぃっ！」

　大たい輪りんの赤い花のように散った鮮せん血けつ。その花びらを踏み荒らされまいとするように、助じよ監かん督とくは倒れた少年に近づこうとする少女と少年を押おし止とどめる。

　雨のなか、赤い花の上で、一人ひとりの少年が永遠を夢見ながら静かに眠っている。




　騒そう然ぜんとなる撮さつ影えい現場で、雨に打たれながら人形のように静かに立ちつくしていた黒くろ装しよう束ぞくの少年が姿を消したことに気づいた者は誰だれもいなかった。




　強く、なりたかった。

　物心ついたときから、胸のなかに澱おりのように蟠わだかまっていた願ねがいを叶かなえるために、格かく闘とう技ぎを始めた。稽けい古こは辛つらかったけれど、やめようと思ったことは一度もない。ただ―――。




　試合はポイント制で、有効な攻こう撃げきを仕かける毎ごとに点数が加算され、勝敗が決まる。相手を倒す必要はない。寸止めで、打撃や蹴けりは当てなくていい。

「お前さ……、本気で戦ってないだろう？　俺おれに遠えん慮りよしてるよな？」

　塔とう京きよう大会少年の部の優ゆう勝しようカップ片手に、宝ほう生しよう幹みき久ひさは溜ため息いきをついた。同じ道場の門下生である宝生幹久は、半年先に入門した先せん輩ぱいだ。学年はひとつ上だが、門下生のなかでは誰だれより気が合って、一番親しくしていた。同じ道場の門下生だし入門の時期と年ねん齢れいで、先輩をたてたいという気持ちはわかっても、本当の実力ではない優勝なので幹久には面おも白しろくない。

「忍者映画でスタントマンの募集やってんだ。いっしょにやってみないか？　今度は、手加減抜きで。一度でいい。本気の、ありのままのお前を俺に見せろ」

　俺なら、お前を受け止められる……、そう言ってくれたから、誘いに応じたのに……。

「……噓うそつき…………」

　罵ば倒とうして……、しかしそれは間違いだとわかっている。悪いのは幹久ではない。彼は知らなかっただけだ。自分では駄だ目めだったことを。友と呼んだ者が、恐ろしい獣けものだったことを。受け止めきれなかった力。宝生幹久の心しん臓ぞうは、本気で放った、ただ一度の攻撃で破裂した。

　身体からだじゅうの血を放出し、そっと目を閉じた幹久の顔は穏おだやかだった。きっと痛みはなかっただろう。苦しむこともなかったはずだ。何が起こったのか理解する前に、彼は絶命した。望みのままの一度をその身に受けたのだから、きっとこれでよかったのだ―――。

　着たままの衣装、真っ黒なその色と同じ、自己正当化という浅ましさを、雨が洗い流してくれないだろうか。撮影所は次第に遠くなる。誰かが引き止めてくれたなら、いつでも足を止めるつもりでいたのに、そうしてくれる者は混乱のなか、誰もいなかった。

（熱あつい…………）

　雨に打たれても、失われることのない熱ねつが身体からだの奥に燻くすぶり続けている。解放できると思った力が疼うずく。誰だれよりも自分の近くにいた、大切な友の命を奪った後だというのに。

（熱い……、熱い……）

　外にあっては他人を傷つけ、内側から我が身を焼きつくす、滅びの炎。その恐ろしさを漠ばく然ぜんとわかっていたから、今まで解放しなかった。これを鎮しずめるには―――。




『コッチダヨ』

　顔の左半分を包帯で覆おおった男が、目の前で笑っていた。

　ここまでどうやって歩いてきたか、記き憶おくがなかった。どことも知れない繁はん華か街がいのような場所で、声をかけられて、はっとする。ひとつだけきょろりと覗のぞいた男の目は、真円ほども見開かれ、耳まで裂けているのではないかと錯さつ覚かくするほど大きな口は、チェシャ猫のように笑っている。包帯に隠れて、鼻は見えない。擦すり切れた服を着た、ぼさぼさ頭のその男は、案か山か子しのように細身だった。

『ホラ、オイデ』

　指先まで包帯を巻かれた手に誘われるままに、足が動いた。












　先に立ってどこかに案内してくれる男には、厚みがなかった。ごみごみした路地を通り、角にさしかかる度たびに、一いつ瞬しゆんぺらりと姿が消える。

（夢を見ているんだろうか……）

　そうだ。夢なら、どんなに楽だろう……。

『ココナラ、スキナダケ戦エル』

　包帯巻きの案か山か子し男おとこは、汚い裏通りにある寂さびれたビルの地下に下り、錆さびた鉄の扉を開く。




　扉の向こうにあったのは、大勢の男たちの品のない歓声と鉄錆びた匂におい。ホールの中央にあるのは、有ゆう刺し鉄てつ線せんの金網で囲まれたリングだ。デスマッチのレスリングの試合会場に似たそのマットの上では、異い種しゆ格かく闘とう技ぎのような試合が行われていた。

（何だ、『あれ』は……）

　異種というより、異い形ぎようと表現したほうがいいのか。

　リングで戦っているのは、虎とらでも呑のみこむだろう大だい蛇じやと、狩かり衣ぎぬ姿すがたの銀髪の男だ。

　賭かけ試合であるらしく、リングの上にある電光掲示板には、現在の予想勝率と金きん額がくが表示されている。

　銀髪の男は身みの丈たけほどの細い棒を武器として使っていた。大蛇は何かの猛毒を持つ種類であるらしく、牙きばから粘ねばい液が滴したたり落ちるたびに、じゅわりとマットから白煙が上がる。

「やっちまえ！」

「締しめ上げろ！」

「いい顔見せてくれよ！」

　観かん戦せんする者たちのぎらぎらした瞳ひとみには、狂気の色が滲にじんでいた。金銭が絡んでいるせいもあるのだろう、格闘技の試合観戦というよりは、観客席の雰囲気は競けい馬ば場じようや競きよう艇てい場じように似ている。しかし競馬場の観客席と違うのは、瞳に狂気の色を宿した観客たちの誰だれもが仮面をつけ、ＶＩＰ席にいてもいいぐらいの身なりをしているということだ。ここに集まった観客たちは、ここを一歩出れば、地位と名誉のある『紳しん士し』であるのに違いない。くたびれた案山子のような男に連れられた黒くろ装しよう束ぞくの忍者の姿は異様であるはずなのに、試合に釘くぎづけになっている彼らは、気がついても誰も見向きもしなかった。

　シャアッと空気の軋きしむ鳴き声を発して襲おそいかかった大蛇を、銀髪の男は棒を使って綺き麗れいにいなし、ふわりと宙に身を踊らせる。重さを感じさせない、風に舞まう花びらのように。

　思わず凝ぎよう視ししてしまった、その視し線せんを感じたのか、銀髪の男が宙で身を捻ひねりながら、ちらりと一いち瞥べつを返した。どこまでも深い、青の瞳。薄うす紅べに色いろの唇が、にぃと笑えみを刻む。




―――カンカンカンカンカンカンカンカンカン！




　鋭するどく響ひびき渡ったゴングの音にはっとすると、リングを取り囲んでいた男たちが投げ捨てた外れ券が、外で降っている雨のように落ちてくるところだった。

　リングでの勝敗は決し、棒で串くし刺ざしにした大だい蛇じやの頭の上で銀髪の男が寛くつろいでいる姿があった。装しよう束ぞくが男物なので、男性だという先せん入にゆう観かんで見てしまったが、しかしその風ふう貌ぼうは可か憐れんな乙女おとめのようだ。整ととのった横顔が、彫刻のように美しい。




『次ノ試合、出ロ』

　背中を押され、黒装束の忍者が足を踏み出したことに気づいて、銀髪の麗れい人じんが振り返る。

「ふぅん。いいの見つけてきたね」

　くすくすと笑う。初めて耳にした、その声。

（男、か……）

　純情可憐を形にしたような相そう貌ぼうに、絶妙に合った涼すずやかな若い男の声。美び麗れいすぎて年ねん齢れい不ふ詳しように見えるが、声の若さからすると、その年齢はまだ二十歳に届いていない。




「さぁ、おいで。忍者くん」




　有ゆう刺し鉄てつ線せんの金網に設けられた出入口が開かれて、リングから大蛇の死し骸がいが運び出され、マットを汚した大蛇のどす黒い血と得体えたいの知れない猛毒が、大きなモップで拭ぬぐい去られる。いろいろなモノの汚れがこびりついた薄うす汚ぎたないマットの上だというのに、銀髪の麗人が立つと、そこだけ光が射さしているように見えた。病やみ傷いたんだモノさえ許きよ容ようする、妖あやしい美しさ。

（―――こいつなら……！）

　試合開始のゴングが鳴るのと同時に、黒い風が疾はしった。繰くり出した脚あしと拳こぶしは、すべて着物に掠かすりもせず、棒で受け流された。思ったとおりだ。何も、加減する必要はない……！




　相手の実力を推おし量はかるための様よう子す見みなのか、防御に徹てつしている銀髪の麗人の姿に、観かん客きやくたちは沸わき立つ。

　一いつ閃せんした脚が、相手の棒を砕いた。武器をなくし、距きよ離りをとろうとするその懐ふところに、手しゆ刀とうを叩たたきこむ。

　つい何時間か前に、宝ほう生しよう幹みき久ひさの心しん臓ぞうを一いち撃げきで破裂させた攻撃―――。




　ドスッ！




　左胸に重い衝しよう撃げきを受け、銀髪の麗れい人じんが吹っ飛んだ。乱らん暴ぼうに投げ捨てられた人形のように、マットを跳はねた身体からだが、リングを囲んでいた有ゆう刺し鉄てつ線せんの金網に激げき突とつする。電流が流されていたらしい金網は、銀髪の麗人が触れた途端とたん、白い閃せん光こうを発し、爆ばく発はつ音おんを響ひびかせた。

　高圧電流を受けた銀髪の麗人が、白煙をあげてマットに沈む。




「いいぞー！」

「首をとっちまえ！」

　リングに上った忍者を応援する者たちが、げらげらと笑い、声援を送る。

　このリングにはレフェリーはいない。反則も10カウントもない。すべて、勝者の気のすむまま。観かん客きやくは目をぎらつかせて、それを見つめている。




（俺おれ、は……）

　何をしても許されるのならば、いったい何をしたいのだろうか―――。

　リングにいるのは、青い瞳ひとみの銀髪の麗人。その髪を摑つかんで顔を上げさせて……、と考えたところで、ぞくりと背筋が震ふるえた。これは……、歓喜……？　穢けがれのない新雪を荒々しく踏み荒らす、幼よう稚ちな戯たわむれにも似た純粋で残ざん酷こくな愉ゆ悦えつ……。めちゃめちゃに砕くものならば、もとが美麗なほうがいい。できるだけ長く楽しむには、最期まで抵抗し続けてくれるほうがいい。銀髪の麗人はうつ伏せてしまって見えないが、今、いったいどんな顔をしているのだろう。禁きん忌きは……、大切な友の命を奪ってしまったときに、すでに超えている。

（誰だれか、俺を止めてくれ……！）

　かろうじて残った理性が、頭の隅で絶叫する。だが、身体はその言葉には従わない。従わない、のに……。




　銀髪の麗人に近寄ろうとする足が止まった。

　リング上の忍者の動きを食い入るように見つめていた観客たちは、何事かと息を呑のむ。




「あはははははははは！」

　勢いよく顔を上げた銀髪の麗人が、爆笑した。額ひたいを切ったのか、流れ出た血がだらだらとマットに落ちる。

　全身がバネであるかのように跳ね起きた銀髪の麗人は、リングサイドで観戦していた案か山か子し男おとこに振り返る。

「気に入っちゃった[image: ]　蠱こ塚づか先生には悪いけど、僕がもらうよ[image: ]　今回は無効試合ということで、ヨロシク♪」

　流血しながら朗ほがらかに言った銀髪の麗れい人じんは、懐ふところから抜き出した呪じゆ符ふを、リングの上の方に設置された電光掲示板に向かって投げた。ぴたり、吸い寄せられるように電光掲示板に貼はりついた呪符から、光が爆ばく発はつして弾はじける。周囲を真っ白に染め上げる、圧倒的な光……。




「こっち[image: ]」

　リングで思わず目を庇かばった黒くろ装しよう束ぞくの袖そでが、ぐいと引かれた。




　光が消失すると同時に、試合開始を告げるゴングが鳴った。リング上にいるのは、銀髪の麗人でもなければ、黒装束の忍者でもない。

『違約金ハ、高イヨ？』

　案か山か子し男おとこは二人ふたりが通っただろう出入口を振り返る。厚みを持たない身体からだは、一本の線せんとなり、ぺらりと消えた。




「あははははははははは[image: ]」

　激はげしい雨のなか、どことも知れない静かな通りまで走ってきて、銀髪の麗人はようやく、黒装束を摑つかんできた手を放した。

「…………」

　呼吸を整ととのえながらも、明らかに睨にらんでいる視線に、振り返った銀髪の麗人は邪じや気きのない微笑ほほえみを向ける。相当の距きよ離りを走ってきたのに、銀髪の麗人には息を乱した様よう子すはない。

「焦あせっちゃダメだよ[image: ]　僕はまだまだ強くなるからさ」

　今はまだ、そのときじゃない。

「思いっきり、戦わせてあげるよ。僕を殺すつもりでやっていい」




　禁きん忌きを超えた甘美な誘惑は、滅びの毒でもあった。




「君の名前は？」

　銀髪の麗人は、にこりと微笑んで尋たずねる。

　名前。それは個人の過去に繋つながるもの。帰る場所を示すもの。

（……俺おれ、は―――）

　もう戻れない。この身に宿した熱ねつがなくならない限り、自分は人であって人ではない。

　逡しゆん巡じゆんする姿を見つめ、銀髪の麗れい人じんは首を傾かしげる。

「それとも、僕に『拾われ』たい？」

　箱に入れられて捨てられた犬猫の仔このように。どこから来たのか、すべてを消去して、新しく『うちの子』となって始めるか。

「……そんな、都合のいいこと―――！」

「できるよ？　他ほかの人には無理でも、僕にはね」

　銀髪の麗人は、くすっと笑う。怪け訝げんな顔をして、その姿を見つめてから、はっとする。

（濡ぬれていない……！）




　降りしきる雨のなか。傘もなく、同じように雨に打たれているはずなのに、銀の髪も古式ゆかしい狩かり衣ぎぬも、草ぞう履りも白しろ足た袋びも……、何ひとつ濡れてはいない。




「おいで。僕の家は、この近くだよ」











　　　　符ノ二　５ＹＥＡＲＳ　ＡＧＯ　雨の旋律　～幻想曲～









　振り向いた蘆あし屋や美み琴ことが見たのは、斬きられた自分の首から噴ふき出した鮮せん血けつだった。

（熱あつい……！）

　痛みを通り越し、感じたのは焼けるような熱さ。息が詰まって硬直した身体からだに、赤く染まった凶器が再び襲おそいかかる。庇かばった腕と、腹に衝しよう撃げき。二度、三度―――。




―――おねえちゃん、この道は通っちゃだめよ。




（ごめん、鼓こ幸ゆき……）

　一週間も前から忠告されていたのに、今日きようそれを無視する形になった美琴は、心のなかで詫わびる。幼い頃ころから霊感の強い妹には、きっとよからぬ何かが見えていたのだろう。

（ごめん、鈴すず音ね、お姉ちゃん、お迎えにいけなくなっちゃった……）

　四女、一番下の妹の通うピアノ教室は、国道を越えた向こうの通りにあった。暗くなる時分に小学二年生の子どもが一人ひとりで国道を渡るのは危ない。だから妹はレッスンが終わったら、順番待ちの生徒さんとお喋しやべりをしたり、練習用のピアノを弾ひかせてもらったりしながら、学校から帰った美み琴ことが迎えにいくのを待っている。切り裂かれた我が身を苛さいなむ、焼けるような熱あつさより、何も知らず、いつものように自分を待っているだろう妹のことが胸に痛かった。

（ごめんね、鈴すず音ね）

　そして、どんな姿で自分が発見されるのだろうかと思う。

（この制服、昨日きのうおろしたばっかりだったのにな）

　今年ことし入学した高校の夏服。お気に入りだった袖そで口ぐちのエンブレムも血に染まっている。

（お母かあさん―――）

　去年交通事故で他界した母のことを思い出した。車に撥はねられたとき、地面と接触するまでの間に、母は何を考えたのだろう―――。




　美琴を襲おそった通とおり魔まは、レインコートを着た若い男だった。ここ三月ほど巷ちまたを騒さわがせている切り裂き魔、連続殺人の犯人に違いない。何人もの女性や子どもを執しつ拗ように刃物で傷つけて殺害するこの通り魔は、人通りのない場所と時間を選んで犯行を重ねるため、警けい察さつは目もく撃げき証しよう言げんを得ることができない。人の顔と名前を記き憶おくすることが得意な美琴は、一度見た顔は忘れない。しかし今―――、きっとそれは役に立たない。




　何度も斬りつけられ、刺された美琴の膝ひざから、がくりと力が抜けた。ごつっと、鈍にぶい音が聞こえた。

　右側を下にして、濡ぬれたアスファルトに横向きに倒れた美琴の手を離はなれた傘が、風に煽あおられて転ころがる。高校の入学祝いに、姉の笙しよう子こが買ってくれた傘。高校生がブランド物なんて贅ぜい沢たくだと渋い顔をする父を、おっとりと微笑ほほえみながらうまく宥なだめてくれた。まだ数えるほどしか使っていない。大事にして、長く使うからと約束したのに。

　遮さえぎる物なく降り注ぐ雨が、開いたままの美琴の目に流れて落ちる。視界が滲にじみ、転がっていく鮮あざやかな傘の色が、銀に霞かすみ……、広がる、青。




「なんだ。まだ生きてるよ」




（えっ!?）

　いきなり至近距きよ離りではっきりと聞こえた若い男の声に、美琴は仰ぎよう天てんする。

　大きく目を見開いた美み琴ことの前、鼻と鼻とがくっつきそうな場所に、信じられないぐらい美び麗れいな顔があった。

「あぁ、動かないほうがいいかも？」

　にこりと笑って遠ざかったその顔は、愛らしい女性のようだが、しかし声は男性だ。女顔の超ちよう絶ぜつ美び形けいというものの実物に、美琴は生まれて始めてお目にかかった。しかも、銀髪で青い瞳ひとみ。時じ代だい錯さく誤ごな狩かり衣ぎぬ姿すがた。

（ななな、何っ!?　何なの!?）

　お星様になるために迎えに来てくれた、お空の使者というには、何だか、その……☆




「で……、どうするんだ？」

　陰気な声の聞こえたほうに、美琴は目を動かす。




　忍者のような黒くろ装しよう束ぞくの男が、レインコートを着た男の顔面を摑つかんで、ブロック塀べいに押しつけていた。忍者の足が、美琴の血に汚れたナイフを踏んでいる。……さっき聞こえた、ごつっという鈍にぶい音は、美琴を襲おそったあの男が、ブロック塀に叩たたきつけられた音に違いない。よくよく思い出してみると、自分が倒れたタイミングとは少しずれていたし、硬い場所に骨がぶつかるような、あんな痛そうな音がする倒れかたをしていない。

　顔面を摑まれた男は、鋼こう鉄てつの枷かせのような手の拘こう束そくから逃のがれようともがいているが、その腕はびくとも揺るがない。もがく男の両足は、地に着いていなかった。力の差は明白だ。

　狩衣姿の銀髪美形は、微笑ほほえみながら首を傾かしげる。

「そうだねー、ここは正義の味方っぽく、お手合わせ願ねがっちゃう？」

　うら若き乙女おとめが凶きよう刃じんに襲われている、こんな場面に通りすがってしまったのだから。

　通とおり魔まの顔面を摑んでいる忍者は、苛いら々いらしげに舌打ちする。

「自分より弱い者を襲うようなクズ野郎に興きよう味みはない」

「自分より強い者に萌もえる性格だもんね[image: ]」

「―――結果の見えていることに興味はない」

　律りち儀ぎな性格なのか表現に問題があったのか、忍者は銀髪美形の言葉を言い直した。

　手合わせなどしなくても、今のこの状態を見るだけで結果は知れている。だがそうであっても、刃物を使って女子高生を襲しゆう撃げきした者と、その襲撃者を撃退した者とでは、社会的評価は正反対だ。力の差はどうであれ、彼が通り魔をＫＯしたならば、正義の鉄てつ槌ついを下したということになるのだろうか。

「その人はさ、心しん神しん耗こう弱じやく状態なんだよ、きっと」

　くすくすと銀髪美形は笑う。

「都合のいい……！」

　善悪の判断はできなくても力の強弱の判断はでき、きっちりと人ひと気けのないところを見計らって、細い路地の死角で犯行に及ぶ通とおり魔まに、責任能力がないはずがない。

「それでも、納得できる理由があれば、皆は安心するのさ」




　普通の人間は、異常な行動をとってはいけない。異常な行動をとるのは、普通ではない状態にある者なのだ―――。




　付き合いきれないとばかりに、男の顔面を摑つかんでいた忍者は手を開いた。顔面を摑まれてブロック塀べいに押しつけられていた通り魔は、背中を塀で擦こすりながら、道路に座りこみ、激はげしく噎むせる。押しつけられた掌てのひらで、呼吸困こん難なんになっていたのだろう。

「見なかったことにして、このまま捨ててくのも、いいんだけどね」

　ぜいぜいと咳せきこんでいる通り魔を見下ろし、にいと笑った銀髪美形は、羽根のように軽やかに身を翻ひるがえし、美み琴ことの前にしゃがみこんで、顔を近づけた。

「死にたくないかい？　あぁ、喋しやべらないで」

　銀髪美形は人指し指を美琴の唇くちびるに近づけて、声を出さないようにと制する。息を吸いこもうとした美琴は、喉のどをせり上がってきた血の塊かたまりを吐いた。

「救きゆう急きゆう車しやを呼ばないのは、気がきかなかったり意い地じ悪わるなんかじゃなくて、もう手遅れだからだよ。誰だれも君に触れない。ここから君を動かすことはできない」

　たとえ今ここに救急車がいたとしても、病院に運ぼうとして動かしただけで、美琴は死んでしまう。出血量は夥おびただしく、傷はかなり深い。それはもう、素しろ人うと目めにもわかるほどだ。

「実を言うとね、僕は今、ちょっと人手不足で困ってる。僕に力を貸してくれるなら、君に力を貸してあげてもいいよ？」

　銀髪美形はにこやかに言うが、しかしその同じ口で、手遅れだとも言った。

（……何なの……？）

　化ばかされているようで、美琴には何が何だかわからない。

　銀髪美形は、混乱している美琴に優やさしく微笑ほほえむ。

「他ほかの誰にも無理でも、僕には不可能なんてない。ここであった嫌いやなことを、全部『なかったこと』にしてあげるよ」

　お互いに力を貸しあうという、条件つきだけれど。

「さあ。どうする？」

　顔を近づけて睦むつ言ごとのように囁ささやかれ、美み琴ことは揺れる。

（これは、夢……？）

　出血量が多く、手足の先は冷たく凍こごえてきていた。感覚のなくなっているところもある。ふっと気を抜けば、そのまま永久に眠ってしまいそうだ。見たこともない美形の銀髪男も陰気な忍者も、都合のいい幻覚のようにも思えた。だけど―――。

（死ねない。死にたくない……！）

　母が他界した後の家族の疵きずは、まだ癒いえていない。今はまだ、早すぎる。

　身動きどころか、瞬まばたきする力も失われた美琴の目から、流れこんだ雨ではない熱あつい雫しずくが零こぼれ落ちる。

　銀髪美形は、ふわりと微笑ほほえんだ。

「契約成立[image: ]」

　風に舞まう花びらのように、重さを感じさせない動きで、衣い装しようの裾すそを柔らかく動かして銀髪美形は立ち上がる。降りしきる雨のなか、美琴に小さな撥はねひとつ飛ばすことなく。

（……え……？）

　覗のぞきこむように美琴の顔に顔を近づけたとき、無む造ぞう作さに動かされていたた銀髪美形の長い髪は、濡ぬれた路面を擦こすっていただろう。路面を濡らした雨水と美琴の血で、べったりと汚れていてもおかしくない。いや、そうであるはずだ。それなのに―――。銀髪美形は、降り続く雨のなか傘もささずにいて、まったく濡れず、汚れてもいなかった。これは、こんなことは、あるはずがない―――。

（何……!?）

　自分の身に起こった残ざん酷こくな事件よりも、当たり前だと信じてきたこの世の常じよう識しきが覆くつがえされる感覚に、美琴はぞっとする。

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう」

　銀髪美形は懐ふところから呪じゆ符ふを一枚取り出すと、それを美琴の前に浮かべ、印いんを結んだ。




「おねえちゃん、どうしたの？」

　ピアノ教室から帰る道のとちゅう、黄き色いろい傘と黄色い雨あま合がつ羽ぱ姿すがたの妹に見上げられ、はっと美琴は我に返る。越えてきたばかりの国道を走る車の音が、背後に聞こえる。

「ううん。どうもしないわよ。今日きようのレッスン、どうだった？　鈴すず音ね」

　あどけない妹の話を聞くその裏側で、美琴は考える。

（わたし……）

　通とおり魔まに襲おそわれて、斬きられて―――。

　制服の上着が、着たこともない長なが袖そでの夏物に変わっていた。

（そう、確たしか……）

　斬きられた。この長袖で隠れた腕には傷がある。覚えのない感覚に、そっと胸元に手を当てると、薄うすい布地の下の素肌に長細くて四角い紙が貼はってあった。

　呪じゆ符ふ。銀髪美形の持っていた。

（夢じゃ、ない……！）

　末の妹を迎えにいって帰宅する今のこの状態、これは、こうありたいと願ねがう、美み琴ことの都合のいい夢を現実化したものだけれど―――。




　黒くろ装しよう束ぞくの忍者の足が、落ちたナイフから離はなれているのを見み逃のがさず、ぐったりした様よう子すで路ろ肩かたに座りこんでいた通とおり魔まは、それを拾い上げた。

「うおぉぉっ！」

　叫び声をあげた通り魔は、銀髪美形に背面から襲おそいかかる。得体えたいの知れない忍者は、隙すきをついて武器で襲いかかったとしても、とうてい敵かなわないとわかっていた。だったら、仲間である銀髪美形を狙ねらったほうがいい。女顔のこいつならば、きっとあの忍者よりは弱い。綺き麗れいな顔につけた傷は、一生消えない。

（振り返れ！）

　自分から、このナイフに顔を切り裂かせるために―――！




　襲いかかる通り魔の前に、ゆらりと黒い影かげが立ちはだかる。

「俺おれの獲え物ものに、手ぇ出すんじゃねぇ……！」




　ばきり。

　ナイフを蹴けり飛ばされた通り魔は、自分の手がありえない方向に曲がる瞬しゆん間かんを目もく撃げきした。




　弱者相手に相当に加減しているはずだが、しかしその破は壊かい力りよくは、驚きよう異い的てきなものだった。一度外してしまったリミッターは、熱ねつがひかない限りもとに戻せない。

「君が殺すのは、僕だけだよ？」

　ようやく振り返った銀髪の麗人は、甘い毒を含む言葉を耳元で囁ささやいて、通り魔を一いつ蹴しゆうした黒装束の男の横を通り過ぎる。囁かれた言葉にぞくりと背筋が震ふるえ、内外から身体からだを蝕むしばんでいる荒ぶる熱が歓喜する。鎖くさりをつけられ、おあずけされることで、破滅に導みちびく力の暴ぼう走そうを止められることに安あん堵どした。




「さて。本当に困った人だね」

　銀髪の麗れい人じんは、やれやれと息を吐いて、苦く悶もんする通とおり魔まを見下ろす。

　罪を憎んで人を憎まずという言葉はあるが、しかしこの男を生かしておいても、被害者を増やすだけのようにも思える。

　鋭するどい蹴けりの一いち撃げきで手首を砕かれた通り魔は、激げき痛つうに呻うめきながら雨に濡ぬれた道路を転ころげ回った。その姿は痛々しかったが。銀髪の麗人は考える。

「とりあえず、『痛み』を知ろうか」

　今感じている痛みではなく、自分が誰だれかに与えた痛みを。




　自分がしてほしくないことを、他ほかの人にしてはいけません。




　躾しつけの初歩だ。ナイフで女子どもを襲おそうようなこの男は、そういうことをきちんと躾けてもらえなかったのに違いない。

　銀髪の麗人は懐ふところから一枚、呪じゆ符ふを取り出す。




「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう」




　印いんを結んだ指の間に呪符を挟み、涼すずやかな声で唱となえて、銀髪の麗人は苦悶している通り魔に向かって屈かがみこみ、その額ひたいにぺたりと呪符を貼はりつける。腰を上げた銀髪の麗人が一歩離はなれるのと同時に、額に貼られた呪符が金きん色いろに輝かがやき、通り魔の全身が、鎌かま鼬いたちに襲われたように切り裂けた。一いつ瞬しゆんにして、全身を切り裂かれた通り魔が、身をのけ反らせて悲鳴を上げる。

　断末魔のような凄すさまじい悲鳴は、しかし音を伴ともなわなかった。

「現実じゃないから」

　驚おどろきの目で見つめる黒くろ装しよう束ぞくの男に、くすくすと銀髪の麗人は笑う。

　切り裂かれた傷口からは、派は手でに血が飛び散ったように見えたが、しかし降りしきる雨でできた水たまりには、一滴の赤も落ちていない。

　切り刻まれた傷も痛みも、すべて幻―――。

　通り魔は、自分が他人に与えた痛みに生々しく苛さいなまれているだけで、蹴り折られた手首以外、何ひとつ傷を負ってはいないのだ。あげるはずのない悲鳴は、聞こえてはならない。




「よかったね。痛いのは、生きている証拠だよ」

　微笑ほほえみながら、銀髪の麗れい人じんはいつの間に抜き取ったのか、通とおり魔まのズボンのポケットにあった財さい布ふを広げる。

「んー、けっこう入ってるじゃん[image: ]」

「……おい」

　黒くろ装しよう束ぞくの男に非ひ難なんの眼まな差ざしを送られて、銀髪の麗人は笑う。

「タダ働きは禁止されてるんだ。タダ同然の端はした金がねでも、貰もらわないと、僕が叱しかられる」

　決まり事だから、べつに欲しくはないけれどしかたない。呪じゆ符ふを使ってしまったし。

　銀髪の麗人は強盗ではないので、なかから紙し幣へいを一枚抜き取って、激げき痛つうにのたうち回っている通り魔に財布を投げ返す。

「誰だれかを傷つけて逃げて、そうしてその被害者が『いつまでも見つからなければいいのに』そう、思ってたんだよね。その願ねがい、叶かなえてあげるよ」

　清せい楚そな美び貌ぼうで天使のように清きよらかに微笑み、銀髪の麗人は通り魔に背を向けた。




「あ、しょうこおねえちゃーん！」

　角を曲がったところで姉の姿を見つけ、黄き色いろい傘を揺らして、鈴すず音ねが笙しよう子このもとに駆けていく。スーパーマーケットで買い物をしてきた笙子と、帰宅がいっしょになってしまったらしい。




　ご近所でも評判の美人四姉妹の生家である由ゆい緒しよ正しい早さ乙女おとめ神社は、しかし美み琴ことの記き憶おくするのとはまったく別の場所にあった。違っているのに正しい、妙な感覚―――。

（馬ば鹿かね、そんなこと、あるはずない……）

　違和感のある美琴が正しいとするならば、町の模型で家を移動するように、早乙女神社がそっくりそのまま移動したことになる。否定するのだが、記憶が修正され、上書きされたような気味の悪い感覚は消えない。

（ここ……）

　美琴は閑かん静せいな寺町である一角を見回す。知らない場所ではない。何度か通ったことのある道だ。生まれ育った家の前の道路に、そんな感じを抱くのは、おかしいのだけれど……。




「おかえりー、うきょー！」

　笙子と談だん笑しようしていた鈴音が、向こう側の角を曲がってきた人ひと影かげに向かって大きく手を振る。鈴音の声で視し線せんを向けた美琴は、その人物に、ぎくりと身を強こわ張ばらせた。

　和わ傘がさをさして歩いてきたのは、美琴が襲おそわれたあの惨さん劇げきの現場で遭そう遇ぐうした銀髪美形だ。見覚えのある狩かり衣ぎぬ姿すがたの銀髪美形は、にこやかに挨あい拶さつを返す。

「ただいま～、鈴すず音ねちゃん[image: ]　笙しよう子こさん、美み琴ことさん」

「雨のなか、お仕事お疲れさま。武む庫こ川がわさん」

　鈴音と手を繋つないだ笙子は、銀髪美形におっとりと微笑ほほえみかける。

「右う京きようでいいですよ。笙子さん」

　微笑みながら、こちらも名前で呼んでいるのだしと言われて、笙子は頷うなずく。

「じゃあ、これからは右京さんって、お呼びしますね」

　和なごやかに会話する笙子と銀髪美形の姿に、美琴は唖あ然ぜんとする。

（知り合い……？）

　笙子だけでなく鈴音まで。いや、そんなはずはない……！

（わたしだけがおかしいの!?）

　契約成立とか何とか言われたように思うが、これはあまりにも……。




「右京さん、そちらの方は？」

　雨のなか、客を連れて帰ってきたのなら、のんびりと家の前の道路で立ち話などしない。

　笙子に尋たずねられ、銀髪美形は傘を握る手に持ったままの、さっきいただいてきたばかりの紙し幣へい、飛ひ口ぐち壱いち葉ようの描かれた五千円札をちらりと見た。新しい、名前―――。

「この人は『壱葉』さん。今日きようから、僕のところで住みこみで働いてもらうんです[image: ]」




　黒くろ装しよう束ぞく……、墨すみ染ぞめの着物と袴はかま姿すがたで、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけた若い男は、紺こん色いろの番ばん傘がさの下で穏おだやかな笑えみを浮かべて、会え釈しやくした。

「はじめまして。どうぞよろしくお願ねがいします」

　物静かな声は落ち着いていて、柔らかだった。




（この人、さっきの……、忍者……）

　雰囲気も着物も声の質も一変しているが、間違いないと美琴は確かく信しんする。

　屋や敷しきを抜けてきた雨風が、美琴の前にひらり、薄うす紅べに色いろの小さな花びらを運んだ。

（『絶ぜつ佳か庵あん』……）

　門に掲かかげられた看板に書かれていた文字を、美琴は目にする。




　ときおり掃そう除じの人が来るだけで、長い間無人のままだったお隣となりに、昨日きのう若い男の人が引っ越してきた……。

「美琴ちゃん、右京さんのところに、お夕飯のおかず持っていってあげてね」

　引っ越してきたばかりで、まだ落ち着かないだろうから。漏もれ聞こえた笙しよう子この言葉に、社しや務む所しよで厄やく落おとしの予約の電話を受けていた父の手元で、鉛筆の芯しんがばきりと音を立てた。




（陰おん陽みよう寮りようの術師、武む庫こ川がわ右う京きよう……）

　神社と陰おん陽みよう師じでは宗教法人組そ織しきでも系統が違うが、陰陽寮という組織のことは、美み琴ことも知っている。選より優すぐりの術者のみが所属することを許された、有能な陰陽師集団だ。

「―――これは全部、あなたがかけた術のせいなの？」

　巫み女この装しよう束ぞくに着替えて絶ぜつ佳か庵あんを訪れた美琴は、胡う乱ろんな目つきで右京を見つめる。

　制服を脱いだとき、胸元に、雨のなかで見た呪じゆ符ふがあった。ぴたりと肌に貼はりついた呪符は、捲めくって剝はがそうとしても、まったく爪つめの先に引っかからなかった。鏡かがみにも写らない。呪符と同様に、美琴の目には通とおり魔まに斬きられた傷が見えるのに、鏡にも携帯電話のカメラを使った写真にも写らない。建ってる土地ごとそっくり場所を変えてしまった自宅、神社も。

　真ま面じ目めな性格である美琴に、前々から絶佳庵に住み着いている黒猫を抱っこして、右京はくすくすと笑う。

「んー、けっこう、まずい感じだったからね。近くにいてくれないと、美琴さんのためにならないかなーと思って[image: ]　気にいらないなら、いつでも解いてあげるよ[image: ]」

　美琴のためにとは、あの致命傷を負った状態のことを指すのだろう。死んだ者を生き返らせることはできないが、瀕ひん死しの者は生きている。右京は美琴に強い術をかけ続けるために、美琴の生活拠点を自分の近くにおいたのだ。術を解かれれば、美琴はただではすまない。

（性格悪いわ、この男……！）

　顔は綺き麗れいだが、油断ならないと美琴は気を引きしめてかかる。

「人手不足で困ってるんでしょ。引き受けたからには、ちゃんとやってあげるわ。いろいろと不ふ思し議ぎなことになってるけど、大丈夫なの？」

「大丈夫だよ[image: ]　たぶん」

「たぶん？」

　いい加減なことでは困る。睨にらみつけた美琴に、右京は嬉うれしそうに笑った。




「この世界を構築しているのは、人間の記き憶おくと感覚。『封ふう縛ばく』の術に不可能はないのさ」




　外では雨が降っている。

　不都合なことを水の紗しや幕まくで覆おおい隠し、洗い流して消し去ろうとするかのように。










　　　　符ノ三　ミスリード







　タイミングの悪いときというのはある。

　寝ね坊ぼうした日にち曜よう日びの朝、外出する予定だったのに探し物をしてぐずぐずしてしまい、時間より遅れて家を出たら、いつもの道が工事中で通行止めになっていて、回り道をしなくてはならなくて、近道しようとして入りこんだ裏道を半分以上塞ふさぐようにしてワゴン車が路上駐ちゆう車しやされていて。邪じや魔まだなと思いながらその車の横を通ろうとしたら、近くのマンションからちょうど荷物が運び出されてきたときなんて。

（…………えーと）

　荷物の搬はん出しゆつをする四名の男たちと鉢はち合あわせしてしまい、足を止めた宝ほう生しよう雅まさ也やは、今日きようはちょっと目つきに問題があるという自覚があった。近視なのに使い捨てのコンタクトレンズの買い置きがきれていたし、眼鏡めがねも見つからなかったからだ。よく見えずに、眉まゆを顰ひそめて凝ぎよう視しするため、どうしても睨にらんでいるような表情になる。

　台車の幅はしかたないが、ちょっと端に寄って立ってもらえれば、通り抜けられそうだ。

「△○×☆＃」

「／◎……！」

　すみませんがと声をかけるより先に、日本語らしくない聞き取れない言語で何か言われた。低く押し殺した声には、警けい戒かいを促うながすどこか不ふ穏おんな響ひびきがあった。

（何だ!?）

　疑問に思った瞬しゆん間かん、男の一人ひとりがいきなり襲おそいかかってきた。焦しよう点てんがあわないためよく見えなかったが、宝生雅也は格かく闘とう技ぎの道場の門下生で、試合慣なれしていたため、難なんなくこれを避けた。顔を殴なぐられるのかと思ったのだが。

（刃物!?）

　目の高さを掠かすめていったもの。ひゅっと空気を薙なぐあの感じは。

（何だ!?　こいつら……！）

　刃物を使った眼球狙ねらいの攻こう撃げきなんて、普通ではない。眼鏡かコンタクトレンズがないと、どうにもならないが、しかし目を潰つぶされるなんて、冗じよう談だんではない。

　少し近づいたので、さっきよりも輪りん郭かくがはっきりして見えた、男たちが運んできた台車の上には、大型のプラズマテレビと数台のラップトップコンピューターがあった。四人組の男の一人ひとりの肩には、小型のボストンバッグがある。

　引っ越しもしくはリサイクル業者の引き取り―――、ではないだろう。これは。

（泥どろ棒ぼうかよ！）

　どうも、最近この近辺で被害の話を聞くようになった、外国人窃せつ盗とう団だんというやつらしい。

「×□！」

　避けられるはずはないと思っていた攻こう撃げきをかわされ、窃盗団の放つ殺さつ気きが膨ふくれ上がった。

（マジでやべーぞ、こいつら……！）

　今日きようのようにたまたま居い合あわせたことで、老人や女性を狙ねらうひったくりなら、宝ほう生しよう雅まさ也やはこれまで二度ほど捕まえたことがあったが、そのときとは全然違う。遊ぶための小こ遣づかい銭せん欲しさで悪いことをする不良なんて、この連中と比べたら赤ん坊みたいなものだ。

（殺される―――！）

　どす黒く滾たぎる、殺気。他者の生命を焼きつくす、劫ごう火かのような熱ねつ―――。

（この、感じ……）

　どこかで以前、一度だけ感じたことがあるモノに、宝生雅也はどきんとする。

　どこで―――。

　思い出さなければいけないのに、頭のなかに靄もやがかかっているように、その部分だけ不ふ鮮せん明めいで気持ちが悪い。思い出せないのは、思い出したくないからなのか……？

　思い出したくないことは―――。

　ナイフが光り、どん！　と、左胸に鈍にぶい衝しよう撃げきを受け、宝生雅也の息が詰まった。




「悪運強いのな、お前」

　待ち合わせをすっぽかされたのに、携帯電話で連絡したら警けい察さつ病院まで迎えにきてくれた付き合いのいい友人、小こ西にし慎しん二じの言葉に、宝生雅也はまったくだと溜ため息いきをつく。




　あのとき―――、たまたま非常階段を使おうと出てきたマンションの上の階の住人が、下の路地で起こっている喧けん嘩からしき騒さわぎに気づいて注目し、大声を出して警察に通報した。見つかれば人殺しも厭いとわない荒っぽい手口で知られている窃盗団も、すぐに手の届かない場所にいる者では相手が悪い。目撃者の完全な口封じより、逃走が優ゆう先せん事項になった。宝生雅也の胸に、突き刺したナイフを残し、窃盗団は逃げ出した。生死を確かく認にんして止とどめを刺されなかったため、宝生雅也は助かった。

　通報で駆けつけたパトロール中の警察官は、惜おしくも窃盗団を取り逃がした。ナンバーを目撃して通報された窃盗団の車は盗とう難なん車しやで、二キロほど先で乗り捨てられていた。盗難品は持ち去られ、何も残っていなかった。胸にナイフを突き立てたまま、路地に座りこんでいた宝ほう生しよう雅まさ也やは、救急車で近くにあった警けい察さつ病院に搬はん送そうされた。宝生雅也の心しん臓ぞう狙ねらいで繰くり出されたナイフは、身体からだに届くより先に上着の左胸の内ポケットにあった財さい布ふを貫つらぬいた。狙い違たがわず確たしかに突き刺さったものの、小銭が邪じや魔まをしたために、深く刺さらず、宝生雅也は絆ばん創そう膏こうで事足りるような浅い切り傷を負うだけの軽傷ですんだのだ。




　格かく闘とう技ぎには怪け我ががつきものなので、今日きようも保険証の写しを携帯していたため、保険扱いで治ち療りよう費ひの支払いをすませ、宝生雅也は小こ西にし慎しん二じといっしょに警察病院を出る。

「なぁ、雅也。来たの、俺おれだけか？　あの、道場の年上の可か愛わいいお姉ねえさんは？」

　道場主の一人ひとり娘である国こく司し結ゆ衣いのことを言われ、宝生雅也はむくれて口を尖とがらせる。

「バァロ、結衣さんにこんな格好悪いとこ見せられるかよ……！　重症でもねぇのに」

　好きな人には気き遣づかって優やさしくしてもらいたいが、格好をつけたい恥ずかしい盛りの思し春しゆん期きの少年の心理は複雑だ。

「誰だれも来れなくてもしかたねぇよ。うちは去年から親おや父じが奈な瑚ご屋やに単たん身しん赴ふ任にんちゅうだし、お袋は日にち曜ようでも仕事抜けられないしな」

「あれ？　お前、兄にいちゃんいなかったっけ？」

　転居したために高校に入ってから再会した、小学校時代の友だちである小西慎二は、その間に起こったことを知らない。

「話してなかったっけ。兄貴は五年前に―――」

　言いかけて、宝生雅也ははっとする。

（俺……、兄貴のこと、忘れてなかったか……？）

　大好きな、自慢の兄だったのに。小西慎二に話そうとする、今のこの瞬しゆん間かんまで。

　言葉に詰まった宝生雅也に、小西慎二は首を傾かしげる。

「雅也？」

「―――兄貴は、五年前に死んだんだ……」

　絞しぼり出すように言った宝生雅也に、小西慎二は息を呑のむ。

「ご、ごめん……！　俺、知らなくて……！」

「―――お前、引っ越して転校しちまった後だったし、今まで話してなかったからしかたないよ」

　引っ越す前は家が近くて、よく遊んでいた小西慎二は、宝生雅也の兄、幹みき久ひさのこともよく知っていた。どうしてこれまで兄の幹久のことがまったく話題にでなかったのか、それがかえって不ふ思し議ぎなくらいだ。

「……強かったよな。雅まさ也やの兄にいちゃん」

「うん……」

　宝ほう生しよう幹みき久ひさは負け知らずで、大会でも何度も優ゆう勝しようしていた。宝生雅也は兄の姿に憧あこがれて、同じ道場の門下生になった。

「格好よかったよな」

「うん……」

　強くて、ちょっと野性味のある顔は、笑うと人ひと懐なつこい感じがして、優やさしくて。怒ると怖かったけれど、まっすぐな性格は爽そう快かいで誇らしかった。年ねん齢れいが追いついたからなのか、最近では兄そっくりになった自分の顔が、宝生雅也はちょっと嬉うれしい。

「お前、今日きよう掠かすり傷きずですんで、本当によかったな」

「うん……」

　宝生雅也は二人ふたり兄弟だった。兄を亡くしているのに、弟まで―――、ということになれば、これほど親不孝なことはない。

　どうして亡くなったのか。知りたくないはずはないのに、小こ西にし慎しん二じは尋たずねなかった。宝生雅也は、気を遣つかってくれている優しい友だちに感かん謝しやする。

「あのさ、今から家来るか？　兄貴の出た映画のＤＶＤがあるんだ」

「幹久さんが、映画？　いつ？」

「ひょっとすると、お前も観みてるかもしれない。顔見せないで、アクションシーンのスタントで、ちょこっと出ただけなんだけどさ」

　映画は記き憶おくするほど観ていても、本ほん編ぺんが終わったあとの出演者やスタッフのクレジットまでじっくり観ている者は少ない。映画は見て知っていても、きっとわからない。




　宝生雅也は小西慎二を連れてバスに乗り、自宅に戻る。小西慎二は小学生の頃ころに遊びにきたときのままの家を眺めて、懐なつかしそうに微笑ほほえんだ。

　二階の部へ屋やから眼鏡めがねを取ってきてリビングルームに入った宝生雅也は、帰るとちゅうにコンビニエンスストアに寄って買ってきたジュースとスナック菓子をカーペットの上で広げ、小西慎二と並んでテレビの前に座る。二階の子ども部屋にもテレビはあったが、このＤＶＤは画面の大きいテレビで観たかった。

「兄貴の出たシーン、カットしようか、って、話も出たんだ。だけど、本当にこれ、兄貴の遺い作さくってやつになったから。父とうさんと母かあさんが監かん督とくさんに頼みこんで、入れてもらった。兄貴は確たしかに、この世界に生きてた。その証あかしだからって―――」

「うん」

　二人ふたりが腰を落ち着けたリビングルームには、宝ほう生しよう幹みき久ひさが貰もらってきた関かん塔とう大会や全国大会の優ゆう勝しようカップやトロフィーが、そのときの写真といっしょにいくつも飾ってあった。優秀な成せい績せきを残したので、大会の記き録ろくは残るだろうが、それを目にするのは、大会に興きよう味みを持った者だけだ。映画のために撮さつ影えいしたシーンは、どれも素す晴ばらしいものだった。亡くなった宝生幹久の努力が無む駄だにならず、家族は嬉うれしかった。












　宝生雅まさ也やが大事そうにラックからそっと取り出したＤＶＤのパッケージに、小こ西にし慎しん二じは目を輝かがやかせる。

「あ！　俺おれそれ観みたことある！　テレビで放送したときに録ろく画がしたやつ、ＤＶＤに焼いて保存してるよ！　アクションシーンがすっげ格好よくってさ！　特にあの、雨のなかの樋ひ村むら咲さく矢やと織お田だ龍りゆう二じの最後の死し闘とうのとこ！　マジでゾクゾクした！」

　興こう奮ふんした様よう子すで話す小西慎二に、宝生雅也は嬉しそうに笑う。

「兄貴、織田龍二のスタントやってたんだ」

「え！　すげえじゃん！」

　全国制せい覇はの格かく闘とう技ぎの猛も者さをスタントに使ったのならば、あの迫はく真しんの演技は頷うなずける。

「あれ？　でも、主役はヒムサクだよな？　なんでオダリュー？」

「強いほうが、受け身も上う手まいからだよ。格が違うのさ」

　技術的に上の者のほうが、攻こう撃げきを受けても、上手じようずにダメージを殺せる。思い切り打ちこまれても、効果的に当たったように見せる演技ができる。ものすごい攻撃が当たったように見えても、実際はたいしたことのない、はずだった……。

「俺おれも撮さつ影えい所じよに見学に行ってたんだ」

　リモコンを握った宝ほう生しよう雅まさ也やは、ＤＶＤの再生ボタンを押す。




　織お田だ龍りゆう二じのスタントマンをやった兄、宝生幹みき久ひさの遺い作さく。宝生幹みき久ひさが亡くなる瞬しゆん間かんが撮影されている映画―――。




（兄貴…………）




　呼吸するのを忘れるほど目を奪われた、あのスタントのシーン。助じよ監かん督とくに止められて、そばに行くことができなくて。




　雨のなかで咲き誇っていた、大たい輪りんの赤い花。生命の雫しずくでできた花。眠るように静かに、宝生幹久は目を閉じていた。あぁよく眠った、気持ちよかった、そう言って笑いながら起き上がりそうに見えたのに。




（撮影は終わったんだよ、兄貴）

　いつまでも役になりきっていなくてもいいじゃないか。そう言ったのに、目を開けてはくれなかった。




　宝生幹久のその様よう子すを写し取ったように、織田龍二扮ふんする抜け忍狩りの忍者は、赤い花びらのなかで息絶えるシーンで終わっていた。それほど宝生幹久の姿は、あの監督にも衝しよう撃げき的てき印象を残したのだ。忙しい時間を割さいて参列してくれた葬そう儀ぎの終わった後、不ふ謹きん慎しんでしょうが許してください、そう頼みこんだ監督に、家族の誰だれも否いなとは言えなかった。




（雨が降ってた……）

　全部噓うそだと、雨が洗い流してくれたなら―――。




「―――幹久さんだと思って見ると、うん、わかる。確たしかにこれは幹久さんだよ」

　背格好も似たようなものだし、忍者の衣い装しようで顔はほとんど隠れて見えないから、織田龍二と入れ代わっていてもまったく違和感がなくてわからない。だが、二人ふたりが入れ代わっていることを知ってから見ると、遠景で小さく撮とられていても、宝ほう生しよう幹みき久ひさを知っている者には、ちょっとした足運びや反射速度、姿勢で、織お田だ龍りゆう二じか宝生幹久かがわかる。




　手加減しているように見えない宝生幹久と、迫力のあるいい演技をしているのだから……。

「ヒムサクのアクションシーンも、スタント使ってんだろな。しかも、幹久さんと、けっこういい勝負できるやつ」

「うん。募集があったんで、兄貴が誘って、二人で申しこんだんだ」

「へー。格好いいじゃん[image: ]」

　宿命のライバルとか？

　ドラマチックなことを言う小こ西にし慎しん二じに、宝生雅まさ也やは笑う。

「ライバルじゃなくて、同じ道場の門下生で兄貴の親友。学年は兄貴よりいっこ下だったけどさ」

　ここに宝生幹久が優ゆう勝しようした証あかしであるトロフィーやカップがあるのだから、その人物を知らなくても、宝生幹久のほうが強かったのだろうと小西慎二にも推測できる。

「ふーん。その人、今も道場にいんの？」

　世間話のノリで軽く尋たずねられ、宝生雅也は言葉に詰まる。

（あれ……？）

　そうだ。あの日、宝生幹久が亡くなってから―――。いや、宝生幹久を死に至らしめたのは、あの男なのだ―――！

（逃げ、た……）

　今さらのことなのに、宝生雅也は愕がく然ぜんとする。

　あの日、あのときから、彼は姿を消した。どこに行ってしまったのか、行方ゆくえが知れない。

　あれが故意であったとは思わない。だが、ものの弾みか事故であったにしろ、人が一人ひとり命を落としているのだ。その直接原因を作った者が、どこで何をしているのかわかりませんでは、社会的に通用しないはずだ。それなのに。宝生幹久の葬そう儀ぎにも、彼は出席しなかった……。




　目の前のテレビに映っている映画のなかに、彼がいる。だがアクションシーンの吹き替えのスタントマンであり、忍者の衣い装しようのせいで顔は見えない。

（あ、れ……）

　どんな顔だっただろうか。兄といっしょに道場に通っていたあの頃ころは、三日と置かず会っていたはずなのに、思い出せなくて宝生雅也は焦あせる。

（写真……！）

　いつも財さい布ふに入れて持ち歩いていた写真、兄の宝ほう生しよう幹みき久ひさと道場の仲のいい門下生たちで撮とった写真に、彼も写っていたはず。

　急いで取り出した写真は、ナイフに貫つらぬかれた財布のなかで、見事に穴が開いていた。しかも、ちょうど穴の開いた場所が、肝かん心じんの彼のいるところだ。裂けるように嫌いやな形で破れてしまって、顔が見えない。

（名前……）

　思い出せない。

　映画のクレジットで出演者の名前を確かく認にんしようとしたのだが―――。

「ありゃりゃ」

　宝生幹久の名前を確認した直後に、小こ西にし慎しん二じは声を上げた。

　ＤＶＤに傷がついているらしく、クレジットの一部が再生できなかった。

「ま、よかったな。幹久さんの名前んトコじゃなくってさ」

「うん……」

　よかったはよかったが……。




　ＤＶＤの鑑かん賞しようにそれなりの時間がかかり、夕方になったので小西慎二は暇いとまを告げて帰っていった。

（確たしか、昔のアルバムに……）

　兄の幹久といっしょに撮った写真があったはずだ。リビングルームの片づけもそこそこに、宝生雅也は二階の子ども部べ屋やに向かい、アルバムを探す。探したが―――。

「……ない」

　この二、三年のものはあるのだが、その前のアルバムがない。兄の幹久の荷物は、雅也が高校に入ったときに、片づけた。片づけただけで、何も捨てていないはずだが……。

　母が帰宅した物音に、宝生雅也は階段を駆け降りる。

「母さん！　アルバム知らないか!?　俺おれがちっちゃいときとか、小学生になったぐらいのときのとか！」

「あぁ、それなら、庭の物置に……」

　アルバムの在あり処かがわかり、宝生雅也は母と入れ替わりに玄関の外に出る。薄うす暗ぐらくなってきたが、まだ何とか明かりなしでも物置の荷物は見える。

（アルバム、アルバム……！）

　棚を見回して、目当てのアルバムは、見つけられたのだが。

「…………」

　泥だらけのアルバムを引っ張りだして無言で立ちつくし、宝ほう生しよう雅まさ也やは思い出す。

（去年、大水が出たんだっけ……）

　秋の長雨のせいで近くの川が決けつ壊かいし、道路に水が溢あふれて大おお騒さわぎになった。宝生雅也の家でも、一階の床ぎりぎりのところまで水が来た。庭にある物置も、水に漬つかったのだ。

　泥水に濡ぬれ、放置されていたアルバムは、どれも見られたものではなかった。




　話をしてみたが、彼については、母の記き憶おくも曖あい昧まいだった。思い出すのも苦しい記憶なので、もう忘れたかったのかもしれない。兄のことを思い出した母の寂しそうな雰囲気に、宝生雅也はそれ以上そのことを話すのをやめた。




「宝生雅也です」

『こんばんは』

　思い余って、名めい簿ぼを調しらべてもらおうと電話をかけた道場では、国こく司し結ゆ衣いが受話器を取った。優やさしい声に、宝生雅也はどきどきする。

『どうしたの？』

「あ、あの、ですね……！」

　緊きん張ちようしながら話しだそうとして。

『あ、ごめんなさい、キャッチが入ったみたい。ちょっと待っててね』

「ハイ」

　保留中のオルゴールの音に切り替わり、宝生雅也はそのまま十分待った。そして電話は切れた。―――忘れられたか、さっきのキャッチは退のっぴきならない事態を告げる電話だったのか。もう一度かけてみたが、呼出し音が鳴るだけで、電話は繋つながらなかった。




　稽けい古このために道場に行けば、事務所で古い名簿を見せてもらうことができるだろうと思っていたのだが。道場主が商店街の福引で特等のハワイ旅行をあてて、旅行に行ってしまい、道場は今週いっぱい休みになった。

　レンタルビデオの店に行ったところ、三件回っても目当てのあの映画のＤＶＤは、貸出中で借りられなかった。ビデオテープを借りて帰ったら、クレジットのその部分に誰だれかが上から録ろく画がしていて、去年のテレビ番組らしいものが入っていた。小こ西にし慎しん二じが焼いたＤＶＤには、クレジットをカットして放送された映画が録画されていた。

　思い出せない人間のことは放っておけないが、それに気を取られたまま、日常生活を送れるわけではない。集中はできなかったが、宝ほう生しよう雅まさ也やは実力試し験けんのために教科書を開く。

　翌日にあった実力テストは、宝生雅也がいい加減に山をかけた場所ばかりが出題された。

「すげえじゃん、宝生！」

「何だよ、塾じゆくより道場とか言ってたのに、隠れて勉強しやがって！」

　採点の楽なマークシート方式だったので六時限目には渡された成せい績せき表ひように、呆ぼう然ぜんとしていた宝生雅也の手元を覗のぞきこんだ級友が、寄ってたかって雅也を羨うらやんだ。羨せん望ぼうをこめた皆の眼まな差ざしに、宝生雅也はうろたえる。

「い、いや、まぐれだよ、まぐれ……！」

「まぐれでも、いいなー！　俺おれもそんな点数取ってみたい！」

　本当に思ってもみない点数で、これは運がよかっただけだとわかっていたが、気分がいい。調ちよう子しのいいときには、いいことが重なるものらしく、信号にも引っかからずにすいすい道を進める。新聞に出ていた広告を切り抜いて母に使いを頼まれていた本屋での買い物も、最後の一冊を無事に確かく保ほできた。体育の授業では格好いいところを見せられるし、苦手な英文法や数学の時間には、簡かん単たんな問題ばかりを指名された。人気商品は売り切れ続出の学食の調理パンも、目当てのものが全部買えた。唐から揚あげ定食を選んだ日には、半はん端ぱになったからと、唐揚げを一個おまけしてもらえた。毎月買っている格かく闘とう技ぎの雑誌に、先月の大会のときの宝生雅也の写真が出場者の誰だれよりも大きく、しかもかなり格好よく載のっていた。道場の休みが終わった日、転居してきて道場に通うことになった、経けい験けん者しやである新入りの門下生との練習試合も、宝生雅也の圧勝だった。そして、憧あこがれの人である国こく司し結ゆ衣いから、一人ひとりだけ声をかけられたりして。窃せつ盗とう団だんと鉢はち合あわせした一週間ほど前の日にち曜よう日びの、あのついてなかった日の苦労を、倍以上のラッキーで取り返した感じだ。




「ごめんなさい、呼び出して。―――この前の電話、何だったのかしら？」

　尋たずねられ、宝生雅也は笑顔えがおのまま固まる。電話？

（えーと……？）

　考えて、宝生雅也はぎくりとする。

（俺おれ、忘れてた……）

　あんなにいらいらして、躍やつ起きになっていたのに―――。




「結衣さん……。うちの兄貴が亡くなったときのこと、覚えてますか？」




　真剣に尋ねる宝生雅也に、国司結衣は頷うなずく。あの日―――、国司結衣もあの撮さつ影えい所じよに見学に行った。宝ほう生しよう雅まさ也やといっしょに、あのシーンを目もく撃げきしていた。

「じゃあ、兄貴の相手役をやった、兄貴の親友……だったやつの顔と名前、覚えてますか？」

　頷うなずいた国こく司し結ゆ衣いは、答えようとして……、言葉に詰まった。

　名前が出ない。

　宝生幹みき久ひさと一番親しくしていて、いつもいっしょにいたことははっきり覚えているのに、どんな顔をしていたのか、思い出せない。尋たずねられるまで、記き憶おくにあったはずなのに、記憶のなかから取り出そうとすると、それは手のなかをさらさらと落ちる砂のように崩れ、もとの形がわからなくなる。

「あの後、会ってますか？」

「いいえ……。会ってないわ。お家うちにも、誰だれもいなかった」

　本人は話さなかったが、彼の父親は、まだ彼が幼い頃ころに蒸じよう発はつし、川に落ちて水死したらしい。夜の仕事に従事し、ふだんから外泊が多く留守がちな母親は、近所の人に尋ねてみたところ、あの撮さつ影えいの少し前に、息子を一人ひとり残して失しつ踪そうしたらしく、行方ゆくえが知れなくなっていた。道場主として特別扱いこそしなかったが、いつも彼のことを気にかけていた父親といっしょに、国司結衣はアパートの管理人を訪ね、鍵かぎを開けて部へ屋やを見せてもらった。家財道具や家庭電化製品は最低限の物しかなく、家庭という雰囲気のしない、荒れた部屋だった。洗せん濯たくした後のものか、汚れ物かわからない女物の派は手でな衣類が、あちこちに乱雑に積み置かれていた。ほとんど調ちよう理りに使われた形跡のない台所には埃ほこりが溜たまり、使ったままの鍋なべと食器が放置されていた。数個放置されていた都指定のゴミ袋にはコンビニエンスストアの食品のトレイらしきものや、空のパック、割わり箸ばし、カップ麺めんの容器が、汚れや食べ残しのあるままに雑に放りこまれていた。化け粧しよう品ひんと安物の香水とアルコール、汗と腐ふ敗はいしたゴミの匂においが染みついたような部屋に、気分が悪くなったことを覚えている。きちんと布団ふとんが畳たたんで積つみ置かれ、家のなかで唯ゆい一いつ片づいていた場所、彼が使っていたのだろう部屋の片隅で、鴨かも居いにハンガーで吊つるされていた彼の高校の制服と胴着だけが、窓から射さしこむ西日を浴びて、ひどく清せい浄じように見えた。荒廃した部屋で、彼だけがまともである、そんな印象を受けた。

　半年以上家賃を滞納していたあの部屋は、別の人間に貸し出すため、あれからすぐに荷物を片づけられてしまっただろう。行方の知れない両親以外に親しん類るい縁えん者じやが誰もいない彼は、誰を頼ることもできず、どこに行くあてもない。

「昔の名めい簿ぼとか写真、ありますよね？」

「えぇ。あるわ……」

　国司結衣は宝生雅也を連れて、道場の横にある事務所に向かう。

（どうして忘れてたのかしら……）

　国こく司し結ゆ衣いは、胸の前でぎゅっと手を握る。




―――あいつに勝ったら、付き合ってほしい。




　撮さつ影えいが始まる前、宝ほう生しよう幹みき久ひさは国司結衣に言った。痛いほど強く手首を摑つかまれ、真剣な目で見つめられた国司結衣は、言葉に詰まり、何も言えなかった。




―――結衣ちゃんがあいつのことを好きでも、そんなの、俺おれが忘れさせてやる。




　格かく闘とう技ぎにおける宝生幹久は、十年に一人ひとりという天才だった。道場主の娘である国司結衣が宝生幹久と交際することは、皆に歓迎され、祝福されることだった。が…………。

（わたしは……）

　宝生幹久ではなく、その一番の親友である少年に、心こころ惹ひかれていた。きっとそれは出会ったときから。彼が入門しに訪れた小学生の日の、あの何かに餓うえたような強い瞳ひとみに心を射い抜ぬかれた。稽けい古こを積つみ、彼が着実に強くなっていく姿が嬉うれしくて、胸が熱あつくなった。




―――結衣ちゃんがあいつのことを好きでも―――。




　好き、だ。今でも。だから。




「結衣さん、どうかしたんですか？」

　先に立って事務所の扉を開き、振り返って気き遣づかう宝生雅まさ也やに、国司結衣は微笑ほほえむ。

「何でもないわ」

　兄である宝生幹久と同じ熱ねつをこめて、宝生雅也は国司結衣を見つめる。

　宝生雅也に見つめられる度たびに、ずっと感じていた胸の痛みの原因が、やっとわかった。

　あれから五年、経たってしまったけれど……。まだ、想おもいは色いろ褪あせず、彼のことが好きなのだ。名前も顔も、思い出せないのに。




　事務所にファイルしてあるはずの書類はなかった。表紙をつけて製本した形で保管するために、加工に出したばかりだった。戻ってくるまでには、半月以上かかるらしい。焦あせらなくても、それさえあればわかるはず、なのだが。




　ここでもまたかと残念がる宝ほう生しよう雅まさ也やに話を聞き、国こく司し結ゆ衣いは不ふ穏おんなものを感じる。

（これって……）

　そうだ。五年前。彼について調しらべようとしたときにも、同じようなことが起こらなかっただろうか。そして、いつの間にか―――。

　忘れて、しまった。




「まるで、何かに邪じや魔まされているような感じがするんです」

　仏間にお茶を運んできて、溜ため息いきをついた国司結衣に、法事で檀だん家かに訪れた法ほう師し・小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくは爽さわやかに笑う。

「それは何とも、気前のいい邪魔ですね」

　彼について調べようと行動を開始した最近の宝生雅也のことを、こじつけて全部を関連づけるとすれば、ハワイ旅行も実力試し験けんの高得点も、その『邪魔』というモノになる。

「だって、気を逸そらされて誤ご魔ま化かされてしまうみたいでしょう？」

　別のことに気を取られているうちに、忘れてしまう。

　国司結衣の場合は、色いろ褪あせていない恋心まで。それは絶対におかしい。

　誰だれかに故意に忘れさせられているようだ。




　どうにも納得できない様よう子すの国司結衣に、小金沢尊徳はくすっと笑う。

「考えすぎとも言えますが、そういう、ちょっと不ふ思し議ぎなことをやってしまう人が、この世のなかにいないわけじゃありませんよ」











　　　　符ノ四　水も滴る







　その日、陰おん陽みよう寮りようは朝から大おお騒さわぎだった。

　何の前触れもなく、あちこちから水が湧わきだしたのである。場所によっては、噴ふん出しゆつしたと言ってもいい。しかも泥水。

「む～こ～が～わ～右う京きよう～～～！」

　清せい涼りよう殿でんの昼御座ひのおまし、御み簾すの奥にある平敷御座ひらしきのおましで、不ふ機き嫌げん全開の陰陽頭おんみようのかみ・久遠くおん景かげ光みつは、扇せん子すを握にぎりしめ、ぎりぎりと歯は軋ぎしりする。このような騒そう動どうを起こすのはいつも、あの陰陽寮きっての問題児、唯ゆい一いつ無む二にの封ふう縛ばく師し・武む庫こ川がわ右京なのだが。




「申し上げます！」

　騒動の原因究明に当たっていた、先の金こん剛ごう院いん、結けつ界かい師しの八や重え垣がき雄ゆう飛ひが、久遠景光の前に姿を現した。

「調ちよう査さしました結果、本日の湧ゆう水すいは、ここより五キロ北東で行われております橋きよう脚きやく工事のせいであるとわかりました。橋脚を支える杭くいを打ちこみます際に、地下の土ど壌じように含まれております空気に圧力を加えてしまい、地下水脈に乱れが生じたのでございましょう」

　杭に見合った大きさの穴を堀り、そこにすぽんと杭を嵌はめこむのなら、取とり除のけた石や土砂と杭が入れ替わるだけだが、打ちこむとなると、そうはいかない。ある程度の穴は掘られても、あとは強引な力ちから業わざで、無理やりに杭を入りこませる。当然、その付近にあった石や土砂、そこに含まれている空気は圧あつ縮しゆくされる。打ちこまれた杭が太くて長いほど、周りに与える影えい響きようの規模も大きくなり、不測の事態を引き起こすというものだ。上下水道がきちんと整せい備びされている現代、この陰陽寮のように昔ながらの井戸を使い、使用する水のすべてを自分たちで管理して賄まかなっているところはなくなってしまった。工事の影響が陰陽寮だけに及んでいるので、近きん隣りん一いつ帯たいが困っていますと、頭数をもって主張できないのが、どうにも分が悪い。苦情を言われて、しぶしぶ陰陽寮を訪れた工事関係者は、とんでもない状態をつぶさに見て驚おどろいたが、上の者と相そう談だんしてきますと言葉を残して退散した。




　あの性格の悪い問題児の悪ふざけではないとわかり、陰陽頭は安あん堵どしたが、しかし原因がわかっても事態は何ら変わらない。問題を起こしている術をやめさせればあっさり水が止まるという状況ではないので、かえって先が見えなくなったかもしれない。

「打開策は!?」

「は、目下、橋きよう脚きやく工事の責任者と交こう渉しようちゅうにございます」

　五キロ北東での工事が、この陰おん陽みよう寮りようの敷しき地ちに影えい響きようを及ぼすなど、どこの誰だれが思いつくだろう。苦情を持ちこまれた橋脚工事の関係者も、寝耳に水というものだ。そういうこともあるのかもしれないなと思っても、自分たちのせいだ、この工事が悪いとすんなり認められるわけではない。湧ゆう水すいで迷惑している陰陽寮にとっては、原因となった物を取とり除のぞき、元に戻すのが一番手っとり早い解決策ではあるが、綿密な計画のもと、大がかりな機き材ざいと大勢の人員を使って打ちこんだ杭くいである。いったん打ちこんだ物を抜けと言われても、橋脚工事の関係者は快かい諾だくできない。陰陽寮で対処しようにも、圧を加え続けられてはとてもではないが防御策が追いつかない。とにかく、いったん工事を中止してくれるよう、工事責任者と交渉しているところだ。

「宝ほう物もつ殿でんに保管しました物品は、すべて水のかからない場所に移動させました！」

「水を被かぶりました物も、ただいま処置に当たっております！」

「図と書しよ殿どのでの手が足りません！　応おう援えんを！」

「西の庭園一帯が水没いたしました！」

「地面が液状化現象を起こして、北の書しよ院いん七棟むねの床下に水が……！」

「八や重え垣がき様！　結けつ界かいをお願ねがいいたします！」

　右う往おう左さ往おうする者たちが、口々に叫ぶ。清せい涼りよう殿でん正面の中庭で、ぴゅー！　と水芸のようにあちこちから水が噴ふん出しゆつした。巻物を運び出していた巫み女こが、突然足元から噴出した水に、悲鳴を上げる。どこもかしこも油断がならない。不測の事態に陰陽寮は開店休業状態となり、総出で水対策に追われている。人海戦術でどうにかできないものは、八重垣雄ゆう飛ひたちの駆使する結界術に頼ったほうが早い。

「結界師たちに呪じゆ紙しを！　何としてでも、水を止めい！」

　陰陽頭おんみようのかみ・久遠くおん景かげ光みつは檄げきを飛ばす。




　水脈に異常があるとわかった時点で、陰おん陽みよう博士はかせ五ご行ぎよう衆しゆうは速すみやかに行動を起こしたのだが。

「どこにおるのじゃ、武む庫こ川がわ右う京きよう……っ！」

　職しき員いん令りようで黒電話の受話器を握りしめ、陰陽博士五行衆の出で羽わ忠ただ清きよは憤ふん慨がいする。事態は急を要する。緊きん急きゆう呼こ集しゆうを示す式しき神がみを、武庫川右京の屋や敷しきである絶ぜつ佳か庵あんに何度飛ばしても、まったく反応なし。焦じれて電話した絶佳庵は、呼出し音が鳴るだけで繋つながらない。

　封ふう縛ばくの術は、どんなことでも呪符一枚で『なかったこと[image: ]』にしてしまえる、強引にして不ふ思し議ぎな術だ。その術を駆使できる術者は、陰陽寮に武庫川右京ただ一人ひとりしかいない。武庫川右京が、ちょいちょいと呪じゆ符ふを書き、涼すずしい顔をして呪文を唱えるだけで、陰おん陽みよう寮りよう総出で血相を変えて行っている作業は、すべて無用となるのだ。陰陽寮始まって以来並ぶものナシと、陰口どころか正面きって言い放たれている、札付きの問題児である武む庫こ川がわ右う京きようにとっては、名めい誉よ挽ばん回かいできる、千せん載ざい一いち遇ぐうの機き会かいでもあるというのに。憎らしいかな、年長者たちの親心を踏みにじるのも、武庫川右京の得意技である。

「おのれ、いらんときには、呼びもせんのに、ひょこひょこと性しよう懲こりもなく顔を出しては悪さをしよるくせに、用のあるときには無視しよって……！」

　武庫川右京が来る度たびに、戦せん々せん恐きよう々きようとして胃の痛い思いをしている出で羽わ忠ただ清きよは、地団駄じだんだを踏む。

「ええい！　誰だれか！　使いに立てぃ！　あの馬ば鹿か者ものを、襟えり首くび摑つかんで引っ立ててまいれ！」

　強制連行という力ちから業わざに出るしかないと、癇かん癪しやくを起こした出羽忠清だが、猫の手も借りたい騒そう動どうのなか、職しき員いん令りようも人が出払っていて、返事をする者は誰もいなかった。




　地下水脈が問題を引き起こしているので、これをどうにかするという方法もある。だが、人体だけでなくあらゆるツボに精通している霊れい能のう鍼しん灸きゆう師し、陰おん陽みよう師じではなく陰陽寮の出入り業者である伽か琵び螺ら一いつ角かくとも、連絡が取れなかった。




　紹介者である僧そう侶りよ、小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくの紹介状を持参し、きちんと事前に電話してアポイントメントをとり、陰陽寮を訪問した国こく司し結ゆ衣いと宝ほう生しよう雅まさ也やは、約束の時間に来訪したものの、受け付けに人がおらず、途方に暮れる。どうしたものかと振り返ったが、しかし門の外に立っている警けい備び員いんは、そこでお待ちくださいとしか言ってくれない。勝手に奥に入って、話のできる人を探そうにも、豊かに草木生おい茂しげる、緑に溢あふれた広大な公園にも似た場所だ。案内図ひとつないのでは、動きようもない。

　小金沢尊徳からは、闇やみに通じる不ふ思し議ぎな術を駆使して活かつ躍やくする、術者たちの由ゆい緒しよ正しき組そ織しきと聞いてきた。一般の依頼も請うけ負おうが、大物政治家も顧こ客きやくとして訪れる場所で、敷しき居いは高い。いつになく真剣な様よう子すの小金沢尊徳に、くれぐれも粗そ相そうのないようにと、国司結衣は注意された。だが……。どこかのテーマパークのように、ときどき敷地内で高々と水柱が上がっては、歓声だが悲鳴だかが聞こえ、どうも緊きん張ちよう感かんに乏とぼしい。

「……また日を改めて来ましょうか」

　待たされたまま一時間が経過して、国司結衣は溜ため息いきをついた。天気も何だか怪あやしくなってきたし、いつまで待っても人は来てくれそうにない。

「そう、ですね……」

　またここでもケチがついたかと、宝生雅也も溜息をつく。

（でも、ま、いっか[image: ]）

　憧あこがれの綺き麗れいなお姉ねえさんである、国こく司し結ゆ衣いと二人ふたりでお出かけだ。今日きようはどれだけ時間がかかるかわからなかったので、二人とも他ほかの用事を入れないようにしていた。

（このまままっすぐ帰るってのも、あれだよ、無む駄だだよな）

　国司結衣にとっても、ここまでわざわざやってきたのに、無駄足を踏んだことは面おも白しろくないだろう。ここはひとつ、気分転換をはかってもいい。

　たとえば、映画とか、食事とか[image: ]

「あの……、結衣さん」

　どきどきしながら宝ほう生しよう雅まさ也やが声をかけたとき、門の外にいた警けい備び員いんが動いた。門が大きく開かれて、車が静かに陰おん陽みよう寮りように入る。




「お兄にい様！」

　陰陽寮の奥から出てきた艶あでやかな着物姿の乙女おとめが、優ゆう雅がに長い髪を揺らして、入ってきた車に向かって走った。




（うっわ、美人……！）

　ちらりと見ただけでもわかる可か憐れんな美び貌ぼうに、宝生雅也は息を呑のむ。

（っと！　ダメだダメだ！　俺おれには結衣さんが！）

　美人は誰だれでも大好きだろうが、浮気な男は嫌われる。宝生雅也が国司結衣に寄せる憧あこがれと片思いは十三年と、年ねん季きだけは相当なものだ。可か愛わいくて性格もいいが国司結衣は未いまだフリーで、少しは進展が望めそうな、いい感じになってきているのに、ここで他に目移りしてはいけない。宝生雅也がぷるぷると首を振っていると、陰陽寮に入って停とまった車のドアが開いた。

「何事だ!?　紅べに緒お」

　見るからに上等だとわかる高級スーツを嫌味いやみなく着こなした青年が、車から下りる。

（あ、ロールス……）

　リムジンの後部座席に乗っていた青年も高級なら、車も高級。フロントのエンブレムも眩まぶしい、ロールスロイス。長めの髪でも清せい潔けつ感かんのある青年は、駆け寄ってきた和服の乙女と並び立っても何ら遜そん色しよくのない二枚目だった。綺き麗れいな面おも差ざしが、どことなく似ているので、正しよう真しん正しよう銘めい目に麗うるわしい美形兄妹である。

「何事も何も……！　陰陽寮のあちらこちらから水が出て、どこもかしこも今け朝さから大変ですのよ……！　お兄様ったら、こんなときにいらっしゃらないのですもの！　京きよう登とからのお帰りを、今か今かとお待ちしておりましたわ……！」

　大きな目に涙を浮かべ、乙女おとめはそっと兄の胸に縋すがる。なんて絵になる、すてきなポーズ。

「心細い思いをさせたな」

　か弱い妹を宥なだめるお兄にい様は、優やさしい。―――甘ったるくて胸焼けがしそうなほどに。












（見てるほうが恥ずいって！）

　正視に耐えず、宝ほう生しよう雅まさ也やはちょっと赤くなって横を向く。自分が目を逸そらした対象を、じっと見つめている国こく司し結ゆ衣いに気づき、宝生雅也はぎょっとする。

（ええっ、結衣さん！　あぁいうのが好きなの!?）

　女の子としては、憧あこがれるシーンなのかもしれないが。思し春しゆん期き真まっ只ただ中なかの宝生雅也は、照れずにこれを行えるだけの度胸はない。

　ロールスロイスの後部座席には、もう一人ひとり、若い男が乗っていた。紅べに緒おという名前の美女は、兄に促うながされて車に乗る。陰おん陽みよう寮りようは広い。人が歩くための砂じや利り道みちの散策路以外に、舗ほ装そうされた車道もあるのだし、呼ばなくても車があるのだから、車で移動したほうが早い。




「あ、あの、すみません……！」

　青年に声をかけた国司結衣に、宝生雅也は驚おどろく。今にも車に乗りこもうとしていた青年は、来訪した部外者、客人である国司結衣に向き直り、会え釈しやくする。

「いかがなさいましたか？」

　若くて見み目め麗うるわしく上品でお金持ちという、結婚したい男の理想形のような青年は、涼すずやかな声で国司結衣に問いかけた。美人の妹に対するときと変わらない優やさしい声に、国こく司し結ゆ衣いは思わず頰ほおを染める。

（何だよ）

　ほわっと赤くなった国司結衣は可か愛わいいが、宝ほう生しよう雅まさ也やはちょっとむっとする。

「あの、今日きよう、電話で午前十時とお時間の約束をして、浅あざ葡ぶ聖しよう徳とく寺じの住じゆう持じ小こ金がね沢ざわ尊そん徳とく氏の紹介でこちらにまいりました国司結衣と申します」

　国司結衣が頭を下げたので、宝生雅也も慌てて同じように頭を下げる。

「小金沢様のご紹介ですか。それはようこそいらっしゃいました。わたしは陰おん陽みよう寮りよう、金こん剛ごう院いんの術師、幸か徳で井い白はく蛾がと申します。小金沢様には、お変わりありませんか」

　幸徳井白蛾と名乗った青年は、小金沢尊徳の知り合いであるらしい。ほっとして国司結衣は、肩に入っていた力を少し抜く。

「はい。先日法事でお世話になりましたが、お変わりなく、とてもお元気そうでした」

「それはよかった」

　にっこりと微笑ほほえんで、幸徳井白蛾は優ゆう雅がに腕を動かして、腕うで時ど計けいを見る。十一時を回っている。

「こんな場所でどうされましたか？」

　簡かん単たんな依頼なら、もうとっくに来訪の用件がすんでいるだろう時間だ。帰らずにまだここにいて、幸徳井白蛾に声をかけたということは、それなりの事情があるはず。

　何かお困りですかと尋たずねられ、国司結衣は頷うなずく。

「はい。時間どおりにこちらに着いたのですが、お取りこみちゅうのようで、ずっとここで待つしかなくて。日を改めたほうがよいでしょうか？」

　立ち聞きは失礼だが、帰りを待ちかねたように現れた美女の言葉から、今日の陰陽寮は何やら落ち着かない状態であることが国司結衣たちにもわかった。

（依頼に来た客を、ここで一時間も待たせたのか）

　いつもならありえないことに、幸徳井白蛾は驚おどろく。妹の紅べに緒おは、ふだんから兄べったりで甘えたところがあり、陰陽寮での湧ゆう水すい騒そう動どうも話半分という感じで聞いていたのだが、これは思っていたより酷ひどい状況のようだ。

　事務所の出入口の床から、ちょろちょろと水が滴したたり出ているのを見ながら、幸徳井白蛾は少し思案する。水道管が破裂したか何かで、事務所のなかでも、水みず漏もれしているらしい。

「どのようなご用件でいらしたのか、うかがってもよろしいですか？」

「はい。あの、人探しをしたくて」

　国こく司し結ゆ衣いの言葉に、幸か徳で井い白はく蛾がは先に車に乗った妹に振り返る。

「紅べに緒お、今占うらないはできるか？」

　幸徳井白蛾の妹、紅緒は祓はらいや占いを得意とする優ゆう秀しゆうな巫み女こだ。尋たずねられ、紅緒は頷うなずく。

「難むずかしいものは、きちんと場所を整ととのえなければできませんけれど」

　簡かん単たんな占いならば行える。道具は持っているのだろう。どこからいつ水が噴ふん出しゆつするかわからない、デンジャラスな状況のなか、水に濡ぬらしたくない大切な道具は、携帯できるものならば自分で携帯しておくに限る。

　失うせ物ものや探し人程度の占いなら、それほど大がかりなことではない。

　幸徳井白蛾と国司結衣の間の地面から、ぴゅっと細く水が噴ふき出した。

「どうぞ、こちらへ」

　幸徳井白蛾は、そっと肩を抱いて噴出した水がかからないよう国司結衣を移動させ、車に乗るように促うながす。濡れない場所で、手っとり早いのは、車のなかだ。

「わざわざお運びいただいて、お待たせした挙げ句にお帰りいただくのでは、あまりに申し訳ありません。話は後でわたしから通しておきましょう。今日きようは、わたしがお話を承うけたまわります」

　金こん剛ごう院いんは陰おん陽みよう寮りようの最高クラスであり、雇うには億に届く金きん額がくも必要になることもある術者だが、今日は誰だれもこの来客の話を聞ける状態ではない。巫女・幸徳井紅緒の占いでちょいちょいと片がつきそうなことなら、さっさと終わらせて、お引き取り願ねがったほうがいい。

「弟さんもどうぞ」

「弟じゃありません……！」

　むっとしながら答えた宝ほう生しよう雅まさ也やは、自分より背の高い幸徳井白蛾を軽く睨にらみつけるようにして、国司結衣に続いて車に乗りこんだ。




　リムジンの後部座席は対面式のシートで、本革張りだった。先に乗っていた者が運転手に背中を向ける側に移動し、国司結衣と宝生雅也は並んで最後列に腰かける。ぎゅっと音の鳴る革のシートは、今まで乗ったことのある車とは座り心地ごこちがぜんぜん違った。

（うっわー、やっわらかー……）

　柔らかいが、沈みこみすぎない、絶妙のフィット感。宝生雅也は生まれて初めての高級車のシートの感触に、どぎまぎする。しかも車内は広い。

（この人、ひょっとして、すっげ偉い人なんじゃ……？）

　いや、ひょっとしなくても、こんな車に乗れるということは。どうしようかと困って声をかけてしまった国司結衣も、今さらながらそのことに気づき、ちょっと青くなる。

「あ、あの、わたし、謝しや礼れいのほうは……」

　陰おん陽みよう寮りようで頼み事をするとかなりの金きん額がくがかかると、国こく司し結ゆ衣いは小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくに教えられていた。国司結衣と宝ほう生しよう雅まさ也やはまだ親がかりの未成年なので、それをしっかり話して、紹介状を見せ、一番低料金のコースでお願ねがいするようにと言われていたのだ。

　小金沢尊徳からの紹介状を差し出しながら緊きん張ちようする国司結衣に、幸か徳で井い白はく蛾がは微笑ほほえむ。

「あぁ、そのことは気になさらないでください。アポイントメントもいただいていたのに、あんな場所で長々とお待たせしてしまいましたし、お話をうかがうのもこんな場所ですから」

　電話で月日と時間のアポイントメントを取った段階で、依頼者はランク付けされている。国司結衣たちは陰陽寮に依頼に訪れた初めての客で、しかもこれから常連の顧こ客きやくや、上得意になるわけでもないと想像できたので、なおざりにされたのだろうことが、幸徳井白蛾にはわかった。これが何千万という大金を支払う、顔かお馴な染じみの上得意であったなら、今日きようのような混乱した状況であっても、きっちりもてなされたことだろう。小額の顧客であっても、陰陽寮の評判が落ちることを食い止められるのなら、サービスは安いものだ。大おお騒そう動どうとなっている陰陽寮に、戻ってきたばかりの金こん剛ごう院いんは、まだ頭数として計算されていない。動けるのは、今しかない。

　何も指示しなくても心得た様よう子すで、滑すべるようにそっと運転手は車を発進させた。門を入ってすぐの場所から、邪じや魔まにならない場所に、車を移動させる。




「……ありがとうございます」

　幸徳井白蛾の言葉に、国司結衣と宝生雅也は恐きよう縮しゆくする。幸徳井白蛾にとってはこんな場所でも、国司結衣たちにとっては、一生縁えんのなかっただろう高級車のなかだ。座り心地ごこちのいいシートに座ったことだけでも、帰ったら皆に自慢できる。

　恐縮する二人ふたりに、にっこりと紅べに緒おが微笑みかける。

「探し人ですのね？」

「あ、はい」

「お、（いや）、ボクの兄の親友だった人なんですけど」

　宝生雅也は目の前の美女から香るいい匂においに、どきどきしながら答える。

　紅緒は、着物の袖そでから占うらないの道具を取り出す。

「お名前は？」

「は、はい！　宝生雅也です！」

　よろしくお願いしますと、体育会系のノリで返事をした宝生雅也に、国司結衣はあたふたする。

「……雅也くん……！」

　紅べに緒おが尋たずねたのは、探し人の名前だ。赤くなった国こく司し結ゆ衣いを見て、紅緒は着物の袖そでで口元を隠かくし、お上品にくすくすと笑う。何も間違えたつもりのなかった宝ほう生しよう雅まさ也やは、きょとんとする。

「探したい人の名前を教えていただけますか？」

　もう一度紅緒に尋ねられ、ぼん！　と音が聞こえそうな勢いで、宝生雅也は赤面した。

　紅緒の質問に、言いにくそうに国司結衣は答える。

「それが……、名前はわからないんです……」

　名前を知らない人物を探したいという依頼は、珍しくない。紅緒は頷うなずく。

「では、お写真とか、その方の持ち物だとか、触れられた物とか。その方に繋つながりそうな、何かその方を感じる手がかりになりそうな物は、ありますかしら？」

「写真なら……」

　国司結衣に促うながされ、宝生雅也は肩にかけていたデイパックからアルバムを取り出す。

　アルバムは水に漬つかってしばらく放置されていた様よう子すで、泥だらけだった。

「……まあ」

　お上品に紅緒は驚おどろき、宝生雅也はビニールに入れてきた泥だらけのアルバムを膝ひざに乗せて恐きよう縮しゆくする。

「すみません、さんざん探したんですけど、まともなものはないんです。……ずっと持ち歩いてた写真が一枚あったんですけど、それも駄だ目めになっちゃって……」

　宝生雅也はポケットから財布を取り出し、そのなかに入れていた写真を引っ張りだす。

「今のボクとよく似てますけど、そこに写ってるのは、ボクの兄です。兄の横にいる、その人を探したかったんですけど……」

　写真は、その人物の顔のところに、刃物で傷つけられたような穴が開いていた。

　写真を受け取って、紅緒はじっと見つめる。

「……宝生様のお兄にい様は、五年前に亡くなられましたのね」

　まだそのことを話してもいないのに、言い当てられ、宝生雅也と国司結衣は驚く。

　宝生雅也の膝にある泥だらけのアルバムを見つめ、美形兄妹側に座っていたもう一人ひとりの乗客が口を開く。

「そのアルバム、僕が何とかできると思います」

　金こん剛ごう院いんの結けつ界かい師し・如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいの、自信のある言葉に、幸か徳で井い白はく蛾がは頷く。

「よし、任せよう。宝生さん、アルバムを鹿鳴に」

「はい……！」

　アルバムを渡す宝生雅也に、如月鹿鳴はにこりと微笑ほほえむ。

「如月鹿鳴と申します」

「よ、よろしくお願ねがいします」

　あまり自分と歳としの違わないように見える、素直そうな雰囲気の若い術師に、宝ほう生しよう雅まさ也やはアルバムを渡した。如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいはビニール袋に入ったままの泥だらけのアルバムを、ベージュのスーツのプレスも綺き麗れいなスラックスの膝ひざの上に置いた。ビニール袋のなかのあの泥が、仕立てのいい高そうなスーツをもしも汚したらと、クリーニングのことを考え、宝生雅也と国こく司し結ゆ衣いは気が気でない。車のなかに泥を落とすのさえ、気が引ける。




　如月鹿鳴はジャケットの胸の内ポケットから、呪じゆ符ふ入れを取り出し、それをアルバムの上に置く。

「南なう莫まく三さ曼まん多だ　縛ば曰さ羅ら赧だん　憾かん！」

　印いんを結んだ如月鹿鳴が、澄すんだ声で呪文を唱えた。




　ふわっと、アルバムの入ったビニール袋のなかで空気が動き、何かが起こったように見えた。




「これで大丈夫だと思います」

　微笑ほほえんで、如月鹿鳴はビニール袋をそっと開いて、アルバムを取り出した。

　大水に漬つかって泥まみれになり固まっていたアルバムは、以前宝生家の子供部べ屋やにあったときとまったく同じ綺麗な姿で、紅べに緒おのたおやかな白い手に渡された。

　驚おどろきの目で見つめる宝生雅也と国司結衣に、はにかむように微笑んで、如月鹿鳴は泥だけが残ったビニール袋の口を結わえる。

　目の前で行われた奇跡に、宝生雅也は大いに感動する。

「ありがとうございます……！」

「お役に立てて光栄です」

　頭を下げる宝生雅也に、如月鹿鳴は同じように頭を下げ返す。

（いい人だ、この人……！）

　驕おごらない態度の如月鹿鳴に、宝生雅也はちょっと人様より強くなったからと、ふてぶてしくなりがちである現在の自分を反省した。

　紅緒は受け取ったアルバムを開く。

「宝生様のお兄にい様の親友でいらした方―――」

　名前がわからなくても、姿形がわかれば、そこから占うらないは難なんなく行える。

　はずなのだが―――。




「ん……っ！」

　紅べに緒おが白い両手に渾こん身しんの力をこめても、アルバムは開かなかった。




「そんなはずは……」

　泥水のせいで貼はりついていたときなら、開かないこともあるだろうが、しかしそれは術で取とり除のけた。如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいは紅緒の手からアルバムを取り、替わって開こうとする。




　開かなかった。




「どうして……!?」

　術が失敗したと自分では到底思えない如月鹿鳴は、蒼あおくなってうろたえる。




　何となくそんな予感があった国こく司し結ゆ衣いは、溜ため息いきをつく。

「……間が悪いというのか、その人のことを思い出そうとか、探そうとすると、いつも何か邪じや魔まが入ってしまって、うまくいかないんです」

「邪魔、ですか？」

　幸か徳で井い白はく蛾がは、俄にわかに厳きびしい表情になる。大人おとなばかりが依頼に来る場所なのに、自分たちのような学生の話でも、真剣に聞いてくれる幸徳井白蛾に、宝ほう生しよう雅まさ也やは大きく頷うなずいた。

「そうなんです！　レンタルしたビデオが観みられなかったり、テストの山が当たって、とんでもなくいい点がとれたり、本屋で最後の一冊をゲットしたり、食堂でおばちゃんが唐から揚あげおまけしてくれたり」

「クジ運の悪いうちの父が、特等のハワイ旅行を当てたんです……！」

（（（それって……☆）））

　陰いん惨さんな霊れい障しようの類たぐいを想像した幸徳井白蛾たちは、がっくりと脱力する。ビデオが観られなかったのは、確たしかによくないことだが……。後のことは、とってもいいことなのでは？

「わたしたちが探してほしい人は、五年前に行方ゆくえ知れずになったんですが、知り合ってから、八年ほど付き合いがあった人なんです。だけど、わたしも雅也くんも、どうしても顔と名前を思い出せなくて」

　国司結衣の言葉に、幸徳井白蛾たちは、むっと眉まゆを顰ひそめる。

　探し人の名前を知らなかったわけではない。

（二人ふたり揃そろって、そんな人の名前を忘れるなんて、ぜったい普通じゃない……！）

（記き憶おくを、操そう作さされていますの？）

（まさしく、『邪じや魔ま』か）

　幸か徳で井い白はく蛾がは如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいの手から、アルバムを取る。しっかりと触れても、アルバムからは何も感じない。だが―――。

　開かない。




「鹿鳴、わたしに結けつ界かいを！」

「は、はい……！」

　車のドアを開き、アルバムを持って颯さつ爽そうと外に出た幸徳井白蛾に命じられ、如月鹿鳴は急いで呪じゆ符ふを支度したくし、結界を作る。

　何事だろうと、驚おどろいて見つめていた宝ほう生しよう雅まさ也やと国こく司し結ゆ衣いは、日本刀を持っている幸徳井白蛾に仰ぎよう天てんする。

「あ、あの、何を……!?」

　うろたえる二人ふたりに、紅べに緒おはくすくすと笑う。

「お兄にい様は、呪じゆ禁ごん師しですの。刀身に呪じゆ力りよくをこめて、悪あく縁えんを断たちますのよ」




　幸徳井白蛾は、アルバムを見み据すえて印いんを結ぶ。

「只き怛た囉ら　虞ぐ　鉢はつ多た　野や　莎そわ訶か！　見えぬ因果の綴とじ紐ひもは　この一ひと太た刀ちにて断ち斬きれん！」

　すらりと鞘さやから引き抜かれた白はく刃じんが、宙に放られたアルバム目掛けて―――。




　どぴゅ！




　幸徳井白蛾の足元から、突然泥水が噴ふき上がる。しかしそれは如月鹿鳴の作った結界に阻はばまれ、見えない壁かべにぶつかって退しりぞけられ、白蛾に届くことはなかった。




　曇どん天てんから零こぼれた日光を弾はじく刃やいばは、風の凍こおる音とともにアルバムを一いつ刀とう両りよう断だんする。

　鮮あざやかな太刀筋に、宝生雅也と国司結衣は息を呑のむ。




　磨き抜かれた鋭するどい刃は、確たしかにアルバムを分断するように通り抜けたが、アルバムは二つに切れてはいなかった。

　アルバムを受け止めた幸徳井白蛾は、刀を鞘に収めてアルバムを開く。

　今度は普通に、抵抗なく開いたアルバムの写真を見て、幸徳井白蛾は険しい顔になった。

「……お兄にい様？」




　宙を滑すべるように飛んで陰おん陽みよう寮りようの外に出ようとした番つがいの燕つばめが、間かん欠けつ泉せんのように地面から突然に噴ふき出した水に撃うち落とされた。二羽の燕の姿から二枚の紙片に戻り、水みず溜たまりに沈んだ式しき神がみを、幸か徳で井い白はく蛾がは憎々しげに見る。

　見えなかった糸は、これで全部繋つながった。

「またあいつか……！」

　腐くされ縁えんと言うにも、ほどがある。




「どうなさいましたの？　お兄様」

　心配して車を下りようとする紅べに緒おを留とどめ、白蛾は開いたままのアルバムを渡した。写真に目をやった紅緒は驚おどろく。

「この方……！」

「あ」

　失礼を承知で、そっと紅緒の横からアルバムを覗のぞいた如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいも、思わず声を上げる。

　様よう子すを変えた三人を、宝ほう生しよう雅まさ也やと国こく司し結ゆ衣いは不安な面おも持もちで見つめる。

「あ、あの、どうしたんですか？」

　さっきまで開かなかったアルバムに、いったいどんな写真があるのか。




　水溜まりから式神の呪じゆ符ふを拾い上げた幸徳井白蛾は、それを二羽の白い鳥に変化させ、職しき員いん令りように飛ばす。




「……お探しの方を、わたくしたちは存じあげていますわ」

　寝耳に水の紅緒の言葉に、宝生雅也と国司結衣は虚をつかれる。

「は？」

「あ、あの……？」

　車に戻った幸徳井白蛾は、運転手に命じる。

「絶ぜつ佳か庵あんまで行ってくれ……！」

「かしこまりました」

「紅緒は―――」

「いっしょにまいります」

　幸徳井白蛾に皆まで言わせず、紅緒はきっぱりと言いきった。

「北の庭園もわたくしのお気に入りのお茶室も、大変なことになってますの」

　一度こうと言ったら、妹は頑として意見を変えない。行くなと言ったところで無む駄だなことだと、幸か徳で井い白はく蛾がは諦あきらめる。

　車は静かに発進し、陰おん陽みよう寮りようの外に出る。

「宝ほう生しようさん、国こく司しさん―――。わたしたちはこれから用事があって、ある場所に向かいます。そこにあなたがたがお探しの方もいるでしょう」

　絶ぜつ佳か庵あんは陰陽寮から電車に乗ってすぐに行ける場所だが、宝生雅まさ也やたちもいっしょに行ったほうが手間がない。

　探し人の居場所のヒントをもらうだけのつもりが、その人の居場所に連れていってもらえると聞き、宝生雅也と国司結ゆ衣いは驚おどろく。二人ふたりとしては、都合がよくてありがたいが、あまりに展開が早い。占うらなってもいないし。










　　　　符ノ五　望まざる再会







　逃げられないように事前に連絡を入れず、車で乗りつければ、絶佳庵は人が出払っていた。

「にゃあ」

　いたのは、武む庫こ川がわ右う京きようが陰陽寮を出てここに独立する前から住んでいる、黒猫の潮しお路じだけだ。事務室の電話は、封ふう縛ばくされて沈ちん黙もくしていた。潮路が遊んでおもちゃにしたらしい式しき神がみ―――、陰陽寮から出で羽わ忠ただ清きよが送ったものが、見るも無む惨ざんな形で万まん年ねん桜ざくらが花びらを零こぼす庭に転がっていた。陰陽寮で幸徳井白蛾が拾った出羽忠清の式神が、絶佳庵に向かおうとしていたので、ここに連絡係の一人ひとりも残っていないのではいけないのだが。

「おのれ……！」

　毎度のことなので、無視か留守かのどちらかだと考えていたが、実際にそうだと腹立たしさも倍増だ。幸徳井白蛾は残ざん骸がいとなった出羽忠清の式神を拾い上げ、思わず握にぎり潰つぶす。肝かん心じんなときに、必ずいない。武庫川右京という男は、陰陽寮に属する術者のうち、最強とも噂うわさされる実力者でありながら、皆の期待に応こたえようという気が微み塵じんもない極ごく道どう者ものである。




　そしてその極道者は。




　ドカーン！




　奥おく太た間ま山中の岩山で、起き爆ばく符ふを踏んで吹き飛ばされていた。

「右う京きようさーん！」

　豪ごう快かいに吹っ飛んでいく武む庫こ川がわ右京を、首が痛くなるほど頭上を見上げながら桃もも枝えだ綱つな紀きは目で追う。大丈夫ですかと声をかけたいが、見るからに大丈夫ではなさそうだ。

「綱紀く～ん、そこ～」

「え？」

　たし、と上を見上げながら踏み変えた綱紀の足の下で、何かが動くような気配けはいがした。




　ドカーン！




「危ないよ～？」

「踏む前に教えなきゃ、意味ねーだろっ！」

　支給されている軽けい減げんの呪じゆ符ふのおかげで、痛みも反動も軽減されているので、ケツバットで叩たたかれるぐらいの痛みしか感じないが、空高く吹っ飛ばされるというのは、人生で何度も体たい験けんしたいものではない。

（あぁ、鳥の視し線せんだ……）

　爆発に驚おどろいて飛び立った野鳥たちを眺め、諦あきらめの境地に達して、綱紀は思う。本当に怖いのは、飛んでるときよりも落下するときだ。衝しよう撃げきを緩かん和わできるよう、呪符に意い識しきを―――。

　じゅっ☆！

「えっ!?」

　懐ふところで音を立てて消失した呪符に、綱紀はぎょっとする。浮遊感に重力が加わった。

「ええええええぇっ!?」

　地上十二メートルからの自由落下。下は岩場。予測落下地点が二メートルほど、ちょっと横にずれたなら、崖がけの下の深さのある泉に落ちられるが、そううまくいきそうもない。

「ううう、うきょ、うきょ、うきょう……！」

　名前を呼んで助けを求めたくても、恐怖で引きつって変な鳴き声のような声しか出ない。

（死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬっ！）




「唵おん　鉢はん娜た摩ま　震しん多た摩ま尼に　人じん縛ば羅ら　虎こ吽うん！　来たれ　疾しつ風ぷう！」




　若い声とともに身体からだの下を突風が吹き抜け、身体が浮いて落下速度が緩かん和わされ、綱つな紀きは辛からくも岩との激げき突とつを免まぬがれた。椅い子すから落ちる程度で、尻しり餅もちをつくようにして着地し、崖がけっ縁ぷちぎりぎりまで転ころがって止まる。痛かったが、それでも叩たたきつけられるよりはましだ。

（いてて……）

　あぁ、生きているんだなと実感しながら、綱紀はここで起き上がらなかったら、時じ代だい劇げきの斬きられ役のように寝転がったまま、しばらく休んでいられるかと考える。痛みはあるが、頭は打たなかったし意い識しきもはっきりしている。とりあえず打ち身や擦すり傷きず程度で、どこにも骨折のような大おお怪け我がはないようだ。

「大丈夫ですか!?　桃もも枝えださん！」

　親切に駆け寄った如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいが、綱紀を助け起こす。

「……大丈夫です」

　死んだふりを続けて、返事をしないわけにはいかず、綱紀は滂ぼう沱だと涙した。




「あれえ？　はっくん？」

　ひゅるひゅると落下しながら、きょとりと首を傾かしげた武む庫こ川がわ右う京きように、幸か徳で井い白はく蛾がは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「貴様はこんなところで、何を遊んでいるのだ!?」

　抜き放たれ、落下する右京に向かって振り下ろされた白はく刃じんから、呪じゆ力りよくの塊かたまりである光の刃やいばが放たれた。

「うわわ☆」

　空中で器用に身を捩よじった右京は、恐ろしい勢いで飛んできた光の刃を、危ういところで回かい避ひした。光の刃は岩がん壁ぺきに激げき突とつして、これをクレーターのように丸く粉ふん砕さいする。勢いよく飛び散った拳こぶし大だいの岩の破片が、優ゆう雅がに狩かり衣ぎぬの裾すそを翻ひるがえして着地した右京の後頭部を直ちよく撃げきした。うつ伏せに、ばったりと右京は倒れる。

「まあ大変、大きな瘤こぶが。冷やさなくてはいけませんわ」

　芝しば居いがかった様よう子すで親切めかして近づいた紅べに緒おが、袂たもとから取り出した瓢ひよう簞たんを傾けて、倒れている右京の後頭部に水を浴びせかけた。じょぼぼじょぼぼと降りかかる水は、瓢簞の見かけの体たい積せきを無視して果てしない。

「べにほさん……」

　いつまでもうつ伏せていると、水みず溜たまりで窒ちつ息そくしそうになり、だばだばに濡ぬれながら、右う京きようが顔を上げる。

「ずいぶんたくさん、お水をお持ちなんですね」

「ほほほ[image: ]　今け朝さがた、わたくしの書しよ院いんが床下浸水しましたの[image: ]　お道具を片づけたり、しまっていた法ほう具ぐを出したり、それはそれは大変でしたのよ～」

　紅べに緒おの手にある瓢ひよう簞たんは、法具として紅緒の書院に保管されていた瓢簞だ。対ついになっている道具を用いると、離はなれていてもそこから水を汲くみ上げて保持し、どこにでも水を出せる。

「大水とは……、ごぼごぼ、災さい難なんでしたね、ごぼごぼ☆」

「だぁれのせいですの……！」

　柳りゆう眉びを吊つり上げた紅緒は、起き上がって正座した右京の口に瓢簞を突っこんだ。怒りのまま勢いにまかせた所しよ業ぎように、白はく蛾がは仰ぎよう天てんする。

「こ、こら、紅緒！」

「がばごばばっ！」

　瓢簞を口に突っこまれた右京が奇声を発するのとほぼ同時に、岩山のあちこちが小しよう爆ばく発はつを起こして、すごい勢いで水が噴ふき出した。




　ぶしゅー！　と噴き上がった水のてっぺんに、呪じゆ符ふが浮かんでいる。




「あ、やりぃ[image: ]」

　瓢簞をくわえたまま、右京はにこりと笑った。突然のことに、紅緒は目を丸くして、白蛾の影かげに隠れる。不可解なモノに、白蛾は眉まゆを顰ひそめる。

「何だ、あれは……」

「んー、起き爆ばく符ふ？」

　瓢簞をくわえたまま、右京は微笑ほほえんで首を傾かしげる。

　鹿ろく鳴めいに助け起こされていた綱つな紀きは、砂すな埃ぼこりを払って立ち上がる。

「このあたりに仕かけられている、呪符の一いつ掃そうをしてたんですよ」




　先月、陰おん陽みよう寮りようで鬼を呼び出して騒そう動どうを起こしたときに呪符を使い果たし、封ふう縛ばく師しとして開店休業中にある武む庫こ川がわ右京は、絶ぜつ佳か庵あんの経理担当の蘆あし屋や美み琴ことに叱しかられて、初心に戻っていろいろな仕事を引き受けて、日ひ銭ぜにを稼かせいでいる真っ最中である。

　全国で活動する陰おん陽みよう師じは、様々な依頼を請うけ負おっている。事情があって地面に埋まい設せつしたままになっている呪じゆ符ふや術具も、数多く存在する。期限つきで仕かけたものは、自然消滅するようにしておくのが常だが、稀まれに消滅しきっていない物もある。環かん境きようや条件が変わって、必要なくなってしまった物もある。不要物となったこれらの呪符や術具を取とり除のけるのも、陰おん陽みよう師じにしかできない仕事である。―――陰おん陽みよう寮りように術者として所属していても、まだ名前が売れず、独立するだけの力のない術者の実習作業のようなもので、陰陽寮でも屈指の実力者であり唯ゆい一いつ無む二にの封ふう縛ばく師しである男のやるようなことではないが。




「手間が省はぶけたな～[image: ]」

　瓢ひよう簞たんをくわえ、噴ふき上がる何十本もの水柱を見つめながら、ほえほえと笑った右う京きようは、もういいかと、くわえていた瓢簞を口から外し、栓せんを閉める。当たり前のことだが、栓をした瓢簞からは水は出ない。それはこの法ほう具ぐでも通用する決まり事だ。

　噴き上がっていた水が止まった。この状態は―――。

「人外か！　貴様は！」

　幸か徳で井い白はく蛾がは、武む庫こ川がわ右京の頭を張り倒す。

　口から入った不ふ思し議ぎの瓢簞の水が、身体からだを通って地面を通り、埋まい設せつされている呪符から放たれているか細い呪力の糸を繋つないで、噴き上がるなんて、冗じよう談だんではない。

「うわ～[image: ]　瘤こぶの上にキタ～[image: ]」

　クリーンヒットされた頭を痛さで抱え、武庫川右京は嬉うれしそうに笑えみ崩れた。

　桃もも枝えだ綱つな紀きは、水みず溜たまりに落ちた呪符を拾い上げて回収する。

　右京の手から瓢簞を取り返した紅べに緒おは、周りを見回して首を傾かしげる。

「このような場所に呪符ですの？」

　岩山は人里離はなれていて、住宅用の造成地とも、高級石材の石切り場とも見えない。しかも起き爆ばく符ふとなると、穏おだやかではない。

「いえ、ここに来たときには、ちょっと居い心地ごこち悪くなるような、帰りたい気分になる呪符だったんですけど……」

　裏白の新聞広告に回収した呪符を包み、綱紀は溜息をついて右京を見る。

　術の継続には何ら問題はないが、数十年前に埋設された呪符は古くなって見つけにくいからと、区域ごと封縛して呪符を変換した。毒性の弱まってしまったものよりも、毒々しい物のほうが見つけやすいという、わかるようなわからないような理屈を主張した右京に、陰陽術に明るくない、人のいい綱紀が丸めこまれたのである。お客様に渡したりする封縛の呪符は、右京専用に梳すいてもらった呪符用紙を使わなければならないが、作業に使う程度の一回使いきりの持続効果の短い呪符なら、量産品の和紙だろうが、工場生産品の画用紙だろうが、裏白の新聞の折りこみ広告だろうがかまわない。右う京きようの呪じゆ力りよくに耐えきれずに燃もえ上がるだろうが、ようは術がきちんとかかるまで、呪符であればいいのだ。

「この向こうは松まつ茸たけ山やまなんだってさ～」

　所有者が山を売却して、契約していた術が不要となったので、呪符の回収の依頼が来た。

「殺す気か！」

　起き爆ばく符ふに変換した呪符の回収漏もれがあったばあい、松茸泥どろ棒ぼうが酷ひどい目に遭あう。泥棒は松茸山の所有者にとっては憎むべき敵だが、だからといって地雷である危険な起爆符で吹っ飛ばしては、命に係かかわる。自じ業ごう自じ得とくだし痛いの大好きな変へん態たい右京はどうなろうとも放っておくが、明らかに不必要な危険行為は、容認できない。

　ひいふうみと、綱つな紀きは回収した呪符を数える。

「爆発しちゃったのが七枚、回収できたのが十八枚……」

「おっけー、一仕事クリア[image: ]　と」

　指定された区域での呪符の回収作業は、幸か徳で井い兄妹が来てくれたおかげで、あっと言う間に完了した。

　武む庫こ川がわ右京は幸徳井白はく蛾がににこりと微笑ほほえむ。

「京きよう登と土産みやげでお茶しにわざわざ？」

「八やつ橋はしはわたくしのです！　あなたは、そこの泥水でも啜すすってらっしゃればいいのよ！」

「うわ～～[image: ]」

　紅べに緒おの言葉攻めに、右京は目をきらきらさせてにじり寄る。

「近づかないで汚けがらわしい！」

　それ以上近づくなと、嬉うれしそうな右京の眉み間けんに、紅緒は扇せん子すを振り下ろす。

「ああっ、痛い[image: ]」

（どうにかならんのか、こいつは……！）

　虐しいたげられて嬉しそうな右京に、白蛾は溜ため息いきをつく。

　いつもの着物姿ではない白蛾と鹿ろく鳴めいに、綱紀は考える。

（京登土産……）

　陰おん陽みよう寮りように所属する術者の最高位である金こん剛ごう院いんの術者は、陰陽寮を出るときには専用の高級車で移動する。今日きようもここまで、いつもの車で来たのだろう。紅緒が八つ橋と言って否定しなかったので、右京に渡す物でないとしても、車には土産がある。金剛院の幸徳井白蛾と如きさ月らぎ鹿鳴は京登まで出張で、帰ってきたところなのだろうか。そして、一度陰陽寮に寄らなければ、妹の紅緒は白蛾たちに同行できない。

「どうなさったんですか？　……また右京さんが、何かやった、とか？」

　綱つな紀きは尋たずねながら、さっき紅べに緒おが『右う京きようのせいで』とか何か言っていたことを思い出す。

「内ない緒しよにしてきたのに、どうして僕がここにいるってわかっちゃったかなぁ？　ひょっとして、愛？」

　にこやかに白はく蛾がに尋ねる右京の頰ほおを、紅緒がつねりながら引っ張る。

「つまらない冗じよう談だんを言う、悪いお口はこれかしら～！」

「ひほっ☆！」

　綺き麗れいな顔を変形させられながら、それでも右京は嬉うれしそうだ。見苦しいモノから、白蛾はそっと目を逸そらす。

「馬ば鹿か者もの、気け配はい断だちをした貴様を、誰だれが見つけられるというのだ……！」

　素行や性格に問題が山盛りでも、術者としての武む庫こ川がわ右京の実力は、腹立たしいほど本物だ。ただでさえ、同期の腐くされ縁えんなのに、もしも気配断ちをした右京を見つけられるスキルを不幸にも持っていたならば、右京に関する面めん倒どうごとが全部回って来ることが予測できて、白蛾は絶対に嫌いやだ。それこそ封ふう縛ばくしてもらいたい余計な能力だ。




「わたしが教えたのよ」

　巫み女この緋ひ袴ばかま装しよう束ぞくで、蘆あし屋や美み琴ことが現れた。




　事務所に記き録ろくを残さず、気配断ちをしようとも、絶ぜつ佳か庵あんには経理担当の蘆屋美琴がいる。絶佳庵に綱紀が加わって、蘆屋美琴は右京の仕事の現場に行くことはなくなったが、スケジュールを伏せておくことはできない。美琴の実家である早さ乙女おとめ神社は、絶佳庵の隣となりだ。実家の仕事を手伝いながら、美琴は絶佳庵の留守番をしていたのだが、子こ機きを持っていってても、電話の親機が鳴らないように封縛してあったのでは、連絡がつくはずもない。

　颯さつ爽そうと歩み寄る迫力ある美琴に、右京の口を捻ひねり上げていた紅緒は、その手を放して兄の横に移動する。

「まったく、このすっとこどっこい！」

　遠えん慮りよなく罵ののしって、美琴は右京の頭を張り倒した。自分たちの日ひ頃ごろ使わない言葉に、紅緒と如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいはびっくりする。罵ば言げんもいろいろあるものだ。美琴のようにうら若き乙女の声で言い放たれると、実に新しん鮮せんに聞こえる。―――爽さわやかでは、けっしてないが。

「電話を封縛するって、何!?　駄だ目めじゃない！」

　両手を腰に当て、声を大にして碌ろくでなしに常じよう識しきを諭さとす頼もしい美琴に、白蛾たちは感動した。やらなければならないことはさぼり倒そうとするくせに、余計なことにはこまめに手を出す右京に、綱紀は溜ため息いきをつく。

「やっちゃってたんですか……」

　絶ぜつ佳か庵あんは陰おん陽みよう寮りように所属するが、しかし絶佳庵にいる術者は封ふう縛ばく師しの武む庫こ川がわ右う京きよう一人ひとりであり、他ほかの者は術を使う呪じゆ力りよくを持たない。神社の娘でありながら、術の有う無むを察知するための霊れい能のう力りよくの類たぐいがまるでないことに、そもそも問題があるのだろうが、絶佳庵から持ち出した電話の子こ機きが役立たずになっていることを、白はく蛾がに知らされるまでわからなかった美み琴ことは、赤っ恥をかいた。

「陰陽寮からの電話も入らないんじゃ、せっかくの儲もうけ話ばなしも転ころがりこまないでしょ！」

　さすが絶佳庵の経理担当者。憂ゆう慮りよすべき点は、ピンポイントである。

　ぷりぷりと怒りながら、美琴は桃もも枝えだ綱つな紀きに歩み寄り、回収した呪符を受け取る。

「それで全部です」

　何枚か爆ばく発はつさせて駄だ目めにしたことを、綱紀は伏せておく。古い呪符は高い呪力を持っている右京に触れられた際に、裂けてしまうこともある。数は足りないが、これで全部と断言した綱紀の言葉を、美琴が疑うことはない。右京に封縛されて呪符の種類が違っていても、用紙の金きん額がく以外で呪符を見分けられない美琴にはわからない。

「ありがとう。ご苦労さま」

　にこりと微笑ほほえんで労ねぎらってくれた美琴に、小心者の綱紀は、ちょっぴり胸が痛んだ。

「……それ、僕が持っておきます。右京さんなら、使えるでしょうし」

　右京の専用のものではないが、正式な紙を使った呪符だ。間に合わせで代用している、裏白の新聞の折りこみ広告に比べると、ずっとましである。

「そう？　じゃあ、お願ねがいね」

　絶対に無む駄だ遣づかいさせないでと、笑顔えがおで脅おどして、美琴は綱紀に呪符を預けた。

　美琴がここに、陰陽寮から急行したと思われる金こん剛ごう院いんの術者と紅べに緒おを案内して来たということは……。

「右京さんに、お仕事ですか？」

　綱紀に尋たずねられ、美琴は表現に困る。

「依頼……、と言うには、少し語ご弊へいがあるかもしれないわ。―――右京くん、『面会』よ」




　誰だれに『面会』なのか。




「ふうん[image: ]」

　わざとそういう言い方をした美琴に、立ち上がって右京は微笑む。

　含むところのある右京に、白蛾は言う。

「貴様の術で、陰おん陽みよう寮りようにまで影えい響きようが出ている……！　何とかしろ」

　命令形である。

「何とかって、言われてもな～」

　へらりと笑う右う京きようの首に、白はく蛾がは抜き放った刀の刃やいばを当てた。

「『頼む』……！」

　快かい諾だくしないとこの場でさっくり斬きり捨てるという気迫に満ち満ちた『お願ねがい』（＝脅おどし）に、右京ではなく鹿ろく鳴めいが衝しよう撃げきを受けて蒼あおくなる。

（白蛾様、お気持ちはわかりますが、いくらなんでもそれは……っ！）

　浅く本当に斬れて、うっすらと血が滲にじんでいる状態は、いつぽろりと右京の首が落ちるかしれなくて、はっきり言ってかなり怖い。




　振り向いた美み琴ことの視し線せんを受けて、下の林道に停とめられていた車を下りた男女二人ふたりが、岩山を上ってくる。美琴は右京に言う。

「きちんと話をさせてあげるべきだと思うわ。このままでいるのは、お互いによくないもの。わかるでしょう？　右京くん」

「うーん、それは僕が決めることじゃないよ？」

「だけど右京くんはそれを許しているわ」




　あの雨の日から、絶ぜつ佳か庵あんの一員となった『壱いち葉よう』の、過去に係かかわった者たちが来ている。

　それは『来られる状態にある』ということ。過去に係わる者を右京が完全に排はい斥せきしようと決めたなら、絶対にこんなことにはなっていない。右京の封ふう縛ばくの力は、それほどまでに強い。




「右京さーん、綱つな紀きくーん、お昼ごはんですよー」




　おっとりのんびりと聞こえた呼び声に、岩山を上ってきた宝ほう生しよう雅まさ也やと国こく司し結ゆ衣いは、ぎくりとする。

（この声……！）

　思い出そうとしても思い出せなかったのに、耳にした瞬しゆん間かん、記き憶おくに鮮せん明めいに声が蘇よみがえった。記憶している口く調ちようとは、まったく違うけれど。

　声の聞こえたほうに慌てて視線を向けた宝生雅也と国司結衣は、そこに男性の姿を見つけ、息を呑のむ。

　それは確たしかに、会いたいと思って、懸けん命めいに探した人だけれど―――。




「何やってんだ!?　あんた！」




　姉あねさん被かぶりで割かつ烹ぽう着ぎ姿すがた。布ふ巾きんで両手を拭ふいて、いかにもおさんどんしていましたという風ふ情ぜいの、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの青年に、宝ほう生しよう雅まさ也やは思わず怒ど鳴なっていた。


















　　　　符ノ六　招かざる客







（ありえねぇ……！）

　全否定して、宝ほう生しよう雅まさ也やは強く拳こぶしを握にぎる。宝生雅也の記き憶おくのなかにある彼は、孤独で寂しい陰があり、朴ぼく訥とつで不器用で密ひそやかだった。ただひたむきに強さを希求する彼は、どこか悲しくて洗練された、孤高の狼おおかみのようだった。彼の纏まとう静と暗には、どんよりとした濁にごりではなく、ぴりりとした緊きん張ちよう感かんを伴う涼すずやかさがあった。触れれば斬きれる冷たい氷の刃やいばのような雰囲気は、危険な男そのもので、側そばに近づくこともできず、遠巻きにして憧あこがれていた後こう輩はいたちは多い。彼は他を圧倒して強かった。そして幹みき久ひさは、群を抜いて一番に強かった。彼が心を許したのは、宝生雅也の兄である幹久だけだ。強いと認めた者だけに心を開いてくれるようで、雅也はそれが誇らしかった。彼は個人主義者で、かいがいしく人の世話を焼くようなこともなければ、大きな声を出して、のほほんと誰だれかに呼びかけるようなこともない。

　ましてや……、前世紀に絶滅したと噂うわさされる『失われた日本の母』を象徴する、割かつ烹ぽう着ぎに姉あねさん被かぶりなんて―――！

「何だよ!?　その格好！　この五年の間、あんたいったい何やってたんだよ!?」

　耳まで真まっ赤かになって、宝生雅也は怒ど鳴なる。

「兄貴のことは、悲しかったし、正直、あんたのことを憎んだこともあったよ！　だけど、あんただから……！　あれがあんただったから、それでも仕方ないかって思えたんだ！」

　亡くなった宝生幹久の顔は、眠るように穏おだやかで、倒れていた様は、芸術品のように綺き麗れいだった。それはきっと、命を奪ったのが彼だったから。短いながらも充実した命を全まつとうしたのだと、宝生幹久の最期の姿は語っていた。

　陰おん陽みよう寮りように足を運ぶことになり、本格的に彼を探そうと決意したとき、失しつ踪そうした彼はあれからどうしていたのだろうと、宝生雅也は自分なりに乏とぼしい想像力を働かせていた。親友だった兄のことを、彼が忘れるとは思えない。宝生雅也の記憶にある寂しい彼よりも、もっと孤高を色いろ濃こくした、癒いえない疵きずを負った獣けものというイメージばかりが浮かんだ。よりストイックでハードボイルドな男になっているに違いないと思っていたのに―――！

　飢うえても決して妥協しない餓が狼ろうのようだった男が、かつての姿など見る影かげもない、平和ボケした動物園の草そう食しよく獣じゆうを思わせる、のほほんとした優やさ男おとこくさい軟弱野郎になっているなんて、宝生雅也には絶対に許し難がたかった。

　宝ほう生しよう雅まさ也やのように、声を荒らげることはなかったものの、国こく司し結ゆ衣いも自分が目にしているものが信じられないという顔で、壱いち葉ようを見つめていた。

（違う……、こんな……人じゃない……）

　あんなに恋こい焦こがれて、会いたいと思っていた人がすぐ近くにいるのに、肯定できない。安らげる温かい家庭に無む縁えんだった彼が、どこであれ幸せにのんびりと暮らせる状態にあるならば、それが一番いいはずなのに、拒絶の言葉ばかりが、頭のなかをぐるぐると回っている。夢か、何かの悪い冗じよう談だんであってほしかった。割かつ烹ぽう着ぎ姿すがたも、その向こうに見える、できたての料理の置かれたレジャーシートも―――。




　怒ど鳴なった声は彼に聞こえているはずなのに、何の反応も示されず、宝生雅也はぶちキレた。

「何で黙だまってんだよ!?　何とか言えよ！」

　岩山を駆け上がった宝生雅也は、まっすぐ壱葉を目指す。怒りに任せて恐ろしい勢いで摑つかみかかる、その前に、銀の塊かたまりが割りこんだ。凶悪なまでの力をこめて伸ばした宝生雅也の腕が、すいと払はらい退のけられる。

（な……!?）

　勝負に挑んで相手の襟えりを摑み損なったことなど一度もない宝生雅也は、あっけなく退しりぞけられて自分の手が空を摑んだことに目を剝むいた。

「何だよ!?　邪じや魔ますんな！」

　真まっ赤かになって嚙かみつくような剣けん幕まくで怒鳴った宝生雅也は、目の前に立った銀髪の男が、やたら綺き麗れいな顔であることに気づく。見つめている宝生雅也の視し線せんを受け止めて、銀髪の麗れい人じんはにこりと笑った。馬ば鹿かにされている気がして、かっと宝生雅也の頭に血が上る。

「誰だれだよ!?　あんた……！」

　真正面から睨にらみつけ、とげとげしく攻こう撃げき的てきに言った宝生雅也の声は、質問というよりも恫どう喝かつだった。だが右う京きようはそういう態度で接せられると、かえって生き生きするような困った人間だ。宝生雅也の放つ殺気もものともせず、右京は嬉うれしそうに笑えみ崩れる。

「人に名前を尋たずねるときにはねぇ、まず自分から名乗るものだよ？」

　へらへらとしているが、しかしその青い瞳ひとみの奥にある底知れないものに、宝生雅也は喉のどの渇かわきのようなものを感じて、思わず唾つばを飲み下す。

（何だ……？　こいつ……）

　車のなかから遠目で銀の髪を見ていたときには、ビジュアル系を気取っている軽い人間なのかと思ったのだが、見た目を飾りたてて喜んでいる洒落しやれ者ものというには、どこか雰囲気が違う。もっと不気味な―――。

　二人ふたり向かいあって膠こう着ちやくしている険悪な雰囲気に、綱つな紀きは溜ため息いきをつく。

「え、と、とりあえず、落ち着いてください。話しあいましょう」

　髪を赤く染めている綱紀を、宝ほう生しよう雅まさ也やは眼球だけを動かして、睨にらむ。頭の色が銀と赤の二人。水みず引ひきのようで、何だかおめでたいことこのうえない。まったくふざけている。

「うるせえよ！」

　一いつ触しよく即そく発はつの暴ぼう力りよく的てきな雰囲気のまま怒ど鳴なって、振り回した宝生雅也の腕が、近づいてきた綱紀に当たった。

「わ！」

　温和な文科系の綱紀は、いきなりのことに対処しきれず、これをまともに受けた。

（痛……☆！）

　軽減の呪じゆ符ふを使いきったばかりの綱紀は、身構えていなかったところにきた衝しよう撃げきに息が詰まった。どんと強く胸を押された形になった綱紀は、バランスをとろうとして後退してしまい、勢いで斜面を下る。踏み止とどまろうとした綱紀の足元が、がらりと崩れた。

「―――え？」

　後がなかった。

「うわー……！」

　悲鳴の尾を引きながら、一メートル半ほどの高さの崖がけから足を踏み外した綱紀は、泉に落ちる。水音とともに、派は手でに水柱が上がる。

　結果として綱紀を突き落としてしまった宝生雅也は、強く乱暴したつもりさえなかった。あまりにあっけなく落ちられて、呆ぼう然ぜんとする。

「綱紀くん！」

　真まつ先さきに崖がけっ縁ぷちに駆け寄った美み琴ことが、泉を覗のぞいた。一度完全に水に沈んでから、綱紀は水面みなもに顔を出す。適度に水深があったため、無傷だ。

「呪符は!?」

　美琴に尋たずねられ、綱紀は懐ふところから呪符の包みを取り出した。

「大丈夫です……！」

　着物を濡ぬらした水が懐に入りこむ前に取り出したので、これは何とか無事だ。呪符を濡らさないように口にくわえて器用に泳いで、綱紀は少し横手にある岩場を目指し、泉から上がる。

（落ちたのがあっちでよかったよ）

　崖下でも、すぐに水のある場所ではなく、この岩場だったなら、間違いなく怪け我がをしている。怪我がないか、美琴に尋ねられなかったのは、綱紀が軽減の呪符を携帯していると思われているからだ。右京のアシスタントとして活動するために支給されている、怪我や痛み、ありとあらゆるものを『軽く』してくれる不ふ思し議ぎの呪じゆ符ふは、さっき使いきってしまったので、綱つな紀きを守ってはくれない。

（重た……☆）

　急いで水から上がったので、撥はつ水すい処理している着物と袴はかまはほとんど濡ぬれていないが、下着に相当するものや靴下、スニーカーはぐっしょりだ。濡れていない物を棚の上に載せるように、綱紀は呪符や懐ふところにあったものを崖がけの上に並べていく。

　右う京きようや宝ほう生しよう雅まさ也やたちの位置からも、岩場に上がった綱紀の胸から上が見えて、大事に至らなかった様よう子すに、一同はほっとする。

　安あん堵どした絶好の間を逃のがさぬように、蘆あし屋や美み琴ことが口を開いた。

「宝生さん、国こく司しさん、こちらが絶ぜつ佳か庵あんの責任者で封ふう縛ばく師しの武む庫こ川がわ右京、あちらにいるのが、アシスタントの桃もも枝えだ綱紀です。右京くん、こちらは今回陰おん陽みよう寮りように依頼にいらした宝生雅也さんと国司結ゆ衣いさんよ」

　紹介され、綱紀は宝生雅也と国司結衣に会え釈しやくする。

「こんにちは」

　頭を振って水を飛ばした綱紀に、いきなりの乱らん暴ぼう狼ろう藉ぜきを気にしていないという様子で挨あい拶さつされ、宝生雅也は決まりの悪い思いをしながらも、挨拶を返す。

「……どうも」

「突然、こんな場所まで押しかけまして、すみません……」

　綱紀のことに驚おどろいて足を止めてしまったが、宝生雅也の後をゆっくりと追ってきた国司結衣が、頭を下げた。

「お仕事の邪じや魔まをするつもりはありませんので……」

　わけもわからないままに、ここまで連れられてきてしまったが、術者であるという右京の古式ゆかしい狩かり衣ぎぬという装しよう束ぞくに、自分たちが来てはいけない場所であることを、国司結衣は察した。格かく闘とう技ぎを愛している宝生雅也は、暴力で物事を解決しようとする人間ではない。自分が強いと知っているので、不測の事態に遭そう遇ぐうしたときも、手加減することを心がけている。泉に桃枝綱紀を落としてしまった宝生雅也は、そう意図して行動したわけではないが、綱紀にはいい迷惑だ。国司結衣が邪魔をするつもりはないと言ったところで、説得力などないだろうが、ものの弾みの狼藉である。

　どうしたものだろうかと身の置場に困っている国司結衣に、右京は笑う。

「あぁ、かまわないよ～？　ちょうど区切りがついたから。お昼ごはんの時間にするし」

　お昼ごはんができたと彼に呼ばれたのは、この二人ふたりだ。右京に言われて思い出し、自分の前に立ちはだかる右京を、宝生雅也は憎々しげに睨にらむ。

「……あんたたちが―――さんの作った飯めし、食ってんのかよ……!?」

　宝ほう生しよう雅まさ也やの言葉に、脱いだ靴下を絞しぼりながら、綱つな紀きはあれ？　と目を瞬しばたたく。

（今、名前……？）

　言われたはずなのに、聞こえなかった。まるで録ろく画がされた番組の放送で、音声を一部カットされたようだ。生なまでそんなことは、できるはずはないのだが。

　驚おどろいて振り向いた綱紀の様よう子すを見て、幸か徳で井い白はく蛾がたちは確かく信しんを持つ。ここに来るまでに、何度も聞き出そうとしたのだが、宝生雅也と国こく司し結ゆ衣いは一度たりとも『彼』の『名前』を口にすることはなかった。

『彼』の『名前』は、右う京きようの術によって封ふう縛ばくされている。




「羨うらやましい？」

　含みのある笑えみを浮かべる右京に、宝生雅也は耳まで赤くなる。

「そんなんじゃねぇっ！　―――さんに、飯めし炊たきなんかさせて、いいと思ってんのかよ!?」

「宝生クン？　君に許可を貰もらういわれなんてないよ？」

　壱いち葉ようを背後に庇かばったまま、くすくすと右京は笑う。

「冗じよう談だんじゃねぇ！　あんた、いったいどんな弱み握ってんだよ!?」

　あくまで信じられない宝生雅也は、右京を卑ひ劣れつ漢かんだと決めつけた。何か、事情があって、嫌いや々いやこういうことに―――。

「肯定しなよ？　目の前で見てるのにさ」

「う、うるさいっ！」

　立ち位置を変えて、宝生雅也は壱葉の顔を見ようと躍やつ起きになるが、その動きを先読みするようにして、間に立ちはだかっている右京が動く。右京さえいなければ、手が届くほどの距きよ離りにいながら、宝生雅也の視し線せんは、ちっとも壱葉と合わない。

（あーあ……）

　年ねん齢れいが上ということよりも、性格の悪さで、宝生雅也は武む庫こ川がわ右京にとても敵かなわないだろうと綱紀は思った。相手が悪すぎる。




　刀を突きつけていたのは幻まぼろしだったのかと思えるほど、一いつ瞬しゆんで鮮あざやかに右京に逃げられた幸徳井白蛾は、刃やいばに少量付着した右京の血を黙だまって振り捨てて、刀を鞘さやに納める。

「紅べに緒お、鹿ろく鳴めい、退ひくぞ」

　見物していても、時間の無む駄だだ。

「でも、お兄にい様……」

　右う京きようがかけている封ふう縛ばくの術が影えい響きようして、陰おん陽みよう寮りようにまで影えい響きようが出ている。あの大水を止めるには、工事をやめさせるよりも右京に術を解かせたほうが早い。

「あの痴しれ者ものに何を言おうと無む駄だだ」

「ですが……」

　岩山を下りてゆく幸か徳で井い白はく蛾がに遅れないように続きながら、如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいはちらちらと右京を気にする。

「原因がはっきりとわかったのだ。それを寄せつけぬようにすれば、陰陽寮を悩ませている水などおさまる。できるだろう？　鹿鳴」

（結けつ界かい術じゆつ……！）

　指摘されて、如月鹿鳴の目から鱗うろこが落ちる。武む庫こ川がわ右京に的まとを絞しぼって、陰陽寮を保ほ護ごしている結界を強化すれば、右京の封縛の術も遮しや断だんできる。

「は、はい！　でも……」

　逡しゆん巡じゆんする鹿鳴に、白蛾は断言する。

「そう長くかかるものでもない」




　右京が壱いち葉ようにかけた術は、この五年、安定していた。綻ほころびができたということは、そうならなければならない時期にあったのだ。宝ほう生しよう雅まさ也やと国こく司し結ゆ衣いの二人ふたりは、壱葉を捜し当てて、再会することが右京の封縛の術によって定められていた。再会してなされなければならないことが終われば、封縛の術は用済みとなるか、完全な形で復活する。壱葉を追い求めた宝生雅也と国司結衣に封縛の術でなされていた中途半端な邪じや魔まは、消しよう滅めつするか、隙すきのない鉄てつ壁ぺきのものとなる。これはきっと、計算された綻び。

（長くて、今日きよう一日―――）

　それで、決着する。

　宝生雅也と国司結衣が頼みこんだところで、右京が意思を曲げることはないと白蛾は考える。過去を奪い、人の性格までも変化させるような術は、戯たわむれにかけられるものではない。右京がかけているこの術は。

（あの者の依頼―――）




　五年前に絶ぜつ佳か庵あんの人間となった、壱葉と呼ばれている『彼』が、自分から望んで、右京にかけさせた術だ。依頼者が死亡したり、術をかけるまえに設定したキャンセルの条件に触れない限り、術は持続される。




　壱いち葉ようのことよりも、仕事の進行状況を気にしてここまで来た蘆あし屋や美み琴ことは、作業終了と分かって安心する。

「じゃあ、綱つな紀きくん、食事が終わったら寄り道しないで戻ってきてね」

　目め線せんを合わせるように一段高い崖がけの上でしゃがんだ美琴に、綱紀は言う。

「もうひとつ、ここで仕事がありますよ？」

「え？」

　きょとんとした美琴は、岩山の頂上から、ぬっと現れた真っ黒い大きな影かげにぎくりと身を強こわ張ばらせる。

　襟えりと袖そで口ぐちにリアルファーをあしらった黒い革ジャンにぴったりした革パンツ。逆光での登場は、まさしく熊くま！

「美っ琴ちゃーん[image: ]」

「きゃーっ！」

　恐ろしい勢いで一直線に駆け降りてきた黒い影に、がばちょ！　と抱きつかれそうになった美琴は、悲鳴を上げて手の届く範はん囲いに転ころがっていた石を摑つかみ、腰を上げながら握にぎった拳こぶしを遠えん慮りよなく叩たたきこんだ。




　ごきっ☆！




　腰から綺き麗れいに力を乗せて放たれた石のナックルパンチを真正面から食らい、岩に骨が激げき突とつしたときと同じ、恐ろしく痛そうな音をさせて、熊のような黒い影―――、霊れい能のう鍼しん灸きゆう師しの伽か琵び螺ら一いつ角かくはＫＯされた。

「ナイスファイト……！」

　ばったり倒れながら、伽琵螺一角は親指を立てる。

　身につけている呪じゆ符ふのお陰で無傷の美琴は、握りしめていた手を開き、砕け散った石のかけらを払って捨てた。嫁入り前の乙女おとめとしては、不ふ埒らちな殿との方がたの暴ぼう走そうは、断固食い止めねばならない。伽琵螺一角の登場はいつもこの調ちよう子しだが、どうにも心しん臓ぞうによくない。




　突然現れた伽琵螺一角に、幸か徳で井い白はく蛾がたちは驚おどろいて、声も出ない。

（こんなところにいたのか……）

　どうりで連絡がつかないわけだ。

「伽琵螺様……！　こんなところで何をなさってたんですの!?　今け朝さからずっと、お呼びしてましたのに……！」

　伽か琵び螺ら一いつ角かくに駆け寄った紅べに緒おが文句を言う。霊れい能のう鍼しん灸きゆう師しの伽琵螺一角が、ちょっと力を貸してくれれば、水脈ごとぴたりと沈ちん黙もくして、陰おん陽みよう寮りようは水没を免まぬがれたはずだ。

「あ、あの、紅べに緒お様……」

　ぶっ倒れている人間に、いきなりその言葉はどうかと、遠えん慮りよがちに如月鹿鳴きさらぎろくめいは声をかける。ふつうは、大丈夫ですかとか、そういうのから―――。

「紅～緒ちゃ～ん[image: ]」

　がばっと恐ろしい勢いで跳はね起きた伽琵螺一角の眼前で、ぎらりと刃やいばが光る。起き上がって紅緒に抱きつこうとした伽琵螺一角は、刃にぶち当たりそうになり、両手挙げのポーズのまま固まった。自分から真っ二つになりにいくのは、いただけない。

「お戯たわむれを」

　顔は笑っていたが、幸か徳で井い白はく蛾がの目は、がっつり本気モードである。

「相変わらずいい男ね[image: ]」

　身長百九十センチを超える男に、ぱっちん[image: ]とウインクされて、気持ちが萎なえた白蛾は、刀を鞘さやに戻した。




　黒の革の上下についた砂すな埃ぼこりを払った伽琵螺一角は、蘆あし屋や美み琴ことと幸徳井白蛾に言う。

「安全な場所まで下がったほうがいいわ。『血の道』を開いたから」

「え？」

　右う京きようとの付き合いはそれなりにあっても、陰おん陽みよう道どうや術に明るくない美琴や綱つな紀きには、何を言われたのかわからなかった。白蛾たちは、ぎょっとして顔色を変える。

「伽琵螺殿！」

「いやん、あたしに怒らないでよ。右京ちゃんがどうしてもやってーってお願ねがいするから、仕方なーく引き受けたのよ？　綱紀ちゃんの桃もも尻じりを揉もませてもらえるんでなきゃ、やらなかったってば」












　大男のオネエ言葉は、とってもキモい。だがこれも個性なので、文句を言っても始まらない。素行や趣しゆ味みにいろいろ問題はあるが、伽琵螺一角の霊能鍼灸師としての腕は超一流なのだ。

　本人の承しよう諾だくなしに交わされていた交換条件に、綱紀は蒼あおくなる。

「何ですか!?　そんなの知りませんよ!?　聞いてません！　そんな約束、無効です！」

「え～!?」

　いやーんのポーズで、伽琵螺一角は身を捩よじる。（←可か愛わいくない☆）




　親指立てで作業終了のサインを送った伽琵螺一角に、武む庫こ川がわ右京は目で頷うなずいた。

「ここまで来てくれたお友だちには気の毒だけど、ただでは帰してあげられないかな～」

　思案顔の右う京きように、宝ほう生しよう雅まさ也やは殺さつ気き立だつ。

（こいつ……！）

　やたら綺き麗れいな、女みたいな顔で、銀髪で青い目で、のらりくらりとふざけた感じだが、宝生雅也は伸ばした腕を難なんなく払はらい退のけられている。試合慣なれしている宝生雅也に、よくわからないということは、油断できないかなりの手て練だれと考えて間違いない。

「―――やろうってのか？」

　ゆらり、殺気立つ宝生雅也に、国こく司し結ゆ衣いは慌てる。

「雅也くん!?　駄だ目めよ！」

　近くに病院があったり、救急車がすぐ来てくれる町のなかと違い、こんな山のなかで喧けん嘩かを始めては、もしものときに取り返しのつかないことになる。考えて、宝生幹みき久ひさのことが国司結衣の脳裏をよぎった。五年前のあのときもしも……、撮さつ影えい所じよがもっと町のなかにあったら、宝生幹久は助かったのだろうか―――。

　悲鳴のような声で宝生雅也に呼びかけた国司結衣に、右京は首を傾かしげる。

「君たちのことじゃないよ？　君の『お友だち』のことだよ？」

　右京の視し線せんは、宝生雅也ではなく、宝生雅也を通り越した遠くにあった。何かよからぬ卑ひ劣れつな手を使うつもりなのではと、右う京きようと向かい合った今の姿勢をできるだけ崩さないようにして、警けい戒かいしながら宝ほう生しよう雅まさ也やは右京の視し線せんの先を見る。

（え……？）

　岩山を下った雑ぞう木き林ばやしの樹じゆ木もくの陰に隠れるようにして、男が五人いる。宝生雅也と国こく司し結ゆ衣いは、ここに来るとちゅうの車のなかで、このあたり一帯は関係者以外立入禁止にして、絶ぜつ佳か庵あんの人間が作業を行っていることを蘆あし屋や美み琴ことに聞いていた。彼らは絶佳庵の人間ではない。右京はお友だちと言ったが、宝生雅也にはどこの誰だれかわからない。しかし、宝生雅也はあの男たちに既視感を覚えた。どこかで―――。

「―――あ……！」

（あいつら……！）

　二週間前の日にち曜よう日び、空き巣に入っていた窃せつ盗とう団だんの連中だ。あのときは、今のようにコンタクトレンズをしているわけでなく、眼鏡めがねもなかったので、はっきり見えなかったが、シルエットでわかる。だけど、どうしてこんな山のなかにいるのだろう。盗みを働くなら、この前のように、入れる家のたくさんある町でなければ―――。

　考えて、宝生雅也は、ぎくりとする。

（あいつらまさか、俺おれを追って……？）

　宝生雅也は、彼らが殺し損ねた目もく撃げき者しやなのだ。コンタクトレンズも眼鏡もなかったのでよく見えていなかったなどというのは、あの連中にはわからない。宝生雅也には真正面から顔を見られたのだから、生かしておけるはずがない。宝生雅也は気がつかなかったが、もしかすると、あの日からずっと、後をつけられていたのかもしれない。

「雅也くん？」

「（振り向かないで！）」

　押し殺した声で宝生雅也に言われ、右京の言うとおり友だちがいるのかと、振り返ろうとした国司結衣は、動きを止める。宝生雅也は誰にも喋しやべっていないので、あの事件のことは、警けい察さつ病院まで迎えにきてくれた小こ西にし慎しん二じしか知らない。

（ヤベぇぞ……！）

　宝生雅也は彼らに殺されそうになった。心しん臓ぞう狙ねらいで攻こう撃げきしてくるような連中だ。しかも、大勢で後をつけてきたということは、皆殺しにして、口封じをするつもりなのに違いない。

　道場主の娘である国司結衣も、女子部では優ゆう秀しゆうな選手であり、痴ち漢かんやひったくりなら一撃で倒してしまう実力者だが、あそこにいるのは通とおり魔まどころの連中ではない。

（幸か徳で井いさんは、日本刀を持ってたけど……）

　今までの幸徳井白はく蛾がの態度から、騒さわぎになれば、きっと力を貸してくれるだろうと、宝生雅也は疑わなかった。襲おそってくる連中は武器を携帯しているはずだ。この前刺された宝ほう生しよう雅まさ也やには、素す手でで襲われるとは考えられない。刃物はもちろんだろうが、銃器類を持っていられると、リーチの長い日本刀でも分が悪い。来るとちゅうでメールチェックしようとしたが、携帯電話は圏外だ。警けい察さつや助けは呼べない。殺す気でやってくる相手と対たい峙じして、相手を傷つけないですませられる自信は宝生雅也にはない。よほど力に勝まさっているのでなければ、相手を殺すぐらいの気き迫はくで挑いどまなければ負ける。

（あ……！）

　状況に、宝生雅也はぎくりとする。これは、こんな感じは―――。

（兄貴―――）

　宝生幹みき久ひさと彼の、あの撮さつ影えいも、こんなだったのかもしれない。二人ふたりとも、まったく手加減せず、本気で戦った。命をかけた迫力があったから、あのシーンは胸に来るものがあるのだ。

　宝生雅也は、ごくりと唾つばを呑のみこむ。

「―――さん、いきなり来て、すみません。でも、俺おれ、やっぱりあなたが、俺の知ってるままの人であってほしいです。こんな形で、試すような感じになって、すごく悪いなって思うけど……！」

　宝生雅也は両の拳こぶしを握り、右う京きようの背後にいる壱いち葉ように向かって、道場での礼をする。

「この一回でいい！　俺といっしょに戦ってください！　お願ねがいします！」




　陰おん陽みよう師じである幸か徳で井い白はく蛾がの車には、車に害をなそうとする者を寄せつけない呪じゆ符ふが貼はってある。車上荒らしや、車の盗とう難なんには遭あわない。金こん剛ごう院いんの術者と絶ぜつ佳か庵あんの術者、陰おん陽みよう寮りようの巫み女こである紅べに緒お、そして陰陽寮の出入り業者である霊れい能のう鍼しん灸きゆう師しの伽か琵び螺ら一いつ角かくも、自分たちに害をなそうとする者を遠ざける呪符を携帯している。だから術者でさえなければ、どんな連中が相手だろうと、恐れるに足りない。

「美み琴ことちゃん、長居は無用よ」

「でも……」

　囁ささやくように伽琵螺一角に促うながされ、蘆あし屋や美琴は右京たちを振り返る。

「あの子たちは、右京ちゃんが何とかするわ」

　強引に背を押すようにして、伽琵螺一角は美琴を金剛院の車に向かわせた。隠れている男たちの存在に気づかないふりをして、幸徳井白蛾たちも車に向かう。

「お兄にい様……！」

「なかで待っていろ」

　幸徳井白蛾は車に乗っているよう、紅緒に命じる。右京のほうを見ている白蛾に、紅緒はぷーっとむくれる。

「あの男に係かかわるのはお止やめになって！」

「係わりたいわけではない……！」

　絶ぜつ佳か庵あんの人間だけならば放っておくが、宝ほう生しよう雅まさ也やと国こく司し結ゆ衣いは金こん剛ごう院いんがここに連れてきた。

　右う京きよう一人ひとりで何とかできるだろうとは思うが、見届けないわけにはいかないのだ。

「白はく蛾が様……」

　結けつ界かいが必要だろうかと尋たずねる如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいに、伽か琵び螺ら一いつ角かくは白蛾に代わって答える。

「血の道を敷しくために『区切って』あるから心配ないわ」




（武む庫こ川がわ、右京……！）

　結界のなかで何をしようとしているのか。右京のすることは、いつも白蛾の想像を超えている。

（貴様は……）

　もやもやと腹立たしいような気持ちは、いったい何に対してなのか、白蛾自身もよくわからない。










　　　　符ノ七　異種格闘技戦へようこそ







　宝生雅也の後を追って来た男たちは、宝生雅也と国司結衣、そして武庫川右京たち絶佳庵の三人の、合計五人しか認にん識しきできていなかった。数は同じでも、人殺しをするつもりで来るほうは、装備の点で有利であり、全員が暴ぼう力りよく的てきな思考を持っている。窃せつ盗とうを働いていたときのように、今日きようは近くに停とめた車に仲間を残さないのは、その必要がないからだ。場所はお誂あつらえ向きの、人目もない山のなか。騒さわぎになっても、それで通報するような者はいない。今、山の上り口に向かう道に、車は見えない。宝生雅也たちがここに来ることを誰だれかに告げていて、後から人が来る予定になっていたとしても、時間をかけなければ問題ない。死体がここに残っていなければ、姿の見えない人間の行方ゆくえなど誰にもわからない。




　動きだした『お友だち』を見て、にいと武庫川右京は笑った。整ととのった顔だちは、どこか現げん実じつ離ばなれした感じがして、宝生雅也は背筋が寒くなる。だが、今は。守らなければならない人がいる今は、そんな不ふ可か思し議ぎな感覚に浸ひたっていられない。

「（結ゆ衣いさん！　俺おれの後ろに回ってください！）」

　山登りや散策というには、異質な雰囲気でこちらに向かってくる男たちに気づき、身構えた国こく司し結衣は、宝ほう生しよう雅まさ也やに頷うなずいて、そっと守られる位置に回る。女は弱点として狙ねらわれやすい。簡かん単たんにやられるつもりはないが、人ひと質じちに取られたりすると、足手まといになる。

「あの人たちは？」

「すみません、俺おれのちょっとした『知り合い』だったみたいです……！」

「ずいぶん物ぶつ騒そうな人たちね」

「死に損ないってやつみたいですから、俺」

　苦い気分で宝生雅也は笑う。どうして今まで気づかなかったのだろう。こんな場所で襲おそわれるなんて、最悪だ。

（せめて、結衣さんだけでも……！）

　逃がすことができれば―――！




　通常、右う京きようの作業は、一般の人間が干かん渉しようできないように結けつ界かいを張った場所で行われる。一般の人間でも、金こん剛ごう院いんに連れられてきた宝生雅也たちは例外だ。進入できないはずの作業領域に、どこからかふってわいたように見えた男たちの集団に、綱つな紀きはわけがわからない。

「あー、綱紀くんは大丈夫だよ、たぶん」

　たぶんって何!?　右京の言葉は、綱紀の不安を増長させるばかりだ。

「その発言の根拠はどこにあるんですかっ!?」

　一人ひとりだけ崖がけ下したにいることの不利を感じて、外に出して乾かそうとしていたまだ濡ぬれている貴重品を懐ふところにしまい、濡れたままの靴を履はいて綱紀は急いで崖を這はい上がった。

　右京は背後の壱いち葉ように、にこりと微笑ほほえんだ。

「壱葉さんは、ちょっと下がっててください。ここは危ないですから」

「はい。せっかく支し度たくしたお昼ごはんが冷めないうちに、片づけてくださいね」

　にこりと微笑み返して、壱葉は邪じや魔まにならないよう、レジャーシートのほうに退しりぞく。すべて右京にお任せで、自分には無関係というその様よう子すに、宝生雅也は目を剝むいた。

「さっき俺の言ったこと、聞いてなかったんですか!?」

　いっしょに戦ってくれと頼んだのに―――！

　怒ど鳴なる宝生雅也に、右京は笑う。

「あの人は、君の―――さんじゃないよ？」

　小こ馬ば鹿かにするような、人の悪い右京に、綱紀は軽く舌打ちし、宝生雅也に言う。

「宝ほう生しようさんの知り合いっていうのは、武術をやってるすごく強い人のことじゃないですか？　もっとこう、暗い感じの。壱いち葉ようさんは、その人とよく似てるけど、宝生さんの言ってる人とは別人ですよ。双ふた子ごとか、歳としの近い兄弟とかじゃないですか？」

　穏おだやかな壱葉と姿形の酷こく似じした、しかし雰囲気や目つきがまるで違うもう一人ひとり―――。

「あんた馬ば鹿かか!?」

　宝生雅まさ也やは綱つな紀きの言葉を怒って一いつ蹴しゆうした。

「誰だれが忘れても、俺おれは絶対に―――さんのことを忘れたりしない！　―――さんと同じ匂においのする人間が、他ほかにいるかよ！」

　大声できっぱり断言され、綱紀は目を瞬しばたたく。

（に、匂い!?）

　何かの比ひ喩ゆ!?




　一いつ触しよく即そく発はつの雰囲気で、男たちはひたひたと迫ってくる。




「綱紀くん、呪じゆ符ふを」

「は？　はいっ！」

　右う京きように命じられ、小走りに近づいた綱紀は、回収した呪符の束を摑つかんで右京に渡す。

　呪符の束を受け取った右京は、首にかかっていた数じゆ珠ずのラリエットを外す。




「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」




　光り輝かがやいた呪符の束が、右京の呪符として生まれ変わった。

　右京は呪符の束から一枚引き抜き、それを人指し指と中指で挟むようにして持つ。

　新しん体たい操そうのリボンの動きで軽やかに右京が打ち振った数珠のラリエットが、呪力に満たされて淡い光を放ちながら、右京を囲んでフープのように浮かんだ。




「唵おん縛ば[image: ]さら[image: ]くろ津た摩ま訶か鉢ば囉ら　訶か耶や[image: ]か吻ふ什しゆう吻うん　微び咭きつ微び摩ま那な栖せい　鳴う深しん暮ぼ[image: ]くろ[image: ]た[image: ]うんЖうん泮はつた泮はつた泮はつた　娑そば訶か！　血の道に在りしモノ　我わが導みちびきに従いて　目覚めよ！」




　右京は印いんを結んだ指に挟んでいた呪符を、地面に置いた。地面に触れた瞬しゆん間かん光り輝いた呪符は、熱ねつのない炎を噴ふいて燃もえ上がる。




「ねえ宝ほう生しようくん、喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいって言葉、知ってる？」

　小さな子ども相手にするような調ちよう子しで右う京きように尋たずねられ、宝生雅まさ也やはむかっ腹を立てた。

「知ってるよ！」

　そして格かく闘とう技ぎの選手である宝生雅也は、自分の拳こぶしも武器としてカウントされる。先に手を出そうが、後から殴なぐり返そうが、喧嘩になった場合は両方ともが悪いと判断されるのではなく、素しろ人うとを相手にした選手のほうが悪いとされてしまう。相手が凶きよう器きを所持した傷害事件常習者の場合は、こちらが素手ならば正せい当とう防ぼう衛えいが認められるかもしれない。だが、大会に出場するためには、騒そう動どうなどできるだけないほうがいい。小さな怪け我がだってしたくない。

　喧嘩腰の宝生雅也に、くすくすと右京は笑う。

「そりゃよかった[image: ]」




　右京の動きに、向かってくる男たちは何が起こるのかと身構えて、足を止めた。しかし、何も起こらない。

『殺やれ！』

　怒ど鳴なった声は日本語ではなかったが、言い放たれた語調で、言葉の意味は容易に推測できた。男たちは手に武器を持ち、襲おそいかかってきた。

（畜ちく生しよう！）

　逃げても、きっと逃げきれない。後をつけられていた宝生雅也は、自宅も知られているだろう。ここで逃げてどこかに隠れても、何も知らずに家に一人ひとり残っている母親や、いっしょに行動していただけの、まったく無関係の友だちが殺される―――！




　オオォン……！




　すぐ近く、足の下で何かが哭ないた。

（何!?）

　足元から冷気が押し寄せるような感覚に、宝生雅也の背筋がぞくりと震ふるえる。




　ギィィィィ……。

　ガァァ……！




　男たちと宝生雅也の間に、ぶわりと黒い靄もやが立った。

　黒い靄の中に真っ黒い犬……、のようなモノがいる。

「グガァ！」

　恐ろしい獣けものの声で哭ないて、黒犬は武器を持って向かってくる男の一人ひとりに飛びかかった。黒い弾丸のような勢いで飛びかかられ、男は犬ごとひっくり返る。




　シャアアア……！




　黒い靄もやに沈んだ足元の岩を通り抜けるようにして、身みの丈たけ五メートルはありそうな蛇が現れ、武器を持つ男に襲おそいかかる。




　凶きよう悪あくな牙きばを持つ山猫が、見上げるほど巨大なムカデが、角つののある大きなトカゲが―――。

　黒い靄から次々と姿を現しては、男たちに襲いかかった。




　どんどん黒い靄で埋めつくされてゆく周囲の様よう子すに、国こく司し結ゆ衣いは蒼そう白はくになって声もない。数えきれないほど現れた目の前のモノたちが信じられず、宝ほう生しよう雅まさ也やは目を瞠みはる。

「な、んだよ、これ……!?」

　睨にらむような目で振り向いた宝生雅也に、動じることなく右う京きようは静かに笑う。

「これから僕が回収するモノさ[image: ]　簡かん単たんに言うと、『蠱こ』っていう、化け物だね」




　車のなかにいて、車に仕かけられた結けつ界かいにしっかりと身を置きながらも、紅べに緒おは両手で自分の身体からだをきつく抱き締しめ、ぎゅっと目を閉じて震しん撼かんする。だが、霊れい感かんの類たぐいのまったくない美み琴ことには、何が起こっているのかさえわからない。武器を持って右京たちに襲いかかろうとした輩やからが、突然妙な動きをしはじめた、わかるのはそれだけだ。

「何!?　何をやってるの？　あの人たち」

　車内の美琴の声を耳にした白はく蛾がは、やはり動じない様子で立っている綱つな紀きを見つめる。

「強み、と取るのだろうな……」

　見えない、感じない。それは恐れを生まず、姿勢を崩させない。

　如月鹿鳴きさらぎろくめいは、生まれて初めて、甚じん大だいな数の蠱を見た。

「こ、んな、ことが……」

　右京の結界に阻はばまれているため、蠱が放っているだろう邪じや気きは、外に漏もれ出ていない。だが、黒い靄に隠されても、その邪気の毒々しさは想像できる。想像だけなのに、パブロフ効果で、あまりの邪気にあてられる。

　驚きよう愕がくすると同時に、ぐっとこみ上げた吐き気に鹿鳴は息を詰める。口元を抑えて、よろりと一歩後あと退ずさった鹿ろく鳴めいの両肩を、伽か琵び螺ら一いつ角かくががっちりと摑つかんで支える。

「この仕事は、右う京きようちゃんにって、蠱こ塚づか先生のご指名だそうよ」




　この土地に眠らせてある蠱このうち、いいモノを回収してくること。




　蠱塚先生は優ゆう秀しゆうな呪じゆ符ふ使い、式しき神がみ使いでもあるので、松まつ茸たけ泥どろ棒ぼう避けの呪符などという小さな仕事も若いときには引き受けていた。最初から、蠱のために土地を利用しようとして、請うけ負おったのに違いない。

　一部の特殊な術具は、屋内ではなく屋外で、地面に埋めて保存される。そのときに、多くの術者はマーキングのために自分の血を使う。術具を埋まい設せつした場所を忘れても、血が血を呼ぶ性質を利用して、それを探せるし、他ほかの術者が使っていない土地に術具を隠すことができる。術具によっては、個々にある程度の距きよ離りをとって埋めたほうがいいものもあり、それらを糸のように細く垂らした血で繋つないでおくと、ひとつを捜し当てれば、すべてのモノを捜せるし、掘り出さなくてもそれらの状態を知ることができる。術具と術具を繋ぐために垂らした血のことを『血の道』と呼ぶ。

　伽琵螺一角は、ここに蠱を埋めた蠱塚先生の血の道のツボを刺し激げきし、右京が作業しやすいように活性化させた。血の道が滞とどこおっていては、眠りを解かれた蠱も、うまく動けない。




「あいつは、まだあの人と付き合っているのか……！」

　ぎりっと歯は嚙がみする白はく蛾がから、伽琵螺一角はさり気なく目を逸そらした。




　蠱塚先生―――、符ふ蠱こ師し・根ね津づ秋しゆう水すい。陰おん陽みよう寮りように所属している術師だが、その評判はあまりよくない。請け負う依頼がすべて呪じゆ詛そであり、何か気に障さわることをした者は、依頼者であろうと陰陽寮の仲間であろうと、呪詛されるからである。術には、蠱と呼ばれるモノを使う。蠱は何十匹という生き物を苛いじめぬいて過か酷こくな状態で戦わせ、共食いさせ、一番最後に生き残ったもの、一匹の魂こん魄ぱくを使って作る。他を滅ぼしても自分だけは生きるという執しゆう念ねん、強い怨おん念ねんを持つものだけが、質のいい蠱となるのだ。符蠱師・根津秋水は、己おのれの術具とする蠱を作るために、動物の死し骸がいでいくつもの塚ができることから、『蠱塚先生』などという異い名みようがついた。




（取り返しがつかなくなってからでは、遅いのだぞ……！）

　蠱塚先生と恐れられていても、陰陽寮の術者に対しては、いくらいけ好かないと思っても、死ぬほどの呪詛はかけない。呪詛は質たちの悪い陰いん湿しつな嫌いやがらせだ。やられたらやり返すという、険悪なことをお互いに繰くり返していると、終わりが見えないため、敬遠される。だが、懲こりない右う京きようの場合は……、それこそきっと際限がないに違いないと白はく蛾がは思う。




「殺意には殺意を」

　くすくすと右京は笑う。




　生に強い執しゆう着ちやくを持っている蠱こは、純粋な殺意に敏びん感かんに反応する。宝ほう生しよう雅まさ也やと、この場にいる人間を全員惨ざん殺さつしようとしている窃せつ盗とう団だんは、蠱にとって、抹まつ殺さつすべき敵だった。誰だれの命を奪おうとしているか、ではない。誰かの命を奪おうとできる者は、狙ねらった以外の命も脅おびやかす危険な者なのだ。

　喧けん嘩か両りよう成せい敗ばい。自分たちの身を守るためとはいえ、人殺しも厭いとわぬ気概で、相手と同じぐらいの殺さつ気きを放っていたならば、宝生雅也も蠱の標的となっていた。できるなら戦いたくないという、一歩退ひいた気持ちが、宝生雅也を蠱の奇き襲しゆうから救ったのだ。




（何か見えてるんだろうなぁ……）

　顔色を変えた宝生雅也と国こく司し結ゆ衣いと、仲間同士で突然乱らん闘とうになったように見える男たちの様よう子すに、桃もも枝えだ綱つな紀きは思う。黒い靄もやは瘴しよう気きだ。蠱は強烈な邪じや気きの塊かたまりなのだが、今こん生じようのモノだ。

　地じ獄ごくから呼び出された鬼ですら見えなかった綱紀に、これが見えるわけがない。




　オオオオオオォ……！




　術具として封印され、埋められて眠っていた蠱は、通常、使用する分だけ、ひとつずつ封印されたまま取り出される。一度にこんなにたくさん取り出され、封印を解かれることなどない。

　蠱の核となっている魂こん魄ぱくは、最後のただ一匹となるまで、争いは終わらないのだということを学習している。殺気を放っているものは、自分を殺そうとする敵だ。だから、自分の身を守るために、一番最初に殺さなければならない。別の蠱が戦っている場合でも、弱ってきたならば、寄ってたかってさらに攻こう撃げきを加える。

　蠱は魂魄なので実体を持たない。だが、蠱を認にん識しきできる人間は、見えている蠱を実体として捕らえている。魂魄が攻撃できるのは魂魄だけだが、牙きばで襲おそわれれば実際に咬かみ跡がつくし、切り裂かれれば皮ひ膚ふや肉が裂ける。

　殺気を放っていたために、膨ぼう大だいな数の蠱に襲われた男たちは、見るも無む惨ざんな姿になっていく。蠱の見えない綱紀には、鎌かま鼬いたちか何かに襲われているかのようだ。

　蠱この集団に襲おそわれ、傷だらけの凄すさまじい格好になっていく男たちの姿に、宝ほう生しよう雅まさ也やは血の凍る思いをする。

「……あれ、あんたの言うこと聞くんだよな……!?」

　恐る恐る小さな声で尋たずねた宝生雅也に、右う京きようは笑う。

「さぁ？　聞かないんじゃないかなぁ。あれ、僕のじゃないし」

「あんたが回収するんだろ!?」

「（雅也くん……！）」

　大声を出すなと国こく司し結ゆ衣いに注意され、宝生雅也は慌てて口を噤つぐむ。




　殺さつ気きを放っているものを葬ほうむり去ったら、次は自分よりも弱いもの、殺しやすそうなものを葬り去って数を減らしていかなければならない。それが蠱が存在するための決まり事。




「僕が回収するのは、一匹だけさ」

　殺気立っていた窃せつ盗とう団だんは、ぼろぼろに傷つき、次第に抗あらがう力と戦意を消失してなぶられるままになっていく。蠱は蠱同士で争いを始めだした。ゆらりとこちらを見た蠱に、くすりと右京は笑う。

「とりあえず、綱つな紀きくんはシードだから[image: ]　綱紀くん、国司さんをヨロシク」

「よろしくって……☆」

　言われても困る。綱紀には、蠱の姿さえ見えないのだ。見えない相手に、対処しようもない。できることは、国司結衣を守るようにして、立つことだけだ。




　キイィィィ……！




　高く哭ないた声が合図になったように、黒い靄もやが揺らめき、蠱が押し寄せる。

「ちょっ、おいっ！」

　何とかしてくれと顔色を変えた宝生雅也に、右京が微笑ほほえむ。




「命をかけて戦うっていうのに、憧あこがれてたんだろう？」




　亡くなった兄・幹みき久ひさのように。

　その言葉に宝生雅也はどきりとする。

「『お友だち』のようになりたくなかったら、がんばって[image: ]」

　いきなり耳の真横で聞こえた右う京きようの声に、ぎくんと身を強こわ張ばらせた宝ほう生しよう雅まさ也やの背が、どんと強く押された。前に出た宝生雅也に、大型の鼠ねずみのような形をした蠱こが、牙きばを剝むいて飛びかかってきた。




　桃もも枝えだ綱つな紀きの背に庇かばわれた形になった国こく司し結ゆ衣いは。

（……どうして？）

　自分たちには寄りつきもしない蠱に、驚おどろいていた。まるで忌き避ひされているようだ。

（この人……）

　国司結衣に怪け訝げんな顔を向けられた綱紀は、とりあえず励はげます。

「俺おれから離はなれないでいてくれれば、大丈夫です」

　正せい確かくには、大丈夫だと『思う』。本当に危険なら、へなちょこ役立たずの綱紀を、右京がこんなふうに放っておくはずはない。瘴しよう気きのせいで、居い心地ごこち悪い嫌いやな感じがする。だがそれだけだ。突然妙な動きを始めて傷だらけになっていった男たちのようにはならない。鬼の宿敵である渡辺綱わたなべのつな、先祖の血は畏い怖ふされて、綱紀の強固な守しゆ護ごとなっている。




　自分では見えないが、宝生雅也の背中には、右京に押されたときに呪じゆ符ふが貼はられていた。

（冗じよう談だんじゃねぇよっ！）

　宝生雅也は食いつかれる前に、身を翻ひるがえし、蠱を叩たたき退どける。生き物のように見えるが、生き物ではなく、右京は化け物と言った。醜しゆう悪あくな形をしたこれは、どこかでたらめで胡う散さん臭くさい作り物な感じがする。まるで、誰だれかが悪夢で見たり想像したものを、形にしたような。生き物ではない……、はずなのに、手て応ごたえは生き物のそれに酷こく似じしている。

（うぅ……、嫌だな……）

　自分の身を守るためとはいえ、拳こぶしの下で骨がひしゃげる感覚を、宝生雅也は不快に思う。

「駄だ目めだよ？　ちゃんと息の根を止めないと」

　黒い靄もやの底から立ち上がるようにして、いきなり目の前に現れた右京が、宝生雅也に襲おそいかかろうとした猫のような形をした蠱の頭を摑つかんで止め、見せつけるようにして握にぎり潰つぶした。

「……！」

　生き物ではないとわかっているのに、眼前で行われたことに、宝生雅也は声も出ない。

　長い銀の髪をなびかせて、右京は襲い来る蠱と立ち向かうため、身を翻す。

「君はお兄にいさんのようにはなれない。君は君であって、お兄さんじゃない」

「わ、わかってるよ！　そんなこと！」

　襲ってくる蠱を回まわし蹴げりで撃げき退たいしながら、宝生雅也は言い返す。

　黒い靄もやの向こうに消えていきながら、ちらりと右う京きようは振り返る。




「君たちはね、―――さんに『捨てられた』んだよ？」




　行方ゆくえを晦くらます者は、多くのものを置き捨てていく。生活していた環かん境きようも、繋つながりのあった人も。

　不要だから。

　いらなくなったから。




　右京の言葉に、国こく司し結ゆ衣いの胸がぎゅっと縮ちぢみ上がる。

　捨てられた。

　逃げたのではなく―――。




「あの人は今、僕のところにいる。僕のものなんだよ」

　左耳の後ろから突然聞こえた右京の声に、国司結衣は飛び上がるほど驚おどろく。

「最初から、君のものなんかじゃない」

　くすり。

　黒い靄のなか、綺き麗れいな顔で右京は笑う。右京の白い手に摑つかまれた鶏にわとりのような形をした蠱こが潰つぶれ、黒い靄になった。殺害目的で襲おそい来た男たちは、見るも無む惨ざんな姿となって力尽き、次々に地に倒れてゆく。

　宝ほう生しよう雅まさ也やと右京は、蠱と乱らん闘とうするようにして、蠱を葬ほうむり去る。

（重い……！）

　宝生雅也は一体一体潰していく度たびに、身体からだがどんどん重くなるのを感じる。

（何なんだよ、これ……！）

　そしてすごく、気持ちが悪い。吐き気がする。悲しくて、やるせなくて、苦しい―――。




「右京さん！　宝生さんが！」

　明らかに動きの鈍にぶくなった宝生雅也の様よう子すは、蠱の見えない綱つな紀きの目にも異様に写った。

「雅也くん！」

　憔しよう悴すいした表情で蠱の群れに囲まれた宝生雅也の姿に、国司結衣が悲鳴をあげる。右京は青い瞳ひとみで国司結衣を見つめた。

「都合がいいんじゃないのかな？　五年前みたいに、宝生くんが死んでくれたほうが」

　困ってたでしょう？

　にいと笑った右う京きように、胸の奥底まで見透かされた錯さつ覚かくに陥おちいり、国こく司し結ゆ衣いは身を竦すくませる。

（わたし、は―――）




　交際を申しこまれて、困っていた。

　五年前も、今も。

　五年前のあのとき―――、解放されたような気はしなかっただろうか……。




「冗じよう談だんでもそんなこと言うな！」

　怒ど鳴なった綱つな紀きの声に、国司結衣ははっとする。怒る綱紀に、右京は首を傾かしげる。

「冗談なんかじゃないよ？　ねえ、国司さん。国司さんは、自分が都合よく与えられるだけの人がいいんだ。いろいろと要求してくる宝生くんみたいな子は、嫌いやなんだよ」

　だから何にも満たされず、何も持たない『彼』は、具合がよかった……。

「はっきりさせなければならない時期が来たから、彼を探しにきたんだよね」

　彼の存在で、はぐらかして逃げるために。

「わかったようなこと、言ってんじゃねぇよ！」

　右京の言葉で国司結衣が真まっ青さおになるのは見ていてわかったが、それでも綱紀は右京に怒鳴る。右京は国司結衣を嘲あざ笑わらうかのように、妖よう艶えんに微笑ほほえむ。

「わかるさ。綱紀くんにも、見えるようにしてあげようか？」

　すい、と右京の手が綱紀の胸の前の空間を撫なでた。

（え？）

　触れられたような感覚に、綱紀は目を瞬しばたたく。綱紀の目に、周囲の空間が、だんだんと暗くなる。

「じゃあ、始めようかな[image: ]」

　にっと笑った右京の手にあったのは、綱紀の懐ふところにあったはずのお護まもりだ。綱紀の胸には、わけのわからない呪じゆ符ふが貼はられている。

「右京さん！」

　色をなす綱紀をかわすように身を翻ひるがえし、国司結衣の近くに立った右京は、蠱この毒どく気けに満ちた不ふ浄じようの空間で命じる。




「出いでよ！　清きよ姫ひめ！」










　　　　符ノ八　清きモノ







　兄は家族の自慢であり、憧あこがれだった。よく似た弟だと言われることが嬉うれしかった。兄に恥じないよう、いろんなことをがんばった。さすがだな、そう言われるのが誇らしかった。兄より二つ年下の道場主のお嬢じようさんは可か愛わいらしくて、格好よくて、兄にぴったりだと思った。兄以外、あのお嬢さんにふさわしい男なんていないと思った。だから、交際を申しこんだことを聞かされて、嬉しかった。子ども心に、あのお嬢さんがお姉ねえさんになるのだと思った。

　兄が亡くなったとき、兄を通して思い描いていたすべての未来が消えた。兄がただ一人ひとり、かけがえのない友人であり生しよう涯がいの好敵手だと思っていた男も消えた。

　ぽっかり空いた穴はあまりにも大きくて、宝ほう生しよう雅まさ也やを呑のみこんだ。宝生雅也は、兄・幹みき久ひさが生きていたら行っただろうことを、無む意い識しきのうちになぞっていた。兄がその年とし頃ごろに行っていたことをし、同じように結果を出した。兄と同じポジションを手に入れたけれど、しかし足りないものがあった。兄の歳としに追いつき、追い越そうとしている今、宝生雅也は兄の影かげに縛しばられない本当の自分を求めていた。そのために―――、『彼』が必要だった。




　戦うことは好き？　どうして格かく闘とう技ぎを始めたの？

　―――お兄にいちゃんがやってたから。




　何かを守るために、力を使うのは、悪くないと思う。だけど宝生雅也は、力を使って何かを手に入れたいと望む性しよう分ぶんではなかった。戦うことは―――、好きではない。

（もう嫌いやだ……、気持ち悪い……）

　拳こぶしに脚あしに、自分が潰つぶした身体からだの感触が残っている。試合なら何でもないはずなのに、殲せん滅めつするように動くことは、苦しい。化け物であっても、その感触は生き物と同じなのだ。

（戦いたくない……）

　手足が重い。吐き気がする。目の前がぐるぐるする。もう、動きたくない―――。

（なんで、こんなことに）




　黒い靄もやで何も見えなくなっていく視界を、きらりと銀の色が掠かすめる。

（あいつ……）

　銀の髪の、女のような顔をした、嫌いやなやつ。

（あいつが）

　こんな状況に追いこんだ―――。




　舞まった髪の隙すき間まから見えた首は、女のように白くて細い。一いち撃げきで粉ふん砕さいできそうな、首。




「白はく蛾が様！」

　宝ほう生しよう雅まさ也やを気にかけて、その様よう子すを見つめていた如月鹿鳴きさらぎろくめいは、宝生雅也が蠱こを滅めつしてゆく度たびに黒い靄もやが強く纏まとわりつきはじめたことに危険を感じる。右う京きようが背中に貼はってくれた呪じゆ符ふがあっても、あのままでは、宝生雅也自身が『蠱』になってしまう。

　蠱は、滅ぼしたものに、蓄ちく積せきしたすべての穢けがれを譲じよう渡とする。穢れを溜ためこんで、強いモノは、より穢れた蠱となる。蠱こ塚づか先生が右京に回収を命じた蠱は、すべての蠱の穢れを凝ぎよう縮しゆくさせたモノなのだ。




「捨ておけ」

「ですが……！」

　一いつ蹴しゆうされても、鹿鳴には納得できない。宝生雅也は、金こん剛ごう院いんがここに連れてきた客なのだ。

「斬きって祓はらえばいいだけだ」

　呪じゆ禁ごん師し・幸か徳で井い白はく蛾がの刀は、清めの一刀だ。穢れだけを斬って祓って捨てられる。白蛾の力を疑うわけではないのだが。

（それで、いいんでしょうか……）

　鹿鳴には白蛾が何を考えているのかわからない。

「全部右京ちゃんの掌てのひらの上よ。黙だまって見てればいいの」

　伽か琵び螺ら一いつ角かくに後ろから言われ、まだ両肩を摑つかまれたままだった鹿鳴は、一角に振り返る。見上げられた一角は、ぽっと頰ほおを染めた。

「子鹿みたいな目で見つめちゃいやん[image: ]　ぎゅーってしたくなっちゃうわ～[image: ]」

「は!?」

　聞き捨てならない言動に、如月鹿鳴がぎょっとして身を退ひくよりも、伽琵螺一角の動きのほうが早かった。




「肋あばらはやめてくれ」

　蠱を滅してゆく右京を見つめながら、文字にできない鹿鳴の叫び声を聞き、白蛾は伽琵螺一角にお願ねがいした。可か愛わいがってくれるのは結構だが、大事な結けつ界かい師しを抱き潰つぶされては困る。助けてくださいという悲痛な叫びも聞こえたような気がするが、一人前の社会人ならば、我が身の危機き管理は常じよう識しきである。鹿ろく鳴めいならば、危険だとわかっているので絶対に伽か琵び螺ら一いつ角かくにバックをとらせるようなことはしない。




「あの人は今、僕のところにいる。僕のものなんだよ」

　真っ黒な世界で、右う京きようの声だけが聞こえた。輝かがやく、銀の髪―――。

（違う）

　憑つかれたように、ゆらりと宝ほう生しよう雅まさ也やの身体からだが動いた。

（あの人は、兄貴の―――！）

　白く細い首に向かって、宝生雅也の手が伸びた。気に入らない、不ふ埒らちで腹立たしい男。

（こいつさえ）

　いなくなれば。




　右京に襲おそいかかろうとした宝生雅也の前に、蠱こにまといつく黒い靄もやよりもっと冥くらいものが奔はしった。

「がっ……！」

　腹に重い衝しよう撃げきを受け、宝生雅也は目を剝むく。膝ひざから力が抜けた。だが、身体が崩れ落ちないのは、腹部に打ちこまれたままの拳こぶしのせいだ。

　懐なつかしい、匂におい―――。

　小さい頃ころに負ぶさった、かっちりした背中。懐いて顔を埋めた首筋や肩口で嗅かいだ匂い。

（……え？）

　視し線せんを上げた宝生雅也は、漆しつ黒こくの忍び装しよう束ぞくを纏まとう者を見る。忘れもしない―――。

　同じ、瞳ひとみ。この目をした男を、宝生雅也は知っている。

「あいつは俺おれが殺す」

　呪じゆ詛そするような声で言われ、宝生雅也の全身にぞっと鳥肌が立った。












　邪じや魔まをするなら、殺す。

　武む庫こ川がわ右京を傷つけていいのは、彼だけなのだ。

　宝生雅也の割りこむ場所など、どこにもない。




　蠱。




　生き残る最後の一匹。

　彼の瞳ひとみの奥にある闇やみは、周りにある黒い靄もやよりも冥くらい。




（兄貴は―――）

　間違えたのだと、宝ほう生しよう雅まさ也やにはわかった。彼は、違ったのだ。自分たちと同じではなかった。まだ目覚めず、小さかったから、彼自身わかっていなかったのだ。

　草そう食しよく獣じゆうの群れで育った肉食獣の子どもが最初に食はむ肉は、いっしょに育った兄弟の肉。

　宝生幹みき久ひさを己おのれの手にかけることで、彼は彼としての、本来あるべき道に戻った―――。殺すという対象をまだ生かしているのは、十分ではないから。欲しいものを見つけたから、彼は他ほかのものを傷つけない。彼が他に誰だれも傷つけないでいるために、選ばれたただ一人ひとりが武む庫こ川がわ右う京きようなのだ。彼にとっての終しゆう焉えんは、武庫川右京の存在とともにある。人として異質であることを忌いむ、人の心を持っていたから、彼は過去のすべてを捨てたのだ。




（ルールのある試合や、何かを守るためでなければ、俺おれは戦えない）

　宝生雅也は己の限界を思う。限界のずっと向こう、禁きん忌きを超えた先にいる彼には、どんな言葉も届かない。それでも―――。

（会えて、よかった……）

　宝ほう生しよう雅まさ也やはゆっくりと意い識しきを失った。

　負けたことにより、宝生雅也の身体からだに纏まとわりついていた穢けがれは壱いち葉ように移った。宝生雅也の表情から険けんや憔しよう悴すいが抜け、穏おだやかで楽な感じになる。




　腹に叩たたきこんだ拳こぶしで支えていた宝生雅也の身体を、壱葉は無造作に捨てる。呪じゆ符ふを背中に貼はられていた宝生雅也の身体は、宙に投げ出されて、やんわりと黒い靄もやの底に沈んだ。




「出いでよ！　清きよ姫ひめ！」




　右う京きようの真後ろ、ちらりと振り返った壱葉の瞳ひとみを、国こく司し結ゆ衣いは見み逃のがさなかった。




　銀の髪の美び麗れいな術者と背中合わせで立つ、黒くろ装しよう束ぞくの男の姿は、まさしく一いつ対ついと見えた。

　この人はもう、国司結衣の手の届かないところにいる。国司結衣たちは、いらないものとして、捨てられた―――。




　彼は愛想のない子どもだった。道場に通う子どもの誰だれとも友だちになろうとせず、ただ稽けい古こだけを熱ねつ心しんに行っていた。大人おとなでは目の届かないことがあるからと、道場主の娘である国司結衣は、彼のことに注意して、見守っているように言いつかっていた。だから、誰よりも彼のことを見て、彼のことを知っていた。他者を寄せつけないような雰囲気に、彼には近づけない子どもばかりだったが、国司結衣は彼と頻ひん繁ぱんに会話していた。といっても、たいていは国司結衣が一人ひとりで喋しやべり、彼はただそれを静かに聞き、ときおり相あい槌づちを打つ程度ではあったが。道場主の娘だから、邪じや険けんにして追い払うこともできないのだろう、そうわかっていても、国司結衣はそうして彼が同じ時間を過ごしてくれることが嬉うれしかった。彼に憧あこがれ、気にしながらも、遠巻きに見ているしかできない練習生たちに対して、優ゆう越えつ感かんを覚えた。

　変化があったのは、宝生幹みき久ひさが彼に近づいたときだ。宝生幹久は、それまで誰も得ることができなかった、彼の友人というポジションを手に入れた。誰より親密な友人として、彼の側そばにいた。宝生幹久が介入したことで、国司結衣の唯ゆい一いつは失われた。歳としの近い、気の置けない友人が彼にできることは、道場主である父の言うとおり喜ばしいことなのだが、面おも白しろくないと感じる部分が、見えないトゲのように心に刺さってちくちくと痛んだ。

　戯たわむれだったが、ある日国司結衣は、宝生幹久のいないときに彼に言った。

「お嫁さんになってあげようか？」

　言葉数の少ない彼の相あい槌づちは、いつも肯定だった。この言葉にも、いつもと同じように肯定の相槌が返ってきた。

　小学生の戯ざれ言ごとだ。わかっている。断られないのは、道場主の娘だからだ。わかっている。

　それでも。

　国こく司し結ゆ衣いが彼を好きだったのは、否定しようがない。

「あいつに勝ったら、付き合って欲しい」

　宝ほう生しよう幹みき久ひさが介入してくるまでは、すべて穏おだやかであったのに。試合では宝生幹久がいつも勝っているのに、なぜそんなことを言うのだろう。

「結衣ちゃんがあいつのことを好きでも、そんなの、俺おれが忘れさせてやる」

　宝生幹久は、道場にとってのスター選手で、彼の機き嫌げんを損ねて、彼に道場を出て行かれることは、道場の経営的にも望ましくなく、国司結衣に選択の余地はなかった。

　宝生幹久が彼との決けつ闘とうに選んだ場所が、あの撮さつ影えいだった。記き録ろくに残るもの。役柄として、彼が絶対に勝たなくてはならない状況に追いこんで、宝生幹久は本当の彼を叩たたきのめそうとしていた。自分が勝ってＮＧを出して、撮影に迷惑をかけることに決めていた。彼に勝って、国司結衣の断れない状況にして、彼から国司結衣を奪おうとしていた。自分は何でも持っているくせに。彼から取り上げようとした。

　悲しくて、憎かった。




　そして、宝生幹久の命を奪うということまでして、完全勝利をおさめた彼は、そのことが不本意だとでもいうように、姿を消した。

　悲しくて、憎かった。

　あの日、少しでも彼に縋すがられ、攫さらって逃げてもらえたら、どんなに幸せだっただろう……。




　五年経たって再会した彼……、すべてを捨てて去っていった彼は、国司結衣たちなど知らないというように見向きもせず、知らない人となり、別の人のものとなっていた。




　あの日から、国司結衣のなかで、彼との時は止まったままだ。

　変わることなく、まだ、こんなに好きなのに、勝手に切り捨てた―――。




　捨てられたことを自覚し、放心状態となった国司結衣に向かって、左の掌てのひらを広げていた右う京きようは、にいと笑う。

「来た」




　宙に漂っている細い糸を捕まえ、手た繰ぐり寄せるように、右う京きようは手を動かす。

　ずい……と、国こく司し結ゆ衣いの胸の前の空間が動いた。

　何かが焦こげるような匂においに、綱つな紀きは既視感を覚える。

（何だ!?）

　これは、この感じは、すごくよくない―――！

（清きよ姫ひめって、なんだっけ……!?）

　記き憶おくの彼方かなたにあるものに、綱紀は焦じれる。




　右京に引き出され、国司結衣の胸のあたりから、ずずっと黒いものが姿を現した。周囲を埋め尽くす黒い靄もやよりもしっかりとした輪りん郭かくを持つそれは、艶つややかな……黒髪。女の頭。

（げ☆！）

　人体から成人サイズの人体が引き出されるというシュールな展開に、綱紀の顔が思わず歪ゆがむ。引き出されるのは絹の黒髪を持つ頭部。艶あでやかな着物姿の、昔の姫君。

　ずずずずず……、




　引き出され、ばらりと長い髪が乱れて落ちる。重力に抗あらがえず、産み落とされる牛馬の仔このように、頭を下にしてゆっくりと落ちた姫は、着物の裾すそと脚あしの先を国司結衣の胸前の空間に残したまま、腕をついて顔をあげた。国司結衣に似た雰囲気の、美び麗れいな姫は、壱いち葉ようの姿を見つけ、幸せそうに微笑ほほえみ手を伸ばす。

　襲おそいかかる蠱こを無造作に叩たたき潰つぶしていた壱葉は、姫が地に落ちた物音で振り向く。振り向いた壱葉は、姫を一いち瞥べつし、興きよう味みの対象外として目を逸そらした。蠱を滅しながら、黒い靄の中に姿を消す。

　背を向け、行ってしまった壱葉に、姫は驚きよう愕がくの表情となり伸ばした手で空を摑つかみ、そして。




　ジャッ……！




　見るも恐ろしい般はん若にやの顔となった。目が真まっ赤かに燃もえ上がり、口が耳まで裂けてゆく。そうして姫は、真しん紅くの瞳ひとみを持つ白い蛇じや体たいへと変じた。




（あっ……！）

　蛇に変へん化げした姫の姿に震しん撼かんしながら、綱紀はやっと思い出す。

（安あん珍ちん清きよ姫ひめの、清姫だ！）




　道どう成じよう寺じものとして、能のうや歌か舞ぶ伎きで上演されている物語。

　真ま砂さご荘しよう司じ・藤ふじ原わら清きよ重しげは黒蛇に呑のまれようとしていた白蛇を助けた。数日して熊くま野の参さん詣けいに訪れた白しろ装しよう束ぞくの女に宿を請こわれ、清重は白装束の女――白蛇の化け身しんと契ちぎり、清姫が誕たん生じようする。奥おう州しゆう白しら川かわの僧・安珍は毎年熊野参詣の折に清重の館やかたを訪れていた。いい子にしていれば将来、妻にしてあげる、と言って可か愛わいがってくれた安珍の言葉を信じて清姫は成長する。障しよう子じに映った影かげで清姫が蛇であることを知った安珍は清姫を恐れ、年とし頃ごろとなりそろそろ嫁とつぎたいと迫る清姫に、帰りに迎えに来るという約束をして、熊野参詣を終えると、真砂を通らずに逃げ去る。待てども待てども来ることのない安珍に、清姫は熊野参詣から帰ってきた旅人に尋たずね、安珍が約束を違たがえて逃げ去ったことを知る。清姫は、愛いとしさと怒りで鬼と化し、蛇じや体たいとなって安珍を追う。道成寺の僧たちの協力を得て、寺の釣つり鐘がねの中に隠れた安珍だが、蛇体となった清姫は釣鐘ごと安珍を憤ふん怒ぬの炎で焼き殺し、入じゆ水すい自殺を遂げる―――。

　綱つな紀きは中学校の音楽の時間に、手て毬まり歌うたとなった物語を聞いたことがあった。




　ジャァァッ……！




　恐ろしい蛇体となった清姫が、国こく司し結ゆ衣いの胸の前に開かれた空間から完全に抜け出、国司結衣は目を見開いて放心した表情のまま、ぐらりと姿勢を崩した。

「国司さん！」

　くずおれる国司結衣を、綱紀は慌てて受け止める。しかし、それよりも。

（壱いち葉ようさん……！）

　蛇体が奔はしった先にいる、彼のことを綱紀は思う。

　絶ぜつ佳か庵あんを訪れた綱紀を一番最初に迎えてくれた、あの穏おだやかで知的で優やさしそうな青年と、黒くろ装しよう束ぞくを纏まとう暴ぼう力りよく的てきで殺さつ伐ばつとした暗い瞳ひとみの怖い青年が、同一人物であるということが、綱紀には受け入れられない。

（どうして）

　こんなことになっているのだろう―――。




「今度は怨おん念ねんの鬼を引き出したか……！」

　よくもいろいろと考えられるものだと、幸か徳で井い白はく蛾がは辟へき易えきする。ふだんは具ぐ現げん化かすることのない怨念の鬼も、鬼の宿敵である渡辺綱わたなべのつなの子孫がいれば、信じられないほど形をとりやすくなる。桃もも枝えだ綱つな紀き本人には、預かり知らないことだが、武む庫こ川がわ右う京きようが関かかわると、はた迷惑で、嫌いやな特性だ。




　清らかで純粋な思いは妄もう執しゆうとなり、姫は鬼となった。手に入らない愛ならば、誰だれにも手の届かないものに。死を与え、死を選ぶことによって清きよ姫ひめは安あん珍ちんを手に入れ、何よりも強固に己おのれと結びつけた。

　幼い純粋な恋心。何の打算もなく清らかであるからこそ、残ざん酷こくな愛。

　清姫は国こく司し結ゆ衣いが心の奥に隠していた、負の部分そのもの。だから国司結衣を出口として右京に具現化され、今こん生じように引き出されたのだ。




（これもすべて、貴様の手の内だと言うのか……！）

　五年前、壱いち葉ように封ふう縛ばくの術を施ほどこし、己の側そばに置いたときから、武庫川右京は今日きようのことを考えていたのだろうか。

　遠くから見つめている白はく蛾がの視し線せんを感じているはずだが、右京が振り向くことはない。




　蛇じや体たいとなった清姫を、安珍はひたすら恐れた。逃げて隠れるということで、己の意思を示し、清姫の意のままに殺された。

　だが、壱葉は。




　ジャァァッ！




　牙きばを剝むき、飛びかってきた蛇体に対し、躊ちゆう躇ちよすることはなかった。彼にとって、自分に攻こう撃げきしてくるものは、すべて殲せん滅めつすべき敵なのだ。恐ろしい速さで空を薙ないだ壱葉の腕が、蛇体にヒットした。蛇体は退しりぞけられて、黒い靄もやのなかに沈む。どうと吹っ飛んできた蛇体に押おし潰つぶれて、蠱こが滅された。蛇体は黒い瘴しよう気きの靄をまとう。




『なぜ？』




　身を起こし、清姫の顔となった蛇体が、哀かなしみに満ちた瞳ひとみで壱葉を見つめる。

　なぜ抵抗するのか。なぜ殺されてはくれないのか。

　落下してきた蛇体に潰されて滅された蠱に、近くにいた蠱が自分も滅されまいとして、蛇体に襲おそいかかる。蠱の集団に群がられ、清姫は嫌けん悪お感かんを露あらわにしながらそれを払はらい除のけようともがく。清きよ姫ひめが不ぶ気き味みな蠱こに襲おそわれているというのに、彼は見向きもしてくれない。




「君は捨てられたんだよ」

　銀の髪を靡なびかせ、近寄った右う京きようが蛇じや体たいに囁ささやく。

　だから、どうなろうと知ったことではない―――。




　ギィィッ！




　完全な蛇体に変へん化げした清姫が、ぞっと背筋の凍こおるような声で哭ないた。男に心変わりされた女の憤ふん激げきは、男を奪ったものに向けられる。




　ギヒィッ！




　牙きばを剝むき、恐ろしい声で哭きながら右京に蛇体が襲いかかった。

　その蛇体の放つ、強烈な殺意に呼こ応おうして。




　オオオン……！

　グガァ！




　蠱の集団が蛇体に襲いかかる。蛇体は邪じや魔ましようとする蠱に対して憤ふん怒ぬした。




『邪魔ヲスルナ！』




　蛇体の清姫に蠱が群がり、化け物大戦の様よう相そうを呈ていす。

『オノレオノレ……！』

　生み出し、育はぐくむ存在であるからこそ、ひとたび破は壊かいの衝しよう動どうに駆られると、女性は男性よりも徹てつ底ていした壊滅行動に走る。愛いとしい男、それを奪った者、そして邪魔するように襲ってくるモノ、すべてが滅びてしまえばいい―――！




　愛しい人に愛してもらえない世界なんて。




　いらない―――！




　膨ふくれ上がる、破は壊かい衝しよう動どう。白い蛇じや体たいが、瘴しよう気きに穢けがされて黒く染まる。蛇体に食らいついた蠱こが、狂ったように暴あばれる蛇体に潰つぶされて滅された。滅された蠱の瘴気で、ぐん、と蛇体が膨れ上がる。清きよ姫ひめの放っている愛いとしさゆえの憎悪と嫉しつ妬と、憤ふん怒ぬは、蠱に巻きついて絞め潰す蛇体の動きとともにぐるぐると渦うずを巻き、瘴気の黒い靄もやを動かす。




「あははははははは！」

　化け物大戦の渦か中ちゆうから、殺意を放たない右う京きようはするりと離り脱だつし、爆ばく笑しようする。

「いいねいいね[image: ]　すごくいい！」

　ゆるりと動き始め、ばりばりと音を立て、火花を放ち始めた黒い靄に、右京の銀の髪が弄もてあそばれる。










　　　　符ノ九　輝きは傷の数だけ







「あはははははは！」

　高笑いしている右京を、蠱を締しめ上げながらうねり回っていた蛇体の胴が、横よこ殴なぐりに強襲きようしゆうした。右京は岩がん盤ばん剝むき出しの地面に叩たたきつけられ、ぷつっと笑い声が途と切ぎれる。

「……右京さん……☆」

　いったい何をやっているのだか。綱つな紀きは軽い頭痛を感じて、目を閉じる。結けつ界かい内ないは瘴気の靄で満たされ、黒々と渦巻いて火花が散っているが、国こく司し結ゆ衣いを任された綱紀や倒れている宝ほう生しよう雅まさ也やの身体からだの周りには、薄うすい膜が張っているような感じで、瘴気に触れられてはいない。右京の呪じゆ符ふによって守られている。守られているが、それが効力を発揮しているのは、右京が生きている間だけだ。期間を限定したり、条件をつけた封ふう縛ばくの呪符のようなものなら、決まりを設けたその間は効力を発揮し続けるが、しかし一度貼はって剝はがしたらおしまいの、すぐに用済みになるその場限りの呪符は、術者がいなくなればただの紙切れに戻る。

「何やってんだよ！」

　綱つな紀きの怒ど鳴なり声に、右う京きようは額ひたいからだらだらと血を流しながら起き上がる。

「いやいやいや、思ったとおりというか、それ以上というか[image: ]」

　起き上がったところに、太い縄なわのような蛇じや体たいが落ちてきて、右京は再び地面に沈む。ものすごく痛そうだが、何だか含み笑いのようなものが聞こえるので、右京はこの状況を楽しんでいるらしい。でも。

（どーすんだよ、これ☆）

　蠱こは最終的に一匹になれば終わりだが、鬼と化し、蛇体となった清きよ姫ひめはすべてを滅ぼすだろう。清姫は純粋な殺人者であり、終しゆう焉えんをもたらす者だ。打ち所が悪くて、右京にもしものことがあった場合、黒い靄もやと蠱をこの場に留とどめている結けつ界かいも、綱紀たちを守っている呪じゆ符ふも消失する。蠱を吸収し、穢けがれまくった清姫を解き放つのは、あまりに迷惑な話だ。

「遊んでる場合じゃねーだろ！」

「遊んでるわけじゃ、ないんだけどね……☆」

　怒鳴った綱紀に、くぐもった声で右京が返事する。黒い靄とうねる蛇体に阻はばまれて、右京の姿は見えないが、どうも押おし潰つぶれているような感じだ。内側で渦うず巻まいている瘴しよう気きで、結界が不安定に揺れ始めているのがわかる。結界が耐えきれなくなるのは、時間の問題だ。

（畜ちく生しよう、もう、知るかよ！）

　蠱の回収は、右京が請うけ負おった仕事だが、仕事などと悠ゆう長ちように構えている場合ではない。

　綱紀は右京が胸に貼はった呪符を剝はがし、倒れたままの国こく司し結ゆ衣いに貼りつける。呪符が移動して、守りの力は国司結衣に移った。霊れい感かんの類たぐいにはとことん鈍にぶい綱紀だが、右京の呪符で強制的にチューニングを合わされた感覚は、呪符をなくしても完全に元には戻らなかった。瘴気に満たされた視界は真っ黒で揺らめいて、よくわからない形になったモノが蠢うごめいている。

（たしか、あそこに……！）

　綱紀は荷物を置いた場所に走る。黒い靄が水のような重さで纏まとわりつくが、無視して突き進む。蠱は綱の血を嫌い、係かかわりたくないと避けるため、綱紀に触れることはない。

（俺おれの、ギター……！）

　正せい確かくには、ギターのような物。弓ゆみの弦つるを張った、鳴めい弦げんのための道具。

「あった！」

　足元のよく見えない黒い靄のなか、躓つまずきながら手探りした指先に、ケースが触れた。綱紀はケースを引き寄せて蓋ふたを開き、ギターを―――。

（え？）

　ネックを握ったはずが、空を摑つかんで、綱紀は目を瞬しばたたく。開いたときにはたしかにギターが見えていた、持ってきたときにもちゃんとその重量があったのに、手を突っこんで取ろうとした瞬しゆん間かんに消えうせた。ケースも消えうせ、残ったのはなかに呪じゆ符ふが一枚あるだけの、空っぽのみかんのダンボール箱だ。ギターケースにギターが入っているように、呪符が見せかけ、綱つな紀きに感じさせていたのだ。使おうとしてギターケースを開いて手を突っこんだら解けてしまう、一回こっきりの術。

「う～きょぉ～さ～ん……！」

（ほんっとに、どーしょーもねーな！）

　綱紀は、ぎりっと拳こぶしを握る。

　毎回成功するわけではないが、綱紀の鳴めい弦げんは、絶大な浄じよう化かの力を発揮する。瘴しよう気きの濃のう度どを高め、鬼にとっての最良の環かん境きよう（人間や動植物等にとっては最悪の環境）にしたい右う京きようにとっては、邪じや魔まなのだ。

　ただでさえ役立たずの桃もも枝えだ綱紀、打つ手なし☆




「……まずくありませんか……!?」

　結けつ界かい術じゆつを行使して拘こう束そくし、どうにか伽か琵び螺ら一いつ角かくの魔手から逃のがれた如月鹿鳴きさらぎろくめいは、軽く息を切らし、乱れたスーツを直しながら、眉まゆを顰ひそめる。

　愛する人に裏切られ、この世のすべてを不要と考える清きよ姫ひめは、純粋な破は壊かい者しやだ。蠱この穢けがれを吸収し、力を増して暴ぼう走そうする清姫の蛇じや体たいに、右京の結界が歪ゆがんで揺れ始めている。

「そのようだな」

　幸か徳で井い白はく蛾がは刀を確かく認にんする。

（斬きれるか？）

　すべての瘴気と悪あしきモノを、一いつ刀とうで祓はらえるだろうか。あれだけの蠱を祓うだけでも、そうとうの呪力を必要とするのに、それに加えて『清姫』である。愛憎の鬼は有り余る純粋さが生み出したもので、蠱のように穢れてはいないが、しかし鬼から変化したあのモノには、勢いがありすぎる。あの場にあるすべての蠱を祓い、回収不可能にしたならば、蠱こ塚づか先生は面おも白しろくないだろう。武む庫こ川がわ右京の不始末に係かかわりあうのは真っ平だ。

（貴様ごと、斬って捨てるぞ）

　結界が破裂したならば、結界に閉じこめられている蠱が飛び散る。あのなかで弱い蠱であっても、誰だれかに憑ついた場合、酷ひどいことになる。結界が破られるよりも先に、結界ごと斬って、浄化しなければならない。だが白蛾が愛用しているこの刀は、外げ道どう丸まるのように特別な、鬼斬りの刀ではない。この刃やいばで、どこまで斬れるものだろう―――。

「白蛾様……！」

「好きにしろ」

「はい！」

　視し線せんを武む庫こ川がわ右う京きようのいる結けつ界かいに向けながら、簡かん潔けつに答えた白はく蛾がに、鹿ろく鳴めいは頷うなずいて結界用の呪じゆ符ふの支し度たくを始める。




　右京が呼び出す鬼は、滅多めつたに現れ出ることのない特殊なモノだ。優すぐれた術者たちは、悪いモノを敏びん感かんに察知し、その影えい響きようを受けてしまうので、自分の精神と身体からだを守るために、常にいくらかの守りで自分を保ほ護ごしている。だがそれは、強力な腐ふ食しよく性せいの毒にも等しい、強烈な瘴しよう気きを放出する危険度の高いモノから身を守れるほどの力ではない。

　顔も上げられない様よう子すで、自分の身体を抱きしめ、かたかたと震ふるえている紅べに緒おに、妹の鼓こ幸ゆきの姿が重なって、美み琴ことはいたたまれない気分になる。強い防御は、激はげしく消しよう耗もうする。右京が何かよからぬことを企たくらんでいるだろうと想像できても、呼び出されたそれがどんなモノなのかわからなければ、適切な対処はできない。敏感な術者は、妖あやしいモノの姿形が見えるだけではない。それらの放つ瘴気は、生理的嫌けん悪お感かんや動物的恐怖を呼び起こし、嘔おう吐と等とうの拒絶反応を起こさせる。一度体たい験けんしたことは、誰だれもが記き憶おくする。生存に影響を及ぼしそうなことならば、それはより鮮せん明めいな記憶となる。強固に防御して、そのモノを感じ取れないようにしたところで、防御はそのモノがいるという証あかしだ。感知や防御はできても、そのモノを滅するに十分な力を持たない術者が怯おびえ、戦おののくのはどうしようもない。

「ごめんなさい、紅緒さん……」

　切ない気分で苦しくて、そっと美琴は紅緒を抱きしめた。妹がいる、優やさしい姉の抱ほう擁ようを受け、紅緒はどきりとして、肩を震わせる。ほんの少し顔をあげた紅緒に、美琴は人差し指で静かに目元の涙を拭ぬぐってやる。妹であり、兄の白蛾に甘えることを日常としている紅緒に対し、下に妹が二人ふたりいる美琴は、末の妹が幼いうちに母親を亡くしていることもあり、強い母性を持っている。霊れい感かんがまったくなく、恐ろしい思いをしていないということもあるが、守る立場にある美琴は、いつでも逞たくましい。

　鹿鳴の結界に縛しばられ、両手を後ろで組んで両足を揃そろえた、拘こう束そく服ふくを着たような形になって転ころがっていた伽か琵び螺ら一いつ角かくは、尺しやく取とり虫むしスタイルで這はい進んできて、顔を上げたところで、車のなかで紅緒を抱きしめている美琴の姿を目もく撃げきし、ぽっと頰ほおを染めた。

（ま[image: ]）

　綺き麗れいな女の子がラブラブっとなかよくしている姿は、とってもステキ[image: ]




「あのバカは、わたしが何とかするから」

　きっぱり言いきった美み琴ことは、颯さつ爽そうと車を降りた。勢いよく開かれたドアに、伽か琵び螺ら一いつ角かくが跳はね飛ばされる。ドアにぶつかって転ころがった伽琵螺一角を、美琴は怪け訝げんな顔で見下ろす。

「そんなところにいると、怪け我がするわよ？」

　そんな場所で、いったい何をしていたものか。

「そうね……☆」

　ふだんの行いがよくない伽琵螺一角は、心配すらしてもらえないことに、滂ぼう沱だと涙した。

　車のドアに何かがぶつかった鈍にぶい音に、何事かと振り返った鹿ろく鳴めいは、守りの結けつ界かいである車から出てきた美琴に驚おどろく。

「蘆あし屋やさん!?　なかに入っててください！」

　霊れい感かんがなく、何も感じられない美琴は、術者たちの目には痛覚のない状態にも等しい。痛みは危険から身を遠ざける信号だ。どんな危険も危険だと感じることができなければ、大怪我をしてもわからず、身体機き能のうを損ない、生命を脅おびやかすことになる。見えず感じ取れなくても、瘴しよう気きは確かく実じつに肉体を蝕むしばみ、精神を冒おかす。

　美琴は車の後部に回り、運転手に合図してトランクを開けてもらう。

「おかしいと思ったのよ。綱つな紀きくんが忘れ物するなんて」

　躾しつけのいい育ち方をした綱紀は、真ま面じ目めで、時間厳げん守しゆだし、責任感も強く、忘れ物はしない。出かける前に、きちんと確たしかめる習しゆう慣かんがついている。望まなくとも、自分が鳴めい弦げんの使い手として期待されていることを知っている綱紀が、仕事に鳴弦の道具であるギターを持っていかないなんて、無責任なことをするはずがないのだ。念のためと、綱紀の部へ屋やを覗のぞいた美琴は、ぽつんと部屋の真ん中にケースごと置き去りになっていた綱紀のギターを見つけ、びっくりした。

「右う京きようくんが、小細工したに決まってるんだから！」

　きっと右京にとって都合が悪かったから、綱紀にギターを持ってこさせなかったのだ。

　美琴は綱紀のギターケースを、トランクから摑つかみ出す。




　蛇じや体たいと地面で擂すり潰つぶされそうになりながら、ようやく起き上がった右京は、懐ふところから呪じゆ符ふを摑み出す。

「唵おん　鉢はん娜た摩ま　震しん多た摩ま尼に　人じん―――」




　シャァッ！




　印いんを結び、呪じゆ文もんを唱となえる右京に牙きばを剝むいた蛇体が襲おそいかかる。




「右う京きようさん！」

　どうしてくれようかと振り返った綱つな紀きは、凶悪な速さで鎌かま首くびを持ち上げた蛇じや体たいに食いつかれようとしている右京の姿に目を剝むく。




　右京を嚙かみ砕くだこうとする、蛇体より速く―――。

　周囲を埋め尽くす瘴しよう気きの黒い靄もやよりも黒いものが、矢のように奔はしる。




「ぼさっと突っ立ってんじゃねえ！」




　どげしっ！




　躊ちゆう躇ちよも遠えん慮りよもなく壱いち葉ようは右京を殴なぐり飛ばし、その巻き添えを食って蛇体が吹っ飛ぶ。

　殴られた勢いで、くるくると回った右京は、蠱こを撥はね潰つぶして、地面に激げき突とつし、撥ね転ころがる。巻き添えを食って吹っ飛んだ蛇体も、岩山を砕き、撥ね転がる。




　蛇体が受けた衝しよう撃げきに、呪じゆ符ふを貼はられて横たわっている国こく司し結ゆ衣いの身体からだが、びくんと撥ねた。

　見つめていた綱紀は、顔を引ひき攣つらせる。

「うわー……」

（壱葉さん……☆）

　確たしかに、蛇体に嚙み砕かれるのは免まぬがれたようだが☆　これでよかったものかどうか。無茶苦茶むちゃくちゃである。




『おおぉ……』

　上半身を蛇体から人ひと型がたに戻した清きよ姫ひめは、腕をついて身を起こしながら、壱葉の姿を見つめ、はらはらと涙を零こぼす。

『愛いとし、あなたの手にかかれるならば―――』

　娶めとるつもりがないならば、置き捨てて去るよりも、命を奪って欲しかった。愛しているのはただ一人ひとり、他ほかの誰だれにも嫁とつぐ気などない。誰にも娶らせないと、縛しばりつけて―――。




　シャアッ…！




　清姫は蛇体に変へん化げし、禍まが々まがしい牙きばを剝いて、壱葉に襲おそいかかる。殺すためではなく、殺されるために。

　宝ほう生しよう幹みき久ひさは、なんて満ち足りた表情で安らかに逝いっただろう―――。




「だぁめ[image: ]」

　壱いち葉ようの前に立ちはだかった右う京きようが、にいと笑いながら、呪じゆ符ふを掲かかげた手を清きよ姫ひめの蛇じや体たいに向かって差し出した。

　金に輝かがやく呪符に妨さまたげられ、牙きばを剝むいて飛びかった姿勢のまま、蛇体は宙に留とどめられる。

　そしてもう一方の右京の手は、壱葉の顔前で広げられ―――。

　びくんと身を震ふるわせた壱葉は、糸の切れた人形のようにその場に腰を落とす。閉じられた目は、何も映すことはない。気を失った壱葉から、宝生雅まさ也やから移された蠱この瘴しよう気きが剝はがれ落ちた。




『オノレ、オノレ……！』




　蛇体に人間の姿をだぶらせながら、清姫が憎々しげに右京を睨にらむ。蛇体は懸けん命めいにもがこうとするが、呪符の力は強力で、びくともしない。




（また、何かやって遊んでるわ……！）

　美み琴ことには、物ものの怪けや瘴気の類たぐいはまったく見えない。宝生雅也と国こく司し結ゆ衣いが倒れていて、右京と壱葉がバタバタしているとしかわからない。

「綱つな紀きくん！　これで、びろーんってやっちゃいなさいっ！」

　座りこんでいる綱紀に、持ってきたギター（のような物）のケースを摑つかんだ美琴は、それを円盤投げの要領で、綱紀に向かって投げ飛ばした。美琴の言う、びろーんは、綱紀の鳴めい弦げんのことだ。

「うわー、美琴さん、勘かん弁べんしてくださいっ！」

　恐ろしい勢いで飛んできたギターケースを、綱紀は身体からだを捩よじって避ける。法ほう具ぐ師し・式しき部ぶ北ほく斗と作の専用ギターケースは、象が踏んでも壊こわれない、頑がん丈じような造りになっていた。岩に激げき突とつして、留め金が開いたギターケースから飛び出したギター（のような物）を、綱紀は落下の寸前になんとか受け止める。

「いいこと！　右京くん！　仕事は趣しゆ味みの延長じゃできないの！」

　依頼ですら、自分の都合で利用する右京の態度は、遊びとビジネスをきちんと分けたい美琴には許し難がたい。

（うわー、きっついなー……☆）

　趣しゆ味みの延長で、作曲家を目指そうとしている綱つな紀きには、美み琴ことの言葉は、右う京きようへの小言とわかっていても、耳に痛い。しかし、意い気き消しよう沈ちんしている暇はない。

「右京さん！」

　黒々とした瘴しよう気き以外はボケてしまい、綱紀の目には状況がよくわからない。

「ちょーっとだけ、タンマね、綱紀くん」




『憎しや、憎し……！』




　蛇じや体たいにだぶる清きよ姫ひめの姿が、怒りで般はん若にやと化す。動きこそ封じられたものの、清姫の怒りに呼こ応おうしてうねり狂う瘴気が轟ごう々ごうと渦を巻き、結けつ界かいが撓たわむ。渦巻く瘴気に舞まい立つ礫つぶてが、びしびしと身体からだにぶち当たる。鬼と化して怒り狂う清姫の放つ毒々しいものに呑のまれ、ぶちぶちと蠱こが潰つぶされてゆく。

　怒りのボルテージを上げる清姫を見つめ、ぺろりと唇くちびるを舐なめた右京は、首にかけていた数じゆ珠ずのラリエットを外す。

「綱紀くん、呪じゆ符ふは？」

　尋たずねられ、綱紀は慌てて天てん秤びんと粘土を取り出す。

　右京の人形は使いまわし。そして今日きようの相手は、清姫の変へん化げした白蛇。蠱の瘴気に染まって、黒ずんでしまったが。

　呪力を練りこんだ粘土で手早く造った蛇の人形と右京の人形を、綱紀は秤はかりに載せる。蠱の瘴気をたっぷりと纏まとった白蛇は、考えていたよりも重い。

「――――百、七十万円の呪符を……！」

　右京の人形の側そばに加えた十円玉は、十七枚。しかし、右京はそんな高こう額がくの呪符なんて持っていない。あるのは、回収した他ほかの術者の使いまわしの呪符だけだ。

「了解」

　右京は笑う。

　そして、すべての呪符を懐ふところから出して、宙に放り投げる。




「那な謨も摩ま利り支し曳えい　薩さ婆ば薩さ婆ば　阿あ咥唎にやり沙哩しやり　莎そば訶か！　傷つきしモノたちは　研けん磨まされし　金こん剛ごう石せきの如ごとくあれ！」




　炭素の塊かたまりでありながら、最高の硬度を持つ石、きらきらと眩まばゆく輝かがやくダイヤモンド。しかしどんなダイヤモンドも、原石のままでは輝かがやかない。美しく輝くのは、何面にもなるようにカットされ、厳きびしく研けん磨まされているからだ。より多くの傷をつけられたものだけが、浴びた光よりも美しく、虹にじ色いろの光を放って眩まぶしく輝くことができる。




　印いんを結び、呪じゆ文もんを唱となえた右う京きように、呪力で満たされた数じゆ珠ずのラリエットが金きん色いろに光り輝き、蛇じや体たいに絡みつく。放たれた呪符は、金色に輝きながら、瘴しよう気き渦うず巻まく結けつ界かい内ないを舞まう。




『許すまじ、許すまじ……！』

　かっと目を見開いた清きよ姫ひめが血の涙を流す。




　オオオォン……！

　キィィィィ！




　ぞっとするような声で、蠱こが哭なく。




　右京の呪符となったものの、右京の呪力に耐え切れない呪符が、端からぴりりと裂け始め、燃もえだした。呪符にうまく支えられない数珠が、蛇体を拘こう束そくしながらも、がくがくと揺れる。呪符に伝えきれない呪力が逆流し、右京の指が、全身が切り裂ける。

　瘴気だけでなく、呪力の刺し激げきを受けて、結界がそれまでとは比べ物にならない火花を散らした。崩ほう壊かいする―――！




「右京さん！」

「駄だ目め[image: ]」

　切り裂け続けて血ち塗まみれになりながら、右京は綱紀の呼びかけを一いつ蹴しゆうする。















　綱紀の鳴めい弦げんを使えば、この結界内のすべてを、一度に浄じよう化かして祓はらい除のけることができるかもしれない。しかしそれでは、最強の蠱を回収するようにとの、蠱こ塚づか先生の依頼はこなせない。

「白はく蛾が様！」

　右京の限界を見て、もはやここまでと、鹿ろく鳴めいが結界を作る。

「武む庫こ川がわ右京ー！」

　呼びかけて、白蛾は抜ばつ刀とうする。

「臨りん！　兵びよう！　闘とう！　者しや！　皆かい！　陣じん！　裂れつ！　在ざい！　前ぜん！」

　刀で九く字じを斬きって、切っ先を清め、白はく蛾がは呪じゆ禁ごんに念をこめる。

「南なう莫まく三さ曼まん多だ　没ぼ駄だ南なむ　訖き利りく訶か　莎そわ訶か！　我わが意に従いて　集つどうべし！」

　呪力をこめた一刀が、右う京きようの結けつ界かいに向かって放たれる。白蛾の一いち撃げきは、内側で膨ふくれ上がった瘴しよう気きに、ぎりぎり持ちこたえていた結界を切り裂いた。解き放たれ、ぶわりと広がった黒い靄もやは、白蛾の一撃の力に引っ張られて渦を巻く。

　中心点にいる、右京に向かって下りてゆくように。




　新たな結界で、蠱こや穢けがれの瘴気が外に放たれることを防いだ鹿ろく鳴めいは、凄すさまじい腐ふ敗はい臭しゆうにも似た瘴気に、愕がく然ぜんとする。

（こんなものを、武む庫こ川がわさんは……！）

　結界で封じながら、封ふう縛ばくしようとしていたのか。結界を専門とし、金こん剛ごう院いんの称号を与えられた如きさ月らぎ鹿鳴でも、額ひたいに脂あぶら汗あせが滲にじむというのに。




　押さえつけようとする力を助けられ、その点において右京にかかる負担が軽くなった。が。

　右京の身体からだが、それまでと比較にならない深さで切り裂けた。右京から散りしだいた血で、周囲が赤く染まる。生身を裂かれる激げき痛つうに、一いつ瞬しゆん意い識しきの飛んだ右京の身体が、ぐらりと傾かしぐ。宙に放った呪じゆ符ふは、金きん色いろに輝かがやいているものの、宝ほう生しよう雅まさ也やと国こく司し結ゆ衣いに貼はりつけていた呪符が、炎をあげて燃もえ上がる。

「右う京きようさん！」

　思わず駆け寄ろうとした綱つな紀きより早く、顔を上げた壱いち葉ようが右京を受け止めた。

「死ぬな」

　呪じゆ詛そするかのような声に、右京は笑う。

「壱葉さんを置いて、死なないさ」

　だが、不十分な呪符では、ここまでが限界か。




（もう、いいだろ、右京さん……）

　綱紀はギター（のようなもの）を構え、その弦を爪つま弾びく。楽器として張られていない弦は、まともな音など出ない。綱紀が聞いているのは、鳴るはずだった弦の音だ。

　壱葉を探し、訪ねてきた宝生雅也と国司結衣の気持ちは痛いほどわかる。わかるが、壱葉は絶ぜつ佳か庵あんにとって、欠くことのできない大切な人だ。渡したくはない。綱紀にとっては、右京と壱葉と美み琴ことと潮しお路じがいる場所が絶佳庵だ。誰だれ一人ひとりいなくなってもらっては困る。

（ごめんね、宝生さん、国司さん）

　誰も聴きくことはできなかったけれど、綱紀が奏かなでたその曲は、切ないバラードだったかもしれない―――。




　絶大な浄じよう化か能力を持つ、綱紀の鳴めい弦げんによって、すうっと瘴しよう気きの黒い靄もやが祓はらわれる。

「っと、いけない……！」

　右京は血ち塗まみれの手で、印いんを結ぶ。




「―――封ふう縛ばく！」




　蠱こと清きよ姫ひめの蛇じや体たいが解けた。解けたものは光に化ばけ―――、小さく収しゆう縮しゆくした。

　スーツの前ボタンほどの大きさになった、きらきらしい塊かたまりが、差し出した右京の右みぎ掌てのひらに、ゆっくりと下りる。

「回収、完了……」




　多面体カットされた大粒の宝石に酷こく似じしたそれは、蠱と呼ばれる、哀かなしく禍まが々まがしい術具。










　　　　符ノ十　遠い日の幻







　陰おん陽みよう寮りように大おお騒そう動どうを起こした水害は、その日の午後になって工事が中断され、ぴたりと止まった。京きよう登とに出張していた金こん剛ごう院いんが、霊れい能のう鍼しん灸きゆう師し・伽か琵び螺ら一いつ角かくを見つけて連れ戻ってくれたので、陰陽寮ではすぐさま水脈のツボを刺し激げきして調ちよう整せいしてもらい、さらなる被害の拡大を食い止めることに成功した。

「他言無用だ」

　幸か徳で井い白はく蛾がは余計なことを言うなと、如月鹿鳴きさらぎろくめいに釘を刺す。絶ぜつ佳か庵あん・武む庫こ川がわ右う京きようと係かかわると、ろくなことにならない。とことん骨折り損なのだ。そんなことを自分からぺらぺらと吹ふい聴ちようして回るのは、愚ぐの骨こつ頂ちようである。まったく腹立たしい。

　そしてやっぱり、危き惧ぐしていたとおり、白蛾の書しよ院いんは、水みず浸びたしだった。

「おのれ、恩おんを徒あだで返すうつけ者が……！」

　四し国こくの田舎いなかから昨日きのう届いた荷物も水に浸つかり、楽しみにしていた好物のお菓子がすべて駄だ目めになり、鹿鳴はそっと涙した。




　霊能鍼灸師・伽琵螺一角に迅じん速そくなる処置を受けた右京は、貧血でふらついたくらいで、大事には至らなかった。だが、右京がせっかく呼び出した清きよ姫ひめは、蠱ことひとまとめにして蠱こ塚づか先生・根ね津づ秋しゆう水すいの手に渡ってしまった。いい仕事をしたことになったので、蠱塚先生はとても喜んだのだが、右京の手には最初に約束された安い報ほう酬しゆう以外、何も残らなかった。

「べつにさ、いいんだ、たいした鬼じゃなかったし」

「右京くん、うるさい」

　座ざ敷しきで事務書類を整せい理りしている美み琴ことは、包帯男と化した右京に向かってバインダーを投げた。しゅーんとしながら縁えん側がわに腰かけた右京は、回転しながら飛んできたバインダーを指二本でキャッチし、足をぶらぶらさせる。

（かなりキてるわね）

　わざと当たって痛がる余裕もない右京に、美琴は小さく溜ため息いきをつく。痛さを堪たん能のうされるのはうっとうしいが、いつもの調子でない右京というのは、これはこれで気持ちが悪い。












「そんなとこにいないで、なかに入ったら？」

　言われて、右京は考える。先ほどから、かなり雨脚が強くなっている。いつまでも縁側に座っていては、包帯だらけの身体からだが濡ぬれる。

「あー、うん。風か邪ぜひくよね」

「バカは風邪ひかないから、その心配はいらないわ」

「美み琴ことさん、ひっどーい」

「ひどいのは、赤字続きの収支表よ！」

　ちゃんと仕事をこなしているはずなのに、ちっとも黒字にならない。

「いいこと!?　今度から、わたしに内ない緒しよで勝手に仕事を増やさないのよ！　今回は怪け我がですんだからよかったものの、いつもいつもこうだとは限らないのよ!?　大変なことになってからじゃ、遅いんだから！」

　美琴が綱つな紀きのギターに気づいて持っていってなければ、いったいどうなっていたことか。考えるのも恐ろしい。




「今日きようの郵便物です」

　郵便受けを覗のぞいてきた桃もも枝えだ綱つな紀きは、美琴に郵便物を渡す。

「え、っと、宝ほう生しよう雅まさ也やさんと国こく司し結ゆ衣いさん―――、美琴さんも覚えてますよね？」

「金こん剛ごう院いん様のお客様だけど。それが何か？」

「あ、いえ！　いいんです！」

　覚えているのかどうか、確かく認にんしたかっただけだから―――。

　こういう言い方になるとき、美み琴ことはこの話題での会話を続けたくないのだ。綱つな紀きはそれを察して、さっさと会話を切り上げた。




　あの後―――。

　倒れていたはずの宝ほう生しよう雅まさ也やと国こく司し結ゆ衣いの姿は、忽こつ然ぜんと消えていた。

　そして壱いち葉ようは、何事もなかったかのように、いつもどおりだ。まるで、夢でも見ていたような気がする綱紀だが―――。

「誰だれでもひとつや二つ、人に知られたくない秘密があるものよ」

「美琴さんにも、ですか？」

「もちろん」

　美琴は涼すずしい顔で答えて、受け取った郵便物を整せい理りする。

「綱紀くんにもあるでしょう？」

「……そうですね」




　渡辺綱わたなべのつなの子孫で、鬼に目の敵かたきにされているなんて、ふつう、人に話せることじゃない。一族の長男は氏うじ神がみ様さまの御お護まもりを身につけていなければ、鬼が出てくるなんて話、笑われておしまいだ。霊れい感かんナシの綱紀が、魔まを祓はらい浄じよう化かする、ものすごい鳴めい弦げんの力を使えるなんて言っても、誰も信じるはずがない。




「綱紀さーん」

　台所から壱葉が呼ぶ声がする。

「はーい」

　綱紀は返事をして、台所に急ぐ。




「すみません、お醬しよう油ゆを切らしてたみたいで。買ってきてください」

「今からですか？」

「えぇ、今すぐ」

　にっこりと微笑ほほえむ壱葉は、やはり綱紀の目には、インテリ系の鬼き畜ちく眼鏡めがねにしか見えない。穏おだやかで暴ぼう力りよく的てきではないけれど十分コワイ。

「三丁目のスーパーで、これと同じ物を」

「一丁目のスーパーにも、同じ物がありますけど」

　綱つな紀きにも見覚えのある大瓶だ。一丁目の店のほうが、絶ぜつ佳か庵あんから近いし、米こめ味み噌そ醬しよう油ゆに関しては、品しな揃ぞろえもほとんど変わらない。こんなどしゃ降りの雨のなか、遠出したくないなーと、さりげなくアピールする綱紀に、壱いち葉ようはにっこりと微笑ほほえんで言った。

「今から三丁目のスーパーに行けば、ちょうどタイムセールが始まりますよ」

　つまり、ちょっぴり安く品物を買えるお得な店に行け、と。少しでも経費削さく減げんに協力しなければ、絶佳庵の赤字を日々嘆なげいている美み琴ことに逆らうことになる。

「ハイ」

「あ、お一人ひとり様、二本までですから[image: ]」

　昔ながらのエコバッグである買い物カゴを渡され、どしゃ降りの雨のなか、綱紀は絶佳庵を出る。ずっしり重たい醬油二本を、タイムセールで見事ゲットした帰り道も、やっぱり雨脚は強かった。




　絶佳庵に向かってさくさく歩いていた綱紀は、帰宅とちゅうの女子中学生を見つける。

「鈴すず音ねちゃん」

　長靴を履はいて水みず溜たまりで遊びながら歩いていた女子中学生は、呼びかけられて、オレンジ色の傘を回して振り返る。蘆あし屋や家の四女は、雨の日でも元気そうだ。

「あれー、綱紀」

　鈴音は綱紀を見て、にこぱと笑う。

「買い物？　偉いねー」

「おー。偉いだろー」

「お買い得醬油、二本だー」

「重いぞー」

「重いよねー」

　頭の悪そうな会話をしているなーと思うが、鈴音といると肩の力が抜ける感じがして、綱紀はなんだか面おも白しろい。

（俺おれにも妹がいたら、こんな感じなのかな）

　他愛たわいないことが、可か愛わいい。

　角を曲がろうとした綱紀は、直進するらしい鈴音に気づく。

「寄り道するの？　鈴音ちゃん」

「しないよー？　どうして？」

「いや、だって……、ここで曲がったほうが、近いんじゃないのかな？」

　不ふ思し議ぎそうな綱つな紀きに、鈴すず音ねはくるりと傘を回して立ち止まり、拗すねるように口を尖とがらせる。

「その道、よくわかんないけど、嫌い」

「嫌い？」

「うん」

　鈴音は大きく頷うなずいた。よくわからないが嫌いだから通らない。そういうことになっているらしい。

「……そうなんだ」

「うん」

　意志を曲げる様よう子すのない鈴音に、綱紀もこの角を曲がるのをやめる。

（そういうこともあるんだろうな……）

　美み琴ことは綱紀と似たり寄ったりの霊れい感かんナシ体質だが、蘆あし屋や家の二女・鼓こ幸ゆきは、高校生にして、陰おん陽みよう寮りようで実力を認められた巫み女こだ。その妹なのだから、鈴音にも霊感のようなものがあってもおかしくはない。理屈にならない感覚は、侮あなどってはいけないと綱紀は思う。

「なんかね、あそこ通ると、胸のあたりがぎゅっと苦しくなって、やなの。怖い」

「通らなくていいよ」

「うん……」

　誰だれかといっしょでも通りたくない道なのだから、それはよほどだ。話題を変えようと、綱紀は思う。

「そういえば、この前、ピアノをもらった日に、美琴さんがあれ、ちょっと弾ひいてくれたんだけどさ、美琴さんってピアノ弾けたんだね。知らなかった」

「美琴姉ねえはピアノ上手じようずだよ～。中学一年のときに、コンクールで優ゆう勝しようしてるもん[image: ]」

「へぇ、そうなんだ」

　うまいはずだ。

「今も弾いてるのかな。鈴音ちゃんは？　ピアノ弾ける？」

　そんな素そ振ぶりがないし、お隣となりからピアノの音が聞こえてくることがなかったので、わからなかったけれど。

「……今は、弾いてない。わたしも昔は、教室に通ってレッスンしてたけど」

　やめてしまった―――。

「んー、まぁ、そういうこともあるよ」

　子どもの頃ころの稽けい古こ事ごとを、ずっと続けている者のほうが少ないのではないかなと、綱紀は思う。やってみて、長続きするものとそうでないものがあるのだ。うまくても、むいていないと自分が思ったなら、それはそこまでだ。―――下へ手たの横好きで、ずるずる続けているものもあるけれど。




　向かいから、高校生男子と花束を抱えた大学生ぐらいの綺き麗れいな娘が歩いてきたので、綱つな紀きと鈴すず音ねは少し端に寄って擦すれ違う。

（お姉ねえさんかな）

　鈴音のような可か愛わいい妹といっしょに歩くのもいいけれど、綺麗なお姉さんも捨て難がたいと、綱紀は思う。




　擦れ違った若い男と女子中学生に、宝ほう生しよう雅まさ也やは思う。

（逆だったら、あんな感じだったのかな）

　国こく司し結ゆ衣いは宝生雅也より年上で、お姉さんだ。

「雅也くん？」

　どうかしたかと尋たずねられ、宝生雅也は国司結衣に笑う。

「何でもないです。ただちょっと……、結衣さんが、俺の姉さんだったらよかったのになって……、あ、すみません……！」

「幹みき久ひささんが生きていたら、本当の姉弟になれたかもしれなかったわね」

「すみません」

「悲しいのは、わたしよりも雅也くんでしょう？　わたしはね、いいの。初恋は実らないっていうから」

「そういうものなんですか？」

「うん。そうらしいわ」

　国司結衣は儚はかなげに笑う。

「―――だったら、俺おれの初恋は、結衣さんでしたよ」

　いつも憧あこがれて見ていた。綺麗で格好のいい、すてきな、年上の人。

「あら」

　くすくすと国司結衣は笑う。告白されたときには終わっていたらしい。




　警けい察さつから、五年前に通とおり魔ま事件として片づけられた、宝生幹久の殺害犯が見つかったと連絡があり、宝生雅也は兄の婚約者だった国司結衣と二人ふたりで警察署に行ってきた。




　宝生幹久を殺害した犯人は、外国から来た窃せつ盗とう団だんだったらしい。スタントマンとして宝生幹久が参加した映画の撮さつ影えい所じよが、その窃盗団が当時使っていた隠かくれ処がに近く、仕事帰りの車のなかを通りかかった宝ほう生しよう幹みき久ひさに見られ、口封じのために殺害したらしい。宝生幹久がなくした根ね付つけ―――、撮さつ影えい時じの衣装の小物を、捕まった男が持っていたために、犯行がわかった。

　窃せつ盗とう団だんの一味は、山に入る道のところにいつまでも停とまっている車を不ふ審しんに思った近きん隣りんの住民に通報され、山に分け入った警けい官かんによって発見された。全身に凄すさまじい傷を負っていた彼らは、熊くまにやられたらしい。盗とう難なん届けが出ていた物が車のなかから数点発見され、彼らは警察病院に移送され、治ち療りようと取とり調しらべを受けた。何にどんな風に襲おそわれたのだと、化け物（蠱こ）のことを懸けん命めいに訴える者もいたが、恐怖が見せた夢だろうと、誰だれもまともに取り合うことはなかった。ありえないモノを見、それを訴え続ける者は、社会から排はい斥せきされる。今回も、その例外ではない。




「やっと、終わった気がするわ……」

「うん……」

　国こく司し結ゆ衣いと宝ほう生しよう雅まさ也やは、ようやく宝生幹みき久ひさの墓前に報告のために花を持っていけると、雨のなか、寺町通りを歩く。




　悲しい記き憶おくはすべて、雨が洗い流してくれる、そんな気がした。










　　　　休　符







　醬しよう油ゆを買って帰ったのに、晩ばん御ご飯はんのメニューはカレーだった。

「……カレーですか……」

　昼にも嗅かいだ匂においに、何となく綱つな紀きは脱力感を覚える。

「飽きちゃいましたか？　嫌いやなら、綱紀さんは食べなくてもいいですよ？」

　醬油を受け取りながら、にこにこと微笑ほほえむ壱いち葉ように、綱紀は高速で首を横に振る。

「とんでもない！　食べます！　僕は壱葉さんのカレー大好きです！」

　一言でも『いらない』と言ったなら、絶ぜつ佳か庵あんでは以降の全食事が供給されなくなる。三食＆おやつのすべてを絶佳庵に頼っている綱紀にとって、それは死活問題である。

　力のこもった綱紀の返事に、壱葉は嬉うれしそうににっこりと微笑む。

「それはよかった[image: ]　たくさん作りましたから、たっっぷり食べてくださいね[image: ]」

　今日きようから一週間は毎食カレーですよ～[image: ]

（黄き色いろくなりそうだ……☆）

　しかし、カレーは究きゆう極きよくの倹約メニューなのである。財ざい政せい難なんの絶ぜつ佳か庵あんで贅ぜい沢たくは敵だ。

「一週間程度で飽きがくるようじゃあ、インド人にはなれないよ？」

　夕飯だと呼ばれてやってきた右う京きようが、くすくすと笑う。インドでは、某ハンバーガーショップや病院の食事もカレー味である。

「インドはステキな国ですけど、俺おれは日本人のままでいいです。醬しよう油ゆ好きですから」

「次の特売の日にも、買い物をお願ねがいしますね」

　にこにこと、壱いち葉ようは皿に盛った白いご飯の上にカレーを注ぐ。

「……鶏とり肉にく、ですか？」

　チキンカレー？　煮こんである肉は、ブロックタイプの牛肉ではなく、骨付きの鶏肉のようだ。盛り付けの終わった皿を差し出しながら、にこやかに壱葉は頷うなずく。

「右京さんが、蠱こ塚づか先生からたくさんいただいてきたんですよ」

　いい仕事をしてくれたので、報ほう酬しゆうとは別枠で。

「へー、そうなんですか」

　何にせよ、家計が助かるのはありがたい。肉なしカレーは、とってもせつない。

　皆で揃そろって食卓につき、いただきますと言って食事をはじめてから、綱つな紀きははっとする。

（―――蠱塚先生、から？）

　それは、ひょっとしてひょっとすると……☆！

「綱紀く～ん、幸せでいたいなら、深く考えちゃいけないよ～？」

「お肉、美お味いしいですねぇ」

　スプーンの動きの止まってしまった綱紀を気にすることなく、右京と壱葉は食事する。

　蠱このために使われた鶏にわとり？　という疑いは残るが―――。

　毒を食らわば皿までという、やけっぱちな気分で、綱紀は鶏肉に食いついた。何かあるのなら、皆でどうかなったほうがいい。自分一人ひとり助かってしまうと、寝こめなくて、こき使われる。

「そういえば、また今回も、呪じゆ言ごんの文字は印刷屋さん泣かせだったんじゃないですか？」

「うーん、常用漢字に出ないものも多いからねぇ。カタカナとか使って、かな書きするとそこのところ楽なんだろうけど、星せい香か先生は漢字使うのお好きだからね～」

「漢字書きのほうが、格好いいですよ」

「ルビもいちいち大変だし、よーくお礼を言っておかなきゃいけませんよ」

　右京たちは、編へん集しゆうさん、校こう閲えつさん、印刷屋さんありがとうと、拝おがんでおく。

「しかも今回は、ＧＷとかいろいろあって、ギリギリ作業だったしね～」

「星香先生も含めて、寝てない人続出だったらしいし」

「睦む月つき先生はお引っ越しされたらしいですね。新しいお家うちで、気分もリフレッシュですね」

「状況は最悪でも、きっちり間に合わせるんだから、エライ人ばかりだよ[image: ]」

　カメラ目め線せんで、右う京きようはウインクをする。読者サービスサービス[image: ]




　大水の混乱のどさくさに、陰おん陽みよう寮りようの養よう鶏けい殿でんから、数十羽の鶏にわとりが消えたので探して欲しいという依頼が、金こん剛ごう院いんの術師・如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいのところに来た。鶏の痕こん跡せきは、捕らえられたが―――。

「……白はく蛾が様……」

「星せい香か先生も言っておられる。『長いものには巻かれておけ。厄やつ介かい事ごとには関かかわるな』」

　根ね津づ氏の書しよ院いんの方角を見つめて途方に暮れている鹿鳴に、白蛾はすっぱりと命じる。

　触らぬ神に祟たたりナシである。





　辛いものよりは甘いもののほうが好きかな[image: ]　二○○七年五月十五日　流ながれ　星香







著者

流 星香

Seika Nagare




９月28日生まれ、天秤座、Ｂ型。大阪生まれ大阪育ちの、大阪在住大阪人。お祭り騒ぎ大好きな、明るく正しい子どもの味方である[image: ]

戦国時代ファンタジーでデビュー。ファンタジー作家として、これまでに多数の著作を発表していて、西洋風、現代モノ等、守備範囲はファミレスのように品揃えが豊富である。

お茶の時間をこよなく愛し、綺麗で美味しいお菓子からたくさんの元気をもらっている[image: ]







イラスト

睦月 ムンク

Munk Mutsuki




京都市在住。

これからの季節、蜂が飛び回りだしますね。

かれこれン回程刺されてトラウマです。

皆さんもお気をつけて……




【ウェブサイト】

http://munku.sunnyday.jp/
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